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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　11月20日、月曜の午後だった。

　６畳ほどの洋間で、壁は白くて、絨じゆう毯たんも白色だ。大きな窓には、まだカーテンが掛けられていなかった。

　部屋の一角にダンボール箱が積み上げられ、山となっている。

　悠ゆう斗とはナスの引っ越しを手伝うために、彼女の新居を訪れていた。箱を開けて、どんどん本を棚へ移していく。

「おお……」

　ナスとは絵の嗜し好こうが似ているせいか、悠斗の興味を惹ひくような本が多かった。絵画や彫刻についての洋書や、写真撮影の技術書などはあまり触れたことがなく、その趣味の広さと勉強熱心さに驚かされる。

　彼女はＰＣの設置をしていた。

　机の下でケーブルを接続し、やや苦戦しつつも無事に起動させられたらしく、ナスが安あん堵どの吐息をこぼす。

　そして、悠ゆう斗ととナスは他た愛あいのない雑談を交わしていた。

「足湯とかもあるんだっけ？」

「あ、そうです、浴場とは別なんですけど。あとは、サウナも素敵でしたー」

「ほおー」

　たんなる温泉談義のはずだった……




「サウナといえば、神かみ絵えさんに──ユウトさんのこと好きだよね、なんて言われちゃって」




　言ってしまってから、ナスは自身の口元に手をやって固まる。

　失言だったらしい。

　悠斗のほうも、思考がフリーズした。

　──今、何を言われた!?

　女性慣れしている男ならば、笑って流したり、軽くお礼を返して「僕も友人として大切に思ってますよ」なんて済ませたりできたのかもしれない。

　絶対に無理だった。

　沈黙。

「……」

「…………」

　ジョークとして扱うには、あまりに間を外しすぎた。

　しかし、唐突に〝好き〟と言われても、どう答えていいものか。

　悠斗は手にした画集を見つめ、そういえば画集のオファーが来ていたな──と現実逃避をはじめた。

　ナスが呼吸することを思い出したかのように、吐息をつく。

「……あの……すみません」

「いや、僕のほうこそ」

　自分でもよくわからない返しをした。

　真新しい絨じゆう毯たんのうえにナスが正座する。まっすぐに悠斗を見つめた。

「私はユウトさんと一緒にいて、楽しいです」

「あ、ありがとうございます」

　普段から生き真面目まじめなナスだったが、いつにも増して今は真剣さが伝わってくる。

　悠斗の鼓動が加速した。

　彼女の左の薬指には、結婚指輪がはまっている。ストーカー避よけとして悠斗が贈ったものだった。それ以上の意味はない……そのはずなのだが……

　ナスが指輪に右手で触れた。

「神かみ絵えさんに、言われたんです……」

　よくトラブルを起こす共通の友人──ハラミのことを思い出し、悠ゆう斗とは不安になる。

「な、なんて言ったの？」

「好きでもない人からもらった指輪を左手の薬指につけたりしない──って」

「そりゃ……まぁ、普通はそうだろうけど、ナスさんには理由があるわけだから……」

　彼女はイラストレーターとして名を馳はせているだけでなく、ファッション誌のモデルができそうな容姿をしている。

　そのうえ、誰にでも優しく接する人柄だ。

　結果、好意を暴走させた相手に、度々つきまとわれて、同性の友人たちから《ストーカーほいほい》などという異名で呼ばれていた。

　ナスがうなずく。

「はい……最初は間違いなく、対策のつもりだったんですけど……」

　彼女が頰ほおを染めて、うつむいた。

「今は？」

「……よく、わからなくなってしまって……自分の気持ちが」

「わからない？」

「変ですよね、自分のことなのに」

「あ、いや……そういうこと、よくあると思うし」

　何を望むのか。

　何をして喜ぶのか。

　何を求めて生きているのか。

　自分の気持ちなのに断言できないことは、よくある。

　ナスが顔をあげた。

「誰かを〝好き〟になるのって、どういう感じなんでしょうか？　私、絵を描くのは好きです。でも、ユウトさんに抱いている気持ちとは、ちょっと違う気がするんです」

「まぁ、僕も……お付き合いとか、経験ないんで……」

　ぽりぽりと頭の後ろを搔かいた。

　ナスがため息をつく。

「私もです。おかしな話なんですけれど……キャラクターをデザインするとき、指示書を読むじゃないですか。ヒロインの設定に〝主人公のことが好き〟と書いてあって」

「けっこう、あるよね」

「でも……恥ずかしながら、その感情が、よくわからないんです」

「え？　誰かを好きになったことも、ない？」

「そうかもしれません。中学から高校まで女子校だったので……美大は共学だったんですけど、男子は少ないから話すこともなくて……」

「なるほど」

　10年の純粋培養が、ナスの恋愛観を形成したらしい。

　彼女が首を左右に振った。

「あっ、でも！　女性じゃなく男性に興味があるんですよ!?　恋愛に憧あこがれはあって……って、そういうことが言いたいんじゃなかったです」

「……あ、はい」

　ナスが赤面しつつ、語る。

「ゲーム会社に就職してからは、仕事で男性と話すことも増え、だんだん慣れました。でも、好きになるって……やっぱり、まだよくわからなくて」

「俳優とかスポーツ選手とか、そういう有名人を好きになったこともない？」

「有名……あざらしさんなら好きなんですが、そういう感じでいいんでしょうか？」

「ちょっと違うかな」

　ゆるキャラへの萌もえと、異性への愛情は、たぶん違う。あと、あざらしさんは雄なのか？

　むむむ、とナスが考えこんだ。

　苦いものを嚙かんだような顔をする。

「そもそも……目的がわからないんですよ」

「目的？」

「〝好き〟って、お付き合いしたいんですよね？　お付き合いして、どうするんですか？」

　悠ゆう斗とは首をかしげる。

「普通だと、デートかな？　遊園地とか映画館とかカラオケとか」

「ユウトさんは行きたいですか？」

「うーん、時間があれば……とくに遊園地って、小学校の修学旅行で行ったきりなんで、写真が撮りたいんだよなぁ」

「……それ、取材じゃありませんか？」

「そうかも」

「私も、取材なら行きたいですけど」

　２人して遊園地の写真を撮りまくり──それはそれで、悪くないかもしれないが。

　改めて、ナスが言う。

「ユウトさんのことは友人として、とても大切に想おもっています。でも、だから〝好き〟と言えるのかは、わかりません」

「なるほど」

「で、でも……も、もしも……」

「ん？」

　ナスが自身の胸に左手を当てた。

　顔を真っ赤にして、伏し目がちになる。

「もしも……この気持ちが……〝好き〟だったら……そのときは……ユウトさんが嫌でなければ……その……」

「……」

「よろしくお願いします」

「は、はい」

　悠ゆう斗とは頰ほおが熱くなってしまった。

　きっと今のナスと同じくらい赤面しているだろう。

　しかし、自分の感情を上う手まく言葉にできない。

　──僕も同じだな。

　恋愛感情なんて経験がなく、自覚もなく、正直なところ関心も薄かった。

　世に言われる〝愛情〟というのは、全身全霊を傾けて表現されるような強い感情らしい。

　だとすれば、悠斗は他者に愛情を向けたことがなかった。

　魂が焦こげつくような情熱は、今は絵を描くことに向かっている。心の一番深くには、いつも絵のことがある。












　ナスを好ましく想おもってはいるが、それを〝好き〟と表現していいものか？　良い友人でありたい、という気持ちとは違うのか？　判断できないのだった。





　　　　　†






　ＰＣのセットアップが一段落ついたので──とナスが台所の片付けに移る。

　しかし、まだネットの接続もしていないはず……

　おそらく、気恥ずかしいのだろう。

　悠ゆう斗とも同じだった。

　１人で黙々と棚に本を移しつづける。

　昂たかぶっていた感情が、だんだんと落ち着いてきた。

　興味を惹ひかれる本があると、つい開きたくなってしまうが、その誘惑に抗あらがう。あとで借りるか、自分で買おうと心に決めた。

　15時──

　甲高いメロディーが流れてきた。

　何の音かと思ったら、どうやらエントランスのチャイムが鳴らされたようだ。リビングでナスが応対する。

「はい」

『ちわっす！　俺、俺！』

　くぐもったスピーカーごしの声ではあるが、おそらく錦にしきだ。

　倉くら山やま錦はベテランのイラストレーターで、ラノベの挿絵を描くだけでなく、ゲーム会社で原画やグラフィッカーチーフなどもやっている。

　今日は昼から来る予定だったが、会社でトラブルが起きたらしく遅れていた。

　ここへ来たということは、トラブルが解決したのだろう。

　ナスが応じる。

「わざわざ、ありがとうございます、二に色しき先生」

　二色というのは彼のＰＮペンネームだ。

　ちなみに、悠斗は〝ナスさん〟と呼んでいるが、彼女のＰＮはナストキュウリであり、本名は……

　そういえば、本名を教えてもらったことがなかった。

　クリエイター同士では、よくあることだ。互いに自宅に招いて、一緒に食事をするくらいの仲でも、本名を知らなかったりする。

　ナスがボタンを押し、エントランスドアを開けた。

『ほい、おじゃまするっすー。遅れたぶん、ばりばりお手伝いしますんで！』

　通話が終わる。

　彼女が悠ゆう斗とのいる部屋へと顔を出した。

「二に色しきさんが、いらっしゃったみたいです」

「みたいだね」

　ほとんど埋まった本棚を見て、ナスが笑みをこぼす。

「わあ、ずいぶん進みましたねー」

　自分が手間をかけたことで喜んでもらえるのは、嬉うれしいものだ。悠斗の表情もほころぶ。

「もうすぐ終わるかな」

「助かります。すみません、ユウトさんに、こんなことさせちゃって……」

「いやいや、手伝うって言い出したのは、こちらだし」

　数日前、ハラミが提案したのだ。その本人が来ないとは、許されざる裏切りだったが。

「すっかり任せてしまって……」

「楽しいですよ。見たことない本とか、けっこうあるし……あと、美術関係の専門書の間に、たまにゆるキャラの絵本とかあって微笑ほほえましかったり」

「あふ……ちょっと恥ずかしいです」

　ナスが照れたように頰ほおに手を当てた。

　やがて、玄関のチャイムが鳴らされる。

「あ、出てきますね」

　彼女は錦にしきを出迎えに向かった。

　この物件は悠斗のマンションよりも広く、廊ろう下かの先に玄関がある造りだ。寝室と仕事場が分かれていて、そのうえ生活スペースとしてリビングが丸々使える。これくらい大きいと便利だな、と思うが……

　最寄り駅が池いけ袋ぶくろで、この面積だと、家賃がかなりなことになっていそうだった。

　悠斗はダンボール箱の山から、次を持ってくる。

「あれ？」

　軽い。

　他の箱には、『本』とマジックで書いてあるのに、この箱には何も書いていなかった。ピンク色のガムテープが貼はってある。

　違和感を持ちつつ、とりあえずテープを剝はがす。開ければ何が入っているかわかるだろうし、どうせ全すべて開かい梱こんするのだ。

　箱を開ける。

「えっ!?」

　中には、白やピンクや黄色や……色とりどりの小さな布が入っていた。

　ハンカチではない。

　あと、小さくはないカップが２つならんだ布も。

　──下着!?

　そのとき、ちょうどナスが戻ってきた。

「ユウトさん、すこし休憩に……」

　彼女の笑みが凍りつく。

　悠ゆう斗とは振り返り、「いや、これは、違うんですよ」と言おうとした。

　ナスが慌てて飛びついてくる。

「それはダメですー!!」

「うわっ!?」

　何事でも、慌てるとろくなことがない。

　彼女は勢い余ってダンボールに突っこんでしまった。

　ナスが絨じゆう毯たんに倒れこみ、ひっくり返したダンボール箱から、中身がこぼれ落ちる。

　色とりどりの下着が、散らばった。

　咄とつ嗟さに身を引いた悠斗は、その光景を見下ろす形となる。

「あわわ……」

　これは酷ひどい。

　相当なことになった。

　つっぷしたナスが、身体からだを起こす。

　その頭に、下着がのっていた。

　瞳ひとみが潤うるんでいる。

「くっ……」

「だ、だいじょうぶですか、ナスさん？　ケガとか、してない？」

「死にそうです……恥ずかしくて」

「あの、えっと、その……かわいい下着ですね」

　悠斗は混乱気味で、ついフォローになっていない言葉を口走ってしまった。

　ナスが耳まで赤くする。

「……ありがとうございます」

　涙声だった。




　背後で、深いため息をつかれる。

　酒の木箱を小脇に抱えた錦にしきが、呆あきれた顔で眺めていた。

「えーっと……今日は引っ越しの手伝いのつもりだったんだが？　もしかして、お邪魔しちまったかな」

「そういうんじゃないよ！」「違いますから！」

　悠ゆう斗ととナスは２人して全力で否定するのだった。




















　夕方──

　学校帰りの乃のノの香かが合流し、ちょっと賑にぎやかになる。

　ナスの新居のリビングだった。

　キッチン込みで15畳もあるという。形は少し変則的で、窓側の壁が斜ななめになっていた。いかにも、デザイナーズマンションという感じだ。

　片隅には、まだダンボール箱が積んである。

　中央に長方形のコタツがある。

　座ざ椅い子すは大小２つあり、あとは薄いクッションを座布団にしていた。

　制服にエプロンを掛けた乃ノ香が、台所から料理を運んでくる。いい香りが部屋中に漂っていた。

「お待たせしましたー」

　白身魚のカルパッチョと、キノコとホウレン草のキッシュと、海え老びとアサリのペスカトーレ。さらに、生ハムのブルスケッタと、トマトとモッツァレッラのカプレーゼ。

「食後に、お祝いのケーキもありますので！」

「すごいなぁ、美お味いしそうだね」

　悠ゆう斗との言葉に、乃ノ香が嬉うれしそうに笑顔をはずませた。

「ありがとうございます！　がんばっちゃいました」

　ナスが目を丸くする。

「……乃ノ香ちゃん、前より料理が上手になってるんじゃない？」

「わぁ、そうだったら嬉しいです」

「確実に上達してると思うわ。私、これだけ作ろうと思ったら、朝から用意しないと無理だもの」

「いろいろ昨日のうちに準備しといて、ユウト先生の家に置いておきましたので」

　悠斗の部屋とナスの新居は、５分ほどしか離れていなかった。乃ノ香は学校帰りに寄って持ってきたわけだ。

「なるほど……だとしても、すごい」

「ここ半年くらい、ずっと作ってますから。そのお陰かもです」

　ならべられた料理の数々を見て、ナスが遠い目をする。

「私も、ずっとやってたら、もっと料理が上う手まくなれてたんでしょうか……」

　まぁまぁまぁ！と錦にしきが日本酒『新あら政まさ』を開け、ダンボール箱から出したコップへと注ついでいく。

「いいじゃないっすか！　誰にだって得手不得手くらいありますって」

「う……料理が苦手というわけではないんですよ……？」

　ふと悠ゆう斗とは思い出す。

「そういや、乃のノの香かちゃんは初めて会ったときから、けっこう料理が得意だったよね。家でも料理をやってるの？」

　最初に作ってくれた朝食は、〝親のお手伝いをしている〟というレベルではなかった。

　家庭のことを聞くのは微妙かと思ったが、乃ノ香はとくに気にした様子もなく。

「両親は共働きで、夕飯のときも家にいないことが多いので。そう珍しくもない話ですけれど」

「なるほどね」

　急な外泊や旅行を許してもらえ、寛容な両親だと思っていたが……信用されていて当然か。中学生なのに、それだけ家事を引き受けているのだから。

　それ以上の詮せん索さくはせず、悠斗は話題を転じる。

「ハラミ、まだ来ないねえ」

　原稿が終わったから、急いで行く──と連絡があった。

　錦がスマホを見る。

「10分くらい前に、池いけ袋ぶくろ駅に着いた、ってＬＩＮＥに書いたきりだな。そろそろじゃね？」

　そんな話をしていたら、ちょうどエントランスのチャイムが鳴った。

　座っている場所が近かったので、錦が出る。

「はいよ」

　モニターに、相変わらず派手な格好をしたハラミが映った。

『こんばんにゃー♪　あたし、あたし！』

「おう、ハラミか。ちょうどいいタイミングだな。今から乾杯するとこだぞ」

『やったね☆』

「ちゃんと声を合わせろよ、ハラミ？　みんな、グラスは持ったな？　じゃあ、ナスさんの新居を祝してぇ──」

『ちょっとちょっと、錦ィ!?　入れてよー!!』

「おいおい、乾杯を止とめるなんて、無ぶ粋すいだぞ？」

『遅れたのはごめんってぇ、入れてー!!　入れて入れて入れてぇー!!』

「……下品なヤツだな、大声で」

　近所迷惑だから、ほどほどにね──と悠斗はエントランスのドアを開けた。

　ナスが玄関に向かう。

「ふふ……乾杯は、もうちょっと待っててくださいね」

「家主に言われちゃ、仕方ないっすね」

　なんだかんだ言いながら、錦にしきがハラミのぶんのコップにも日本酒を注つぐ。

　乃のノの香かだけは未成年なのでジンジャーエールを用意してあった。

　玄関から、２人の声が聞こえてくる。

「ナスさーん、お手伝いできなくて、ごめんねー!!」

「いえいえ、お仕事のほうが大切ですから」

「これ、引っ越し祝い。ピンクポテチ！　美お味いしいよー」

「わぁー、初めて見ました。ありがとうございます」

　悠ゆう斗とは頰ほおを搔かく。

「……」

　そういえば、自分だけが何もお祝いを持ってきていなかった。

　乃ノ香は料理を用意していたし、錦は希少な日本酒を。ポテチは社会人としてはどうなのかと思わなくもないが、こちらも珍しい品物らしい。

　──次に来るとき、何か持ってこよう。

　そう密ひそかに思うのだった。





　　　　　†






「カンパーイ」

　いろいろな形のコップが、いかにもホームパーティーという感じだ。

　リビングの一番奥に悠斗が座り、左から乃ノ香、ナス、ハラミ、錦とコタツを囲んでいる。

　ハラミが箸はしを伸ばした。

「うわー、これ全部、のののちゃんが作ったの!?　すごいね！」

「えへへ……ありがとうございます」

「美味しいー!!」

　錦が苦笑する。

「たしかに、美味しいと思うけど……ハラミ、いつにも増してテンション高たけえな」

「もしかして、寝てないのかい？」

　ふと悠斗が訊たずねると、ハラミが身を乗り出してきた。

「寝てないわよ！　ほら、じっくり見れば、クマをコンシーラーで消してんのが、わかるっしょ？」

　ぐぐっ、と顔を寄せてくる。

　ハラミの目の下が、うっすら暗い。影が落ちているようにも見えるが、クマを下塗りで隠していた。

「あ……うん」

　料理の匂においに混じり、ほのかにコロンが鼻孔をくすぐる。

「苦労してんのよ」

「ずいぶん忙しいみたいだね」

「マジでヤバイ」

「ほどほどのところで断ことわって、ちゃんと調整するようにしないと……」

「無理！」

　ハラミが首を横に振った。

　ナスが心配そうに問う。

「担当編集さん、そんなに厳しい方なんですか？」

「じゃなくってー……アニメ化が決まったら、民がかつてないほど崇あがめてくれるんだもん！　描かないなんて無理よ！　絵をあげるたびに、無数の賞賛が聞こえてくるの！　喝かつ采さいを！　もっと、あたしに喝采を！　ふひぇひぇひぇ！」

　ハラミが変な笑い声をあげた。

　異常なほどキラキラと輝いた瞳ひとみで、箸はしを持ったまま両手を掲げる。

〝神〟を自称する彼女は、読者を〝民〟と呼んでいた。

　ナスが引き気味にうなずく。

「そ、そうですか」

「今も、賞賛の声が聞こえてくるわ！」

「それは幻聴だと思います。大丈夫なんですか、本当に!?」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ！」

　また変な失敗をしないといいが……と不安になる一同だった。

　錦にしきが水も用意する。

「吞のみすぎるなよ？　もう今日は一段落してんだろ？　しっかり食って、ゆっくり寝とけ」

「そうするー。あああ、おいしー」




　30分後──

　ほどほどに食べたところで、おもむろにハラミが立ち上がった。

　トイレかと思ったら、そうではなく。

「探検しよう」

「急に、どうしたんだい？」

　悠ゆう斗とが訊たずねると、ハラミが意外と真面目まじめな顔で言う。

「前から、ちゃんとした人の仕事場って興味があったのよねー」

　なるほど──と錦にしきが酒を吞のみこんでから。

「そういうことなら、俺んとこの仕事場も見てみるか？　会社と同じようにしてあるぞ」

「えー？　ＰＣの周りに、エロフィギュアやオナホが置いてあるのが、参考になるわけないじゃん」

　置いてあるのか。

　笑顔で話を聞いていた乃のノの香かが、うつむいて耳まで赤くした。

　錦が反論する。

「あれらは資料なの！　おまえだって、おっさんのフィギュアを並べてるだろ!?」

「な、なんで知ってんのよ!?　ストーカー!?　覗のぞき!?　あたし狙ねらわれてる!?」

　錦が申し訳なさそうな顔をした。

「……あ、マジで飾ってんのか。すまん、適当に言った」

「サイテー」

　そういえば、ハラミはけっこうな年上趣味だったなぁ──と悠ゆう斗とは思い出した。

　ちょっと気になる。

「僕の仕事場はどう？　変な物は置いてないと思うんだけど……？」

　客観的に評して〝ちゃんとした仕事場〟ではなかろうか。

　ところが、ハラミからジト目を向けられてしまう。

「ハァ？　のののちゃんのおかげでしょ。前は足の踏み場もないような部屋だったくせに、もう忘れたわけ？」

「うっ……」

「ユウトの仕事場は、別の意味で参考になんないわよ」

「悔しいけど、まったく反論できない」

　がくり、と肩を落とした。

　乃ノ香が照れたように髪をいじる。

「そんな……たいしたことは、していませんので」

　ナスが立ち上がり、部屋の奥へ向かった。

「かまいませんよ？　今は神かみ絵えさんのほうが私より仕事をしているようなので、何の参考になるかわかりませんが」

「やったー」

　錦も腰を上げる。

「あ、俺も気になるっす」

　結局、みんなで見学することになった。
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　悠ゆう斗とが本を片付けていた部屋だ。

　６畳の洋間に、扉つきの本棚とＰＣ一式があった。

　白色を基調としており、壁も机も本棚も絨じゆう毯たんさえも白い。大型の液晶タブレットだけが黒々と存在感を放っていた。

　液タブの奥には、液晶ディスプレイが宙に浮いている。太いモニターアームで固定されていた。

　椅い子すは悠斗が使っているのと同じモデルのオフィスチェアか。

　錦にしきが感嘆をこぼす。

「おお……オカムラのスイフトに、新アーロンか」

　ハラミが首をかしげた。

「椅子はユウトのと同じよね？　机も有名なヤツなの？」

「これ、天板の高さが電動で上下するんだ。立って作業できるくらい上がるんだぜ」

「ええー!?　立って作業するの!?」

　いえいえ、とナスが手を左右に振る。

「事務机って男性が基準なので、天板が高いのばかりじゃありませんか。その上に液タブを置くと、もう高すぎてしまって」

「そのぶん椅子を上げたら？」

「神かみ絵えさんは、そうしてるんですか？　踵かかとが浮くと、太ももに脚の重みがかかり、血行が悪くなりませんか？　冷えやむくみの原因になりますよ」

「いやー、あたしは、コタツで描くことが多いから」

「え……？」

　今度は、ナスが首をかしげた。

　ハラミが人差し指を立てる。

「なんかねー。机に置いた大きな液タブに向かうと〝仕事〟って感じがして、しんどい気分になるわけよ。コタツで描いてるときは、楽しいの」

「そ、それだと……私の作業環境は参考にならないと思うのですが……」

「このままじゃマズイなー、とは思っててー」

「今は、どんな机と椅子を？」

「安物のＰＣデスクと、同じメーカーのＯＡチェアなんだけど」

「普通のデスクだと、神絵さんには高すぎるかもしれませんね。よかったら、これを試してみますか？」

「うん！」

　机のスイッチを押すだけで、するすると天板が下がる。高さのセンチ表示が便利そうだった。

　椅い子すと机の高さを合わせると、たしかにハラミの姿勢がよくなって見える。

　彼女は子供みたいに、はしゃいでいた。

「わー、なんか窮きゆう屈くつじゃないね！」

「長時間使うと、より差を感じられると思いますよ。描いてみますか？」

　ナスが横から手を伸ばし、クリスタ（CLIP STUDIO PAINT）を起動した。

　ハラミがペンを取る。

「あ、ナスさんもクリスタなんだね、お仲間だー。ユウトと錦にしきは違うから、敵ー」

「敵……？　えっと……今の会社で採用しているのが、これですから」

「定番だもんね」

　悠ゆう斗とはＳＡＩで、錦はフォトショを中心に使っていた。

　その錦が肩をすくめる。

「俺がＣＧを描きはじめた頃は、ＳＡＩもクリスタもなかったっつの」

「僕もクリスタは触ってるよ」

　ふむふむ、と乃のノの香かが興味深そうな顔で聞いていた。

　外野の声をスルーして、ハラミがキャンバスを新規作成する。

　プリセットからＢ５判カラー（350dpi）を選択すると、210mm×297mmのサイズが用意された。

　これは漫画原稿用紙（同人用Ａ４）と同じものだ。印刷に出るのは、トンボの内側にあるＢ５サイズの領域となる。

　ハラミがブラシを選択して、さらさらと描きはじめた。

　20分くらいで、彼女は『新あら政まさを吞のんでる小隊長』を描きあげた。仕上げは粗いが、彩色までしてある。

「わーい、楽っぽい！　丸ごと持って帰りたーい」

「それは困りますが……ネットから注文できますよ」

「でも、お高いんでしょ？」

「仕様によりますが、デスクが15万くらいで、チェアが20万くらいでしょうか」

「みぎゃあ」

「安くはないですけど、身体からだを壊すよりは……」

「わかるけどー……貯金ないしなー。あ、ナスさん家ちの子になればＯＫ!?」

「どういう理屈ですか」

　ハラミが唐突に「次は、寝室！」と叫んで、隣の部屋へ向かう。ナスと乃ノ香が追いかけた。

　さすがに女性の寝室には入れないと判断したのか、錦にしきは残っている。

　悠ゆう斗とは液タブに表示されたままの落書きを見つめていた。

　ぽつり、とこぼす。

「……速いね」

「ああ、前からハラミは速さがウリだったけど、また速くなったな。こんだけ速いヤツは、ちょっと覚えがないぜ」

「うん……こういうのも、描けたほうがいいのかな？」

「できないよりは、できたほうがいいさ。でも無理に覚えなくてもいいんじゃね？　粗くて速いのと、丁寧なイラストを仕上げるのは別スキルなんだし」

「うーん」

「同業者が自分にできないことやってんの見て、ちょっと焦る気持ちはわかるがな……方向性が違いすぎるから気にすんな」

「……そう、だね」

　隣の部屋から、ハラミの奇声が聞こえてくる。

「ダブルベッド！　エロ～イ！」

「ち、ちがいます！　大きなベッドのほうが疲れが取れるからで……!!」

　かわいいくらい困惑したナスの声も。

　そして、ハラミの雄お叫たけびが──

「ナスっすわぁ～ん!!」

「きゃー!?」

「あわわ……神じん宮ぐう寺じ先生とナス先生が!?」

　乃のノの香かの動揺した声まであがった。

　教育に悪い。

　ナスをベッドに押し倒したハラミを回収しに、寝室へ向かう悠斗たちだった。





　　　　　†






　大騒ぎしたあと、ハラミがリビングで熟睡してしまったので、ナスの厚意に甘えて寝かせたまま解散する。

　引っ越し初日に泊まるなんて、迷惑な話だが……

　乃ノ香と錦は駅へ向かった。

　悠斗は自宅へ。

　といっても、５分くらいなのだが。

　夜道を１人で歩く。

　通りは雑居ビルと民家が並んでいる生活道路で、まだ９時前だが人通りは少なかった。

　冬の夜風が頰ほおに痛い。

　ポケットの中で、スマホが鳴動した。

「ん？」

　受話すると、いつもの声が流れてくる。

『……ユウトくん？』

　消えてしまいそうな、心細そうな、迷子の子供みたいな声だった。クルマが横を通ったら、騒音で搔かき消けされてしまいそうなほどの小ささ。

「うん」

　小お倉ぐらまりぃ──悠ゆう斗とが挿絵を描いている《猫と宝石と銃のソナタ》の作者だ。

　本名はマリィ＝マルセル・コクラらしい。真偽は不明だが。

『今、１人？』

「うん」

　マリィは、乃のノの香かがいる時間帯には電話してこない。２人の仲は良好なはずだけれど、だからこそ気を遣っているのか？

『ユウトくん、聞いて』

「聞いてるよ」

『アルティメット文庫ってとこで、新作を出すのね』

「刊行が決まったのか、おめでとう……と、僕が言っていいのかどうか。《猫ソナ》の原稿、遅らせないでよ？」

　マリィは複数のシリーズを並行して書いているが、気が向かないと何日も手が止とまるせいで、スケジュールが破は綻たんしがちだ。

　そのせいで、悠斗に負担がのしかかったことも、１度や２度ではなかった。

　書いた作品が本になるのは祝福したいが、今よりも彼女が忙しくなるのは微妙であり、素直に喜べない。

『大丈夫よ！　大丈夫よ！』

　会話していると、マリィのテンションはどんどん高くなる。いつものことだった。

『私、もうスケジュールは守ることにしたの！　〆しめ切きり厳守！　安全神話！』

「いいことだ」

『でしょ!?』

「それを聞くのが３度目で、過去２回は見事に裏切られていなければ、もっと良かったんだけど」

『ユウトくん？　過去は過去よ、今が大切でしょ？』

「イイハナシっぽく纏まとめたなぁ」

『そんなことより、新作なんだけど』

「うん？」

『イラストを描いてくれない？』

　しばらく、何を言われたのか、理解するのに時間がかかった。

　また、やっかいなことを言い出したぞ。

「えっと……僕は《猫ソナ》の挿絵を描いてるよね？」

『イエス』

「君の新シリーズは、別レーベルだ」

『ん？』

「常識的に考えて、僕が挿絵をつけるのは無理だよ」

『平気よ。そういうの、やってる子たち、けっこう知ってるもの』

「いやいやいや……不義理はよくない。あるレーベルで組んだ作家とイラストレーターが、余よ所そで仕事をするなんて」

『よくあることだわ、私は気にしない』

「せめて《猫ソナ》をちゃんと完結させてからだよ。そうじゃないと、僕が嫌だ。永なが井いさんに申し訳ない」

　永井というのは、《猫ソナ》の担当編集だ。悠ゆう斗ともマリィもデビューから世話になっている恩人だった。

　むー……と電話の向こうで、マリィが考えこむ。

　非常識で刹せつ那な的てきで無理無む茶ちやを言うけれど、悪い子ではないのだ。

『ナイショで、しよう？』

　──訂正、悪い子かもしれない。

「絶対にバレるんだよなぁ」

『じゃあ、私がＰＮペンネームを変える！　それならノープロブレムね』

「……何があったの？　マリィの本なら、描いてくれるイラストレーターは、多いでしょう？」

　彼女は奇矯な言動からは想像もつかないが、実は業界を代表するような売れっ子作家の１人だ。

　デビュー作である《猫ソナ》はアニメ化。他の３つのシリーズもコミカライズされたり、実写映画の企画が動いたりしている。

　そんなマリィの新作なら、ヒットする可能性は高い。作家のファンが大勢いるし、出版社も宣伝に力を入れてくれる。

　アルティメット文庫は中堅だが、最近はヒットを連発しており、波に乗っているレーベルだった。

　請け負ってくれるイラストレーターは、すぐ見つかりそうなものだが……

　電話越しに、マリィのため息が聞こえた。

『ザツモトがね』

「ああ、雑ぞう本もとさんね」

　マリィが長崎への逃避旅行に出た原因となった編集者だ。ベテランだが、ときどき問題を起こすらしい。

『変なイラストレーターばかり選んで』

「へえ？　例えば？」

『んと……』

　彼女が編集者からのメールを開き、候補を読みあげる。

　悠ゆう斗とは噴ふき出しそうになった。

「ちょっと待った！　その人たちって、僕より実績のあるイラストレーターばっかりじゃないか」

　自分はデビュー３年目にしては売れているほうだ──と悠斗にも自負はある。

　しかし、長くラノベに携わってきた方々には、及ばない。実績というのは、積み重ねなのだ。

『でも！　合わないの！　そうじゃないのよ、そうじゃないのよ』

「絵が合わないって意味？　趣味に合わない？　まぁ、マリィが気に入らなかったなら、仕方ないけど……だから、僕に挿絵を描けって？」

　ちょっと間があってから──

『ザツモトに〝ユウトくんに頼もう〟って言ったら、また別の人を選んできてね？』

「当然だよね」

『そしたら、その人は合ってたの』

「お、おう」

『だから、その人に決めたの』

「決めたんだ!?　さっきの話はなんだったの……!?」

　純情な男心を弄もてあそんだのか!?

　悪女か!?

　マリィが怨えん嗟さのような声をあげる。

『……でも……絵が来たら、ぜんぜんダメだったのよ』

「あらら……そういうことか。キャラデザ？　リテイク何回？」

『５』

　それは厳しい。

　ライトノベルの挿絵では、主人公やヒロインなど主要人物の外見を決定する段階がある。キャラクターデザインだ。

　手順としては、イラストレーターが作品を読み、おおまかな絵を描いて提案する。

　小説家や編集者が気に入れば良し。ダメなら再提出リテイクだった。

　主役なら１回や２回の修正は、よくある。３回は多い。

　５回となると、もう関係者の雰囲気は最悪だろう。シリーズ開始前なら、イラストレーターが降りてもおかしくない。

　むしろ、ベテランなら降りていて当然だった。

「……ひょっとして、新人さん？」

『知らない』

　経歴を確認せず、本当に絵だけで選んだようだ。彼女らしいが……

　悠ゆう斗とは問う。

「そのイラストレーターさんの、名前は？」




『白しろ砂すなちゃん』




















　11月12日。悠ゆう斗とと京きよう橋ばし彩あや華かが帝てい王おう文庫編集部で対たい峙じする２日前のこと──




　青年は名をロブスタという。

　外国人ではなくＰＮペンネームだ。

　22歳になる大学生で、しばらく前からイラストを描いてはTwitterやpixivで公開していた。

　ネオン輝く夜の街。

　駅を出てすぐ目の前に、池いけ袋ぶくろ南口《養よう老ろう乃の瀧たき》があった。

　都内の居酒屋は、隣と肩が触れるような狭い店が多いけれど、ここは広くてゆったりしている。

　30人くらいが集まっており、この一角が貸し切り状態になっていた。

　席に座ると、隣の男性が親しげに話しかけてくる。

「あ、ロブスタさんじゃないですか。先週の水着騎士ちゃん、見ましたよー」

「おお、ありがとうございます」

「ランキング、上がってきたんじゃないですか？」

「いやぁ……ちょっとだけ」

　参加者のほとんどが20代で、男女は半々くらい。

　親しげに会話を交わしているが、実は相手の本名も住所も年齢も電話番号すら知らなかった。

　ネットでイラストを公開するうち、交流するようになった同好の集まり。つまり、絵師クラスタのオフ会だった。

　ロブスタは奥の席に視線を向ける。

「今日は……来ないのかな？」

「白しろ砂すなさんですか？」

「やっぱり、気になりますよね……」

「そりゃ、話題になってますからねえ！」

　昼頃、アルティメット文庫の特設サイトが公開された。

　瞬く間に拡散され、この集まりで知らない者などいないであろう、というほど話題になっている。

　文字だけの地味なサイトだったが、その内容が重要で──





　　　新作《曲を流して、月を消して》




　　　『小お倉ぐらまりぃ』大人気作家！



《桜さくら方ほう程てい式しき》《猫と宝石と銃のソナタ》《明日は空に潜ろう》《ウィッチスクリプト》


　　　　　　　×




　　　『白しろ砂すな』超新星イラストレーター！




　　　　　　pixiv総閲覧数１０００万超！　月間ランキング１位！






　ストーリー、キャラクター、特典情報、書籍情報……すべてが『Coming Soon』だったが、それでも発表してしまうほど、小倉まりぃと白砂の名前だけでインパクトがある。

　白砂は絵師クラスタの中でも、一ひと際きわ目立つ存在だった。

　画力があるのは、もちろんだが……

　ロブスタは店の入口を見る。

　──白砂さん!?

　コートを左手に畳んで持っており、肩の出たオフショルダーのセーターと、短めのスカートという格好だった。艶つややかなふとももが眩まぶしい。

　男なら目が惹ひきつけられて当然だろう。彼女の周囲が輝いて、背景から浮き上がっているような錯覚さえある。

「あ……う……」

　目が合った。

　白砂が口元で片手を立てる。

「みんな、ごっめーん☆　お待たせしちゃった」

「だ、だい……」

　ロブスタが言い終わらないうちに、他の者たちが「大丈夫ですよ！」「お会いできて光栄です！」「お疲れ様です！」と口々に声をかけた。

　隣のテーブルで、ある女性が手を挙あげる。

「あっ、白砂さーん、こっちですー!!」

　黒髪を頭の後ろで結び、ひらひらのワンピースを着ており、厚手のタイツをはいていた。ちょっとお嬢様系のルックスだ。

　ＰＮペンネームルオンノタルという。白砂と同じ短大に通っている同期で、彼女自身もランキング上位常連の画力を誇る絵師だ。

　白砂が空けられていた席に座る。

「さんきゅー、ルオン」

「お疲れ様ですー。お飲み物は、何にしますか？」

　メニューを広げて見せる。

　白しろ砂すなが何か指差した。ロブスタの席からでは、手元まで詳しくは見えない。

　しかし、嬉うれしい偶然でテーブルが近く、会話は聞こえてくる。

　ルオンが店員に、注文を伝えた。

　２人は姉妹のように仲が良い。

「あんねー？　ルオンは同い年なんだから敬語じゃなくってよくない？　って何度も言ってるし」

「とんでもありません！　もう尊敬が止とまりませんからー。どうでした、編集さんから返事ありました？」

「もち。編集って日曜でも会社にいんのねー」

　白砂の向かい側に座っている男が（彼も上位ランカーだ）その話題を待っていたとばかりに割りこむ。

「アルティメット文庫のサイト、見ましたよ、白砂さん！」

「えー、マジで？　恥ずかしぃんだけど。文字ばっかで笑うっしょ」

「そんなことないですよ！　めっちゃ興奮しました！」

「あはは！　なに興奮って？　ウケる」

　楽しそうだ。

　あちらは上位ランカーが集まっているテーブルで、ロブスタはせいぜい中堅くらい。

　同じ集いに参加していても、おいそれと話しかけられない空気の壁があった。

「…………」

　ルオンが店員からグラスを受け取り、白砂の前に置く。

「私も興奮しちゃいます。あの《猫ソナ》の小お倉ぐらまりぃですからねー。その新作のイラストを白砂さんが描くなんて！　ま・さ・に、夢コラボです！」

　ロブスタはラノベに詳しくない。ここの参加者たちも、原作小説まで読んでいる者は希まれだろう。

　しかし、アニメは別格だ。

《猫ソナ》は映像の完成度が高くて、白砂がファンアートを描いてネットで公開し、大勢から好評を博しているほどだった。

　その作者の新作イラストを彼女が描くなんて……ロブスタも楽しみで仕方がなかった。

　白砂がドリンクを一口吞のんで、肩をすくめる。

「テンション上げすぎー。べつに商業が初めてってわけじゃないし？　ふつーでしょ」

　彼女たちランキング上位の絵師には、企業から声がかかることも珍しくない。合同画集や、ソーシャルゲームや、オリジナルのグッズなど……

　まだ学生にもかかわらず、人気絵師はプロのイラストレーターと大差ない扱いをされていた。実力が全すべて。

　口下手なロブスタには居心地のいい世界だ。

　白しろ砂すなたち上位ランカーは、コミュニケーション能力も高そうではあるが……

　ルオンがサラダや焼き鳥を取り分け、それも白砂の前に置いた。

「でもでも！　今までの商業仕事とは違うじゃありませんか？　だって、ラノベってアニメ化することもあるし」

「たまにねー」

「小お倉ぐらまりぃの作品って、どれもアニメやマンガになってるんですよ!?　私、すっごい楽しみです！」

「どうかなぁ？　べつに考えたことないけど」

　幹事が15分遅れで乾杯の音頭を取る。

　ロブスタの意識は隣のテーブルの白砂にばかり向いていたが、なんとか周りの参加者たちとグラスを合わせた。

　乾杯後──白砂の向かい側の男が、改めてグラスを掲げる。

「おめでとうございます、白砂さん！　アニメ決まったも同然な勝ち企画ですね！」












「ありがと。でも、アニメは気が早くない？」

「いや、なりますって！」

「そうですよー、白しろ砂すなさん！　おめでとうございます！」

　ルオンも成功が決まったかのように祝った。

　その隣に座っている女性も、ちょっと小さな声ではあったが、お祝いを口にする。

「……あの……おめでとうございます、白砂先生」

「先生!?　あはは！　やめて恥ずい」

　白砂が身をよじって、笑う。

　ロブスタは思わず立ち上がっていた。

「ッ!!」

　──なに？　おまえ？

　そんな周囲の視線に、ぶわっと冷や汗が噴ふき出す。

　ごくり、と空から唾つばを吞のみこんだ。直前に乾杯でウーロンハイを吞んだばかりなのに、喉のどが干上がっていた。

「……あ……あの……おめでとうございます、白砂せんしぇい!!」

　嚙かんだ。

　死にたい。

　白砂が不思議そうな顔をして、それから──やわらかな笑みを浮かべた。

「ん。あんがと」

　許された！

　それなら、俺も私も──と他のテーブルの参加者たちまでが、わざわざ席を立って祝辞を述べる列を作る。

　飲み会というよりも、お祝いの会という感じに。

　繰り返される賛辞激賞の言葉に、白砂は微笑ほほえみを返すのだった。





　　　　　†






「うーん……ワタシャ、こんなもんだと思うんだけどねえ!?」

「また……ダメですか？」

　白砂は自分でも驚くくらい暗い声を漏もらした。




　オフ会の１週間後──

　場所はアルティメット文庫編集部の打ち合わせスペースだ。

　廊ろう下かに机と椅子が置かれ、肩の高さの衝立パーテイシヨンで区切られていた。よく横を人が通り、ちょっと落ち着かない。

　白しろ砂すなは椅い子すに浅く腰掛けている。

　仕事なので、白色のジャケットと、ピンクのブラウス。下はフィッシュテールスカートだった。

　机の上には《曲を流して、月を消して》のキャラクターデザインを印刷したコピー用紙が並べてある。

　対面しているのは、寝間着みたいなトレーナーを着た女性だ。

　くせっ毛が肩の高さまで──切り揃そろえたというよりも、短かった髪が肩まで伸び、放ほうってある感じだった。

　編集者の雑ぞう本もと逸いつ巳みである。

「悪くはないと思うんだけどねえ!?」

「そう……ですか……」

　リテイク。

　これで、もう５回目だった。

　まだ主人公とヒロインのキャラクターデザインすら固まっていない。

　他の商業仕事では、まったく問題なくＯＫが貰もらえていた。イラストを全否定された経験すら、初めてなのに……５回目のボツ。

「小お倉ぐらがねえー」

　おそらく、出版業界で小倉まりぃを呼び捨てにするのは、この編集者くらいだろう。

　つられないよう、白砂は気をつける。

「……小倉先生は何と？」

「〝つまんない〟って。前と同じだわね」

「同じ……」

「営業からさ、《曲きよく月つき》の特設サイトを作って１週間も経たったのに画像が１枚もないのは困る、って言われてんだよねえ。がんばってよ」

「…………はい」

　白砂は力なく答えた。

　沈黙。

　営業側の事情なんて教えられても、デザインには線１本ぶんも参考にならない。

　何が正解なのか、情報を聞き出そうにも……

　合否を決めているのは小倉まりぃであって、目の前にいる雑本に質問しても、まともな情報が貰えなかった。

　──小倉先生の脳内にあるイメージをノーヒントで当てろって!?　無理でしょ!?　せめて作者に質問させてよ！

　叫びたくなる衝しよう動どうを押さえこむ。

　気まずい沈黙を払うため、雑談を振った。

「そういえば……急いで作りましたよね、特設サイト。あれって、やっぱり名前だけでも話題性が」

「アレねー。すぐに動かないと、小お倉ぐらが逃げるからさ」

「え……？」

　先程の〝がんばってよ〟〝はい〟で打ち合わせは終わったと言わんばかりに、雑ぞう本もとはスマホをいじりながら言う。

「発表しちゃえば、やっぱり出さない──とは言わないタイプだから」

「そ、そうですか」

　白しろ砂すなの知名度は関係なかったのか。

　ぎゅっ、と膝ひざの上で拳こぶしを握にぎる。

「あの！」

「ん？」

「……私のこと、小倉先生が選んでくれたって言ってましたよね？　どのへんが良かったとか聞いていますか!?」

　最初から気になっていたけれど、ずっと訊きいていなかった質問だった。

　祈る。

　１枚でもいい。

　たった１枚だけでいい。

〝この絵が気に入ったから〟そう言って。

　お願い。




「白砂さんが《猫ソナ》の絵を描いてたからじゃない？」




　予想外の返答だった。

　困惑してしまう。

「…………え？　それだけ、ですか？　でも、だって《猫ソナ》の絵なんて、大勢が描いてるじゃないですか」

「小倉、pixivとかTwitterとか見ないからねえ。候補者のなかだと、白砂さんだけだったかも」

「そんなに、ユウト先生の絵が気に入ってるんですか？」

「みたいよ？　この新作も、ユウトさんに描いてほしがってたし」

「は!?」

　最初に〝《猫ソナ》っぽく〟という指定は受けていたが、そういう理由だったのか。

　声が震えてしまう。

「じゃあ……どうして、ユウト先生に頼まなかったんですか？」

「業界的にねえー、まだ《猫ソナ》やってるし。あっちの新作も同じ組み合わせって言ってたから。あ、これナイショね」

「私のほうが……ッ!!」

　ちょうど通りかかった背広姿の男性が、白しろ砂すなの視界の端はしに入った。

　今、自分はオフィスに居るのだ、と思い出す。おかげで、感情的な言葉を吐はいてしまうのを免まぬかれた。

　──落ち着こう。

　ここには仕事で来ているのだから。

　白砂は深呼吸した。

「ふぅ……あの……雑ぞう本もとさんは《桜さくら方ほう程てい式しき》でも小お倉ぐら先生を担当しているんですよね？」

「うん。１巻は別の人だったけど、２巻のときに辞めちゃったから」

「《桜》では、こんなに何度もリテイクしていないんですか？」

「あっちはベテランだからねえ」

「……どうして、そのイラストレーターさんと新作をやらないんでしょうか？　絵のイメージが違うとか？」

　雑本がため息をついた。

「小倉の原稿がさ、いつもいつもいっつも予定どおりに来ないから、レーターさんに断ことわられちゃって」

「そんな理由……」

　ぎりぎり、と雑本がスマホを持つ手に力を込める。

「〆しめ切きりが過ぎてんのに連絡つかないときは！　小倉の首に縄をかけて連れてきて、椅い子すに縛って書かせたいくらいなんだけど！」

「……」

「まぁ、そんなことしちゃダメよね」

「え、ええ」

「首に縄なんてかけたら、天井から吊つるしたくなっちゃうもん！　あははは！」

　雑本の笑いのツボがわからない。

「………………はは」

　一応、合わせてみたが……白砂は笑顔を作れている自信がなかった。

　突然──

　雑本がスマホを放ほうり出し、頭を搔かきむしる。

「あー、やっぱ無理か！」

「なんですか!?」

「《桜さくら方ほう程てい式しき》の最終巻、落ちた！」

「ええっ!?」

　深々とため息をついてから、雑ぞう本もとが説明する。

「もともと12月刊を予定してたわけ。アルティメット文庫は19日だから、12月19日発売ね。んで、原稿は２ヵ月前には必要なの」

「２ヵ月前……」

「でも、小お倉ぐらが出してきたのは、11月13日だったわけ」

　ほぼ予定の１ヵ月後だ。

　──どういうことなの？　１ヵ月もサボってたの？　余分に１ヵ月もかかったの？

「ご病気とか……？」

「ある意味、病気だけど……少なくとも身体からだは元気だったんじゃない？　まぁ、しょうがないわ、書けないときは書けないもんだし」

「はぁ……」

　白しろ砂すなは曖あい昧まいにうなずいた。

　気分が乗らない──という経験はしているが、仕事を１ヵ月も遅らせたことはなかった。

「編集部としては、なるべく早く刊行したかったけど……今、レーターさんから〝12月中なかまでに挿絵を仕上げるのは無理〟って、ギブアップされちゃったわけぇーえっえっえっ」

　びくん、びくん、と雑本が身体を痙けい攣れんさせる。

「１ヵ月あるんですよね？」

　ベテランでも、そんな速さなのか──と白砂は思った。自分なら普通に間に合わせられる。

「はぁ～、11月になっちゃったせいで、余よ所その原稿２つと重なったのが痛かったわ。それがなければ間に合ったと思うんだけど」

　──え？　冗談でしょ？　３冊ぶん!?　きっと言い間違えか、計算違いよね。

「それじゃ、《桜》は１月刊になるんですか？」

　雑本が首を横に振った。

「白砂さんは知らないか……年末年始は連休だから、印刷所が止とまるわけよ」

「実は、連休なのは知っていますが……」

「だから、１月刊の入稿日って、ほとんど12月刊と変わらないのよ」

「あ、なるほど」

　12月刊の入稿が11月19日であり、１月刊は11月末という話だった。

　出版社によって変わるが、アルティメット文庫は、それより遅いと延期になるらしい。

　白しろ砂すなは思案顔で言う。

「……では、もう１月刊に間に合うかどうか、という段階だったんですね」

「うん。13日から、がんばってもらってたんだけど……無理だって」

「メール確認してたんですか」

　私用でスマホを使っていたわけではなかったらしい。

「あはは……ちゃんと仕事してるわよー」

「あ、いえ、そういう意味では……。すみません」

　雑ぞう本もとが卓上カレンダーの２月19日に、ぐりぐりと赤丸を入れた。

「《桜さくら方ほう程てい式しき》最終巻の発売は、ここだね！　編集長が〝新シリーズは最終巻と同時刊行するのである〟とか言ってたから、《曲きよく月つき》も同じかな」

「〆しめ切きりは１月19日……ですか？」

「そうだね！　じっくり、がんばって！」





　　　　　†






　東京ミッドタウン、キャノピー・スクエア入口付近。

　まだ陽ひのあるうちに着いたはずだが、気付けば夜になっていた。

　白砂は岩を切り出したようなベンチに腰掛け、道行く人々を見ている。いや、視界には入っているが、見てはいない。

　意識は心の中を彷徨さまよっていた。

　高層ビルに囲まれたこの空間は、まるで海の底のように感じられる。そんな心境だった。

　沈んでいる。

　ため息をついた。

　思い出す──




「じっくり、がんばって！」




　白砂は空を見上げた。

　赤黒い。

　東京の夜に、星空なんてなかった。

　地上の光が濁った空気を照らし、まだらの赤黒い空だけがビルの合間に見えている。

　──〝じっくり〟ってなんなのよ？　次もボツにされると思ってるわけ？　期待してないってことじゃん！

　胸の奥から何かがこみあげてきて、目元が熱くなる。

　ぐっ、と奥歯を嚙かんで耐えた。

「ふざけ……ッ!!　私を……誰だと思ってんのよ!?」

　トートバッグの中で、スマホが鳴動しはじめた。そういえば、打ち合わせの前にマナーモードにしたままだ。

「……」

　誰かと連絡を取りたい気分ではなかったが、仕事関係かもしれない。

　取り出した。

　革手帳のようなカバーを開く。

　ルオンノタルだった。

　耳に近づけたスマホから、甘えるような声が聞こえてくる。

『お疲れ様です、白しろ砂すなさん！』

　情けない自分なんて……知られたくない。

「はーい☆　おっつかれー。どしたん？」

『タイムラインで話題になってるの、もう見たかなって思いまして！　ＬＩＮＥグループのほうにも白砂さんの反応がなかったものですからー』

　こんなときに、ネタ話!?

　思わずキツイ言葉を吐はきそうになるが……

　──八つ当たりじゃないの。

　おそらく、ルオンは適当な理由を作って、白砂の様子を窺うかがいたかったのだろう。気に掛けてくれているのだった。

　明るく返す。

「なになに？　ちょっと作業に集中してたから、チェックしてなかったかも。ネタ系？」

「あ、今、ＵＲＬをＬＩＮＥしましたッ！」

「おっけー♪」

　ＬＩＮＥを開いてみると、グループ会話には大量の未読メッセージがあり、流し読みだけでも面倒そうだった。それらを無視し、個別にルオンから送られてきたサイトを開く。

　──帝てい王おう文庫の？

　新作の発表と、カバーイラストが公開されていた。




『火ひ屋や大だい字じ』新シリーズ《レイン・レイン・ガールズ》１月10日発売！

　イラスト：ユウト




　表示されたイラストに、白砂は目を見開く。

「……ッ!?」

　愕がく然ぜんとした。

　ハンズフリーにしたスマホから、ルオンの声が流れてくる。

『すごくないですか!?』

「なに……!?　これ《猫ソナ》のユウトよね!?」

『そうなんですよ。白しろ砂すなさんが言ってましたよね──編集から〝《猫ソナ》みたいに〟って言われた、って──だから、興味あるかなって思いまして！』

「あるある！　ってか、ヤバくない!?」

『ヤバいです！　塗りが今風っていうか、京きよう橋ばし彩あや華かっぽくなってますよねー。流は行やってますから』

「あー、わかるー」

　──違う。

　わざわざ言ったりしないが、白砂は思う。

　この新作のイラストがユウトの本来の塗りだ。手慣れているのがわかる。今までは、意図的に別の絵柄にしていた？

「……なんで？　意味わかんない」

『ほえ？』

「あ、いや、意味わかんないくらい、ヤバいよねー」

『ですよねー。そういえば、京橋彩華ってニコ生で〝ユウトが弟で、大好き！〟ってブラコンをカミングアウトしてましたよねー。配信、観みました？』

　話題になったのは知っていたが、観ていなかった。他人のプライベートにはあまり興味がない。

　白砂はスマホに表示したユウトのイラストに目を凝こらす。

「姉弟きようだいか……才能ってやつ？　なんでだろ？　ユウト、今までは上う手まいだけって感じだったけど……これは〝惹ひかれる〟かも」

『キラキラしてますよねー。絵師クラのみんなも〝化けた〟って言ってますし』

「うん、わかる」

　スマホの小さい画面なんかではなく、大きな画面で見たい。

　自分のキャラクターデザインがボツになり続けている理由の手掛かりがあるかも、と思ったが、この《レレガ》は現代モノで、白砂の《曲きよく月つき》は欧おう風ふうファンタジーだ。比べるのは難しかった。

『でもでも！　やっぱり、ユウトよりも白砂さんのほうが上ですよ！』

「えー？　やっぱり？」

　このキャラデザを見せてルオンに感想を貰もらおうか──と一瞬、考えた。きっと褒ほめてくれるだろう。

　しかし、それをしたら、白しろ砂すなが１週間もかけて１キャラのＯＫすら貰もらえていない現状を告白することになる。

　情けない。

『白砂さんのイラスト、すっごい楽しみにしてますから！』

「…………ん。楽しみにしてて」

　通話を終えた。

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎってベンチから立ち上がった。

　次に描いてもボツかもしれない。

　しかし、描かなければ絶対にＯＫが出ることはない。

　ルオンと話して、いつもの調子に戻ってきた気がした。照れくさいから絶対に言わないけれど、心の中で感謝する。

「見てなさいよ！　絶対に小お倉ぐらに認めさせてやるんだから！」




















　11月21日11時45分──

　隅すみ田だはジャージ姿のまま、廊ろう下かで校庭を眺めている。

　実のところ、眺めている振りをして、ある人を待っているだけなのだが……

　今日は火曜で、直前の授業は体育だった。

　２年の１組と２組が合同で、男子は１組で着替え、女子は２組で。

　男子はサッカーだったが、女子の授業はわからなかった。そういうものだ。

　少しだけ男子のほうが早く終わったらしく、他の男子たちはもう１組で着替えをしている。

　隅田しかいない廊下に、ジャージ姿の女子たちが姿を見せた。

　彼を気に留める様子もなく、彼女たちはおしゃべりしながら２組の教室へと向かう。

「えー!?　いいなー!!」

「やっぱ、カレシが高校生だと違うわねー」

「そうだったの!?」

　待っていた相手の声が聞こえ、隅田は振り返った。

　ジャージ姿の乃の木ぎ乃のノの香かが歩いてくる。

　ファスナーをお腹なかの位置まで下げ、汗で濡ぬれた体操服の胸元が見えていた。

　一緒にいるのは、１組２組のレベルが高い女子たち。スクールカーストの最上位グループ。芸能事務所にスカウトされたこともあるような……とにかく、容姿がイケてて人気がある子たちだ。

　隅田は片手を挙あげる。

「よ、よお」

「あ……どうしたの？」

　乃木さんが立ち止どまり、小首をかしげた。

　つられるように、他の子たちも足を緩ゆるめる。

「なに？」

「あ、友達なの。先に行ってて」

「ふーん……？　じゃあ、また後でねー、ののっち」

「うん、またー」

　一応はクラスメイトなのに〝なに？〟は無いだろう。もう11月なのに、もしかして存在すら認識してないのか？

　そう思いつつ、隅すみ田だのほうも彼女たちに、さほど興味はなかった。

　乃の木ぎさんと話せれば、それでいい。

　向き合うと、ちょっと照れくさくて、視線が落ちた。

　──うっ!?

　いつもの制服よりも圧倒的に布が薄く、しかも汗で濡ぬれているせいで、輪郭が……

　彼女がジャージのファスナーを引っ張り上げた。

「どうしたの？」

　話をうながされ、本題を思い出す。

「あ……えっと……乃木さん……先週の木曜なんだけど……どっか行ってた？」

「んん？」

　乃木さんが思案顔をする。

「てか、ニコ生に映ってなかった？」

「はいっ!?」

　大おお袈げ裟さにのけぞった。

　慌てて隅田は両手を左右に振る。

「あ、いや！　人違いならいいんだけど！　作業配信で、チラッとだけ」

「えー？　ニコ生なんて、わたし…………あっ」

　乃木さんが固まった。

　その視線が宙を泳ぐ。あー……と細い声を漏もらした。

　隅田は確信する。

「やっぱり！」

「…………観みてたんだ？」

「リアタイでは観てなかったけど、その動画がラノベ系の掲示板で、ちょっとだけ話題になってて」

　話題になっていた理由は、アニメ化を控えたイラストレーターが初の作業配信で、いきなりアカＢＡＮされたからだが。

「制服、この学校のだったし……その髪型、けっこう珍しいし……」

　中学生とは思えない胸のボリュームも特定根拠の１つだったが、それは口にしないでおいた。

　乃木さんが顔を青ざめさせる。

「ううぅ……でも悪いことをしてるわけじゃ……」

　動画では妹と紹介されていたが、乃木さんに姉はいないはず。

「プロのイラストレーターさんと知り合いだったの？」

「……はい」

　本人なのか違うのか確かめたい──という気持ちだけで訊きいたのだが、予想外に相手が動揺している様子だ。

　隅すみ田だに罪悪感が湧わいてきた。

「あ、あのさ……べつに、他の人に言ったりしねえし」

「え？」

「てか、プロと知り合いだっていいじゃん！」

　相手は神じん宮ぐう寺じ神かみ絵え──女性のイラストレーターだ。仲が良くてもいいと思う。

　どういう縁で知り合ったのか訊きたいが、今は泣きだしそうな乃の木ぎさんの気持ちを落ち着かせるのが最優先。

　もう必死。

「お茶をいれてるとかだろ!?　それくらい悪いことでも何でもないし、いいと思うぜ！」

「……そうかな？」

「むしろ、変なバイトをやってんじゃないか心配だったんだけど……安心したっていうか」

「やってないよー」

　乃木さんが深呼吸した。

　普段どおり……とはいかないが、泣きそうな表情ではなくなる。

「はぁ……気付いたのが、隅田くんでよかったー」

「まぁ、注意しろよな」

「そうだね。変に話が大きくなったら、先生に迷惑かけちゃうかもだし」

「誰にも言わねえよ、俺だってプロに迷惑かけたくねえから」

　ひらひらと横に振った手を、いきなり乃木さんが両手で摑つかんできた。やわらかい。そして、あたたかい。

　小さな手。

「お願いね！」

　隅田はサッカーで全力疾走したときよりも、心拍数が跳ね上がった気がする。頰ほおどころか、首筋まで熱くなった。

「……あ、お、おう……まかせろ」

　着替えを終えた生徒たちが、廊ろう下かに出てくる。

　パッと乃木さんが手を放した。

「早く着替えないと！　じゃあね、約束ね！」

「……おう、信じろ」

　女性イラストレーターなら、心置きなく応援できる。

　隅田は安あん堵どのため息をついた。

　──あ、いや、たとえ男性イラストレーターだとしても、とやかく言うような立場ではないけれども。
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　11月21日11時45分──

　乃のノの香かはクラスメイトのなかでもよく話す仲間たちと、おしゃべりしながら廊ろう下かを歩いている。

　女子は体育館でバスケットボールだった。

「ののっち、クリスマスの予定、決めたー？」

　12月24日か。

　コミケ前最後の週末で、もう冬休みに入っている。

　間違いなく衣装作りに集中しているだろう。

　そのうえ、今年はユウト先生のお世話もある。夏コミのときの惨状を考えると、放ほうってはおけなかった。

「えっと……家族と一緒かな？」

「だよねー。ののっちの家、厳しいもんねー」

「みんなと同じくらいだよー」

　コスプレ趣味の時間を確保するため、両親が外出や門限について厳しい──という設定にしていた。

　実際のところは、両親から何かを禁止されたことはないのだが……

　しかし、本当に厳しい家庭は少なくないので、友人たちから疑われたことはなかった。

　別の子に質問が移る。

「アンタは？」

「ふっふっふっ……カレシとデート♡　ライブのチケ取ってくれたんだぁ」

「えー!?　いいなー!!」

「やっぱ、カレシが高校生だと違うわねー」

　驚く。

　乃ノ香は初耳だった。恋人がいることも、それが年上の高校生であることも。

「そうだったの!?」

　会話が中断され、他の子たちにうながされて、前を見る。

　隅すみ田だくんが片手を挙あげていた。

「よ、よお」

「あ……どうしたの？」

　乃のノの香かは立ち止どまる。

　他の子たちが怪け訝げんそうな顔をした。

「なに？」

「あ、友達なの。先に行ってて」

「ふーん……？　じゃあ、また後でねー、ののっち」

「うん、またー」

　乃ノ香が隅すみ田だくんと話していると、友人たちはあまり良い顔をしない。

　悪い人ではないと思うのだけれど……

　彼が視線を下げる。

　思いっきり胸を見ているのがわかって、ちょっと恥ずかしくなった。

　男の人が思っているより、どこを見ているのかは、わかってしまうものだ。

　乃ノ香はジャージのファスナーを上げた。

「どうしたの？」

「あ……えっと……乃の木ぎさん……先週の木曜なんだけど……どっか行ってた？」

「んん？」

「てか、ニコ生に映ってなかった？」

「はいっ!?」

　大きな声を出してしまった。

　ぶんぶん、と隅田くんが両手を左右に振る。

「あ、いや！　人違いならいいんだけど！　作業配信で、チラッとだけ」

「えー？　ニコ生なんて、わたし…………」

　あっ、と思い出した。

　先週の木曜、神じん宮ぐう寺じ先生が作業配信をしていたとき──

　ライブカメラが転がって、一瞬だけ乃ノ香が映ってしまったことがあった。

　相手が食いつく。

「やっぱり！」

「…………観みてたんだ？」

「リアタイでは観てなかったけど、その動画がラノベ系の掲示板で、ちょっとだけ話題になってて」

　──話題になっていた!?

　いろいろと悪い想像が、乃ノ香の脳裏を駆け巡る。

　バレた!?

　ユウト先生に迷惑を!?

　隅田くんが何か言っているが、それどころではなく頭に入ってこなかった。

　声が震える。

「ううぅ……でも悪いことをしてるわけじゃ……」

「プロのイラストレーターさんと知り合いだったの？」

「……はい」

　彼が小さくため息をついた。

「あ、あのさ……べつに、他の人に言ったりしねえし」

「え？」

「てか、プロと知り合いだっていいじゃん！」

　このときの乃のノの香かは、もうユウト先生のことしか頭になかった。

　いいの？

「お茶をいれてるとかだろ!?　それくらい悪いことでも何でもないし、いいと思うぜ！」

「……そうかな？」

「むしろ、変なバイトをやってんじゃないか心配だったんだけど……安心したっていうか」

「やってないよー」

　乃ノ香は深呼吸する。

　ちょっと落ち着いてきた。

「……気付いたのが、隅すみ田だくんでよかったー」

「まぁ、注意しろよな」

「そうだね。変に話が大きくなったら、先生に迷惑かけちゃうかもだし」

「誰にも言わねえよ、俺だってプロに迷惑かけたくねえから」

　──やっぱり、悪い人じゃない。

　むしろ、良い人だ！

　乃ノ香は隅田くんの手を握にぎりしめた。

「お願いね！」

　彼が耳まで赤くする。

「……あ、お、おう……まかせろ」

　そんな反応をされたせいで、乃ノ香のほうまで恥ずかしくなった。

　よく考えると、学校の廊ろう下かで男子の手を握っているのは、かなり誤解を招きそうな気がする。

　１組の教室から、着替えを終えた男子たちが、廊下に出てきた。

　乃ノ香は手を放す。

「早く着替えないと！　じゃあね、約束ね！」

「…………ろ」

　隅田くんが、ぼそっと何かを言ったけれど、よく聞こえなかった。




















　もう外が薄暗い。

　師走しわすも10日が過ぎた日曜の夕方だった。

　悠ゆう斗とはSkypeで会話しながら作業している。

　キッチンでは乃のノの香かが夕飯を作ってくれていた。カーテンが揺れてバリバリと音があがる。猫のワコムの最近のお気に入りはカーテンでの爪つめ研とぎらしい。日焼けも酷ひどい安物なので好きにさせていた。

　悠斗はCtrl+Sを押して、ファイルを保存する。

　両手を挙あげた。

　ぐぐっ、と背筋を伸ばす。

「ああぁ～……これで……完成……」

　肺の奥から、絞しぼり出すような声だった。

　スピーカーから会話相手である錦にしきの声が流れてくる。

『おう、おつかれ』

「こんな感じになったよ」

　念のためデータのバックアップを取ってから、彼に見えるようにSkypeへ貼はった。

『…………』

　無言。

　いつも、いいんじゃね？　とか、微妙じゃね？　くらいは言うのに。

　キッチンから、乃のノの香かが顔を出した。

「終わったんですか、ユウト先生？」

「表紙はね。こんな感じ」

　完成したばかりの同人誌の表紙絵を、画面いっぱいに表示する。

　乃ノ香が瞳ひとみを見開いた。

「わぁっ、素敵です！　《レレガ》のもよかったですけど、こっちも、すっごく素敵だと思います！」

「そう？　よかった」

　今回の絵は、姉の京きよう橋ばし彩あや華かに喜んでもらえるように、と思って描いている。

　直前に描いた《レイン・レイン・ガールズ》のカバーを乃ノ香に向けて描いたら、姉が恐こわいくらい怒っていたからだ。

　罪滅ぼしではないが、誕生日にイラストを贈ってもらったこともあり、お返しの意味を込めた。

　気に入ってくれるかはわからないが……

　冬コミのあと、久しぶりに実家に帰って、手渡そうと思う。

　ようやく、錦にしきが口を開いた。

『ユウト、冬コミの印刷、いくつの予定だ？』

「え？　いつもと同じだけど？」

『倍は用意したほうがいいぞ』

　悠ゆう斗とは首をかしげる。

「……珍しいね、錦がそんなことを言うなんて」

『ユウトの為ためじゃなくて、読者の為に言ってんの』

「えっと……けっこう良かった？」

　こんなことを訊きくのは自信過か剰じようなようで恥ずかしいのだけれど。

『俺の経験がカビてなけりゃ、世間の評価は数字に出るくらい変わるはずだ。そんくらい良くなった』

「そ、そう……？」

　後ろから、乃ノ香も声をあげる。

「そうですよ！　すっごく良くなってます！」

「うーん……いや、でもなぁ……」

　部数を増やすのか。

　ハラミの部屋に積み上がった在庫の写真を思い出してしまう。

　ぞぞっ、と背筋が震えた。

「……考えておくよ」

　錦にしきは金銭が関かかわることには慎重なので、それ以上に何か言ってくることはなかった。

　乃のノの香かも絵を褒ほめてはくれるが、部数にまで口出ししたりはしない。キッチンへと戻った。

『ユウト、今回もグッズを作らないのか？』

「うん。いつもと同じで、Twitterにあげてた絵をまとめた小冊子おまけかな。最近は忙しくて描けてなかったから、何枚か足さないとダメかも」

『無難なとこだな』

「錦は？」

『今回は、エロカレンダーと抱き枕まくらでも作るかなー』

　すでに数パターンほどラフを作っていたようで、どれが良い感じか相談を受けた。

　そういや──と話題が変わる。

『ちょい前、小お倉ぐらさんが騒いでたよな？　結局、どうなったんだ？』

「ああ、新シリーズのイラストレーターと合わないって話か……刊行が延期になったとかで、ちょっと時間を取って、がんばってもらってるらしいよ」

『小倉さんも、面倒なタイプだからなぁ』

「なんにしても、僕には手出しできないよね。代わりに描くわけにはいかないし」

『まあな。そのイラストレーターと会うこともなさそうだしなー』

「うん」

　同業者はライバルというより、仲間という意識がある。できるなら手助けしたいと思うが、善意の押しつけまでする気はなかった。

　心ゆくまで爪つめ研とぎしたワコムが、ぽんとＰＣデスクの上に乗ってくる。

　最近、窓際のキャットタワーよりも、液晶タブレットの背面のほうが温かいことに気付いたらしく、よく潜りこんで寝ているのだった。
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　12月24日、クリスマス・イブ。

　街は煌きらめくイルミネーションで彩られ、行き交う笑顔の人々で賑にぎわう。

　多くの恋人たちが愛を語らう聖夜だった。

　しかし、同人誌の〆しめ切きりは直近。

　コミケに参加する同人作家の大半にとって、クリスマスは浮かれた１日ではなく、〆切近くの24時間でしかない。

　テーブルで食事する暇いとまさえも惜しかったので、乃のノの香かの作り置きしてくれたチキンサンドを食べつつ、ペンを走らせた。

　世間には寂さみしい聖夜と思われるかもしれないが、コンビニ弁当や栄養ドリンクではなく手作りの食べ物だ。

　悠ゆう斗とはしみじみと味わう。

　──嗚あ呼あ、ひさしぶりに楽しいクリスマスだなぁ。
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　寒い。

　コミケット当日──

　12月31日は、冬の祭典の３日目だ。

　悠斗たちは７時半に、サークル用ゲート前で集合した。

　息が白い。

　新刊と小冊子おまけは印刷所から直接搬入されているので、持ってるのはデイパックくらいだ。コスプレイヤーはキャリーバッグを引いていた。

　赤いコート姿の乃ノ香が、ぺこりと頭を下げる。いつもの髪型ではなくポニーテールなのは、これから変身するからだろう。

「おはようございます、ユウト先生！　本日はよろしくお願いします！」

　彼女の元気のいい挨あい拶さつにつられて、他の売り子たちも挨拶した。

　悠斗は目元をこすって、頭を下げる。

「うん、よろしくお願いします」

「……ユウト先生、もしかして、また寝てないんですか？」

「え？　いや、ちゃんと寝たよ……２時間くらい……」

「それは〝ちゃんと〟ではないです」

「あ、うん……わかってはいるんだけど、イベント前だとテンションが上がっちゃって」

　また遅くまで落書きしていた。

　くすくす、と他の売り子に笑われてしまう。

　片目が隠れるほど前髪を垂たらした年上の女性が、怪あやしげな笑みを浮かべる。

「夫婦みたいだねぇ、先生」

「ええっ!?」

　カァッ、と乃のノの香かが顔を真っ赤にする。

「そ、そういう……わけじゃ……なくてですね……」

「アハハ！　冗談だよ、のののちゃん。先生、そろそろ会場に入ろうか」

　彼女はＣＮコスネームパイソンといって、錦にしきから紹介されたベテランの売り子だった。

　長らく悠ゆう斗とは１人でサークル参加してきたのだが、《猫ソナ》が話題になって行列が増え、人手不足で困っていたところを助けてもらったのだ。

　去年までは、もう１人コスプレイヤーがいたけれど、今年は出産で欠席している。その旦だん那なは、今日も手伝いに来てくれていた。

　悠斗から話しかける。

「ご出産、おめでとうございます」

「ありがとうございます、先生」

「大おお晦日みそかなのに、来ちゃって大丈夫だったんですか？　僕は助かるけど」

「嫁さんに命令されまして……ぼくら、先生のサークルでお手伝いしたのが縁ですし」

「ああ、そういえば」

「本当は２人とも来れればよかったんですけど」

　出産したばかりで、コミケは過か酷こくすぎるだろう。

「大丈夫ですよ。乃ノ香ちゃんを紹介してもらって、とても助かってます」

「それはよかった」

　サークル用のゲートで、スタッフにチケットを手渡し、館内へと進む。

　乃ノ香とパイソンが、さっそく更衣室へ向かう。

「また後でです！」

「うん、また」

　東ホール──

　屋内だと、だいぶ冷気がマシだ。

　長机が整然と並べられたスペースに、各サークルが思い思いの展示を用意していた。

　悠斗たちはスペースへ。今回は、シャッター横と呼ばれる配置だった。コミケの運営から、シャッター前のサークルほどではないが混雑しそう──と予想されているのだろう。

　まず頒布物の検品。

　山積みになっているダンボール箱を１つ２つ開け、印刷に問題がないか、ざっくり数えて予定どおりの搬入数かを確認する。

　旦那さんが笑顔を見せた。

「いいですね、今回の新刊！」

「そう、ですかね？　自分では、よくわからなくて……」

　ぱらぱら、とめくって中の印刷もチェックする。

　同人を始めて数年が経たち、商業の仕事をするようになった今でも、自分が描いた絵が本になるのは、それなりに感動するものだった。

　描きあげるまでの苦労が走そう馬ま灯とうのように脳裏を過よぎる。

　乃のノの香かに料理してもらったり、耳かきしてもらったり、アレやコレや……

　──あれ？　苦労したんだけどな？

　長机に布を広げる。

　ダンボール箱から同人誌を出して机上に積み上げた。ドン！という感じ。

　悠ゆう斗とは表情が引きつる。

「……いつも思うけど……これ、ぜんぜん売れなかったら、どうやって帰ろう？　今回は、少しだけ印刷部数を増やしたから、余計に不安で」

「大丈夫ですって！　先生のサークルは、どっちかっていうと、いつも足りないくらいですし。そんな心配より、最後尾札は作ってきてますか？」

「うん……でも、こんなの用意して、もしも行列ができなかったら……」

「ありえませんって！」

　釣つり銭せんは同人誌の山の後ろに置いておいた。

　お金を入れる箱を作って、足下へ。












　悠ゆう斗とはＢ１のポスターをコンクリートの壁に貼はりつけた。ガムテープだと糊のりが残るので、養よう生じようテープを使う。

　その頃になって、隣のサークルの方たちがやってきた。

「おはようございますー」

「あ、おはようございます」

　とくに知り合いではなかったが、今日１日お隣だし、同じ趣味の仲間なのだから、挨あい拶さつくらいは交わすものだ。

　忘れてはいけないのが、ゴミ袋だった。それを用意していると、旦だん那なさんがサイフ片手に言う。

「飲み物、買ってきます！」

「あ、すみません。あとで払いますんで」

「はい！　メモっときます！」

　けっこう動き回るので、真冬でも水分補給は大切だった。

　準備が形になったあたりで、コミケ運営スタッフが声をかけてくる。

「おはようございます！　見本誌と参加登録カードをお願いします」

「はい、おはようございます」

　新刊と小冊子おまけに、用意しておいた見本誌シールを張り、参加登録カードと一緒に手渡した。

　スタッフが本の内容を確認する。悠斗の場合は問題になるようなものではないが、Ｒ18本だと引っかかることもあるらしい。

「ＯＫです！　本日はよろしくお願いします！」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　こうして設営が終わる頃、コスプレした乃のノの香かたちがスペースに戻ってくる。

「ユウト先生、お待たせしましたー」

　その姿は──
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　蟹かに界かい人じんの猛攻に、とうとうカニバスター赤あか城ぎカニヤ（小学５年生）は倒れ伏す。

　カニバスターのマギアーマーは砕くだけ散り、その肌が露あらわになっていた。

「ううぅ……もう……いいよね……わたし……がんばったよね……」

　敵の野太い声が響き渡る。

「どぅるぅあ！　かにぃ、かにぃ、かにぃぃッ！　人間の環境汚染によりぃ15分に１種の生物が絶滅ゥしている！　貴様らには……滅亡こそが相応ふさわしいぃぃぃかにッ！」

　負けるのか、カニバスター!?

　立ち上がれないのか、カニバスター!?

　人類は浄化されてしまうのか!?

　そのとき、異世界の女神カニグラタンからの声が届く。

「……聞こえますか……カニヤさん……今、貴女あなたの心に直接、語りかけています。もう１度、変身するのです。真のカニバスター……そう、カニオメガバスターに！」

　満まん身しん創そう痍いのカニヤが、目を開いた。

「ぅ……カニ……オメガ……バスター？」

　女児のつぶやきと同時に、卵型変身アイテム《カニエッグ》が七色の光を放つ！




『カニバスター』の続編アニメ『カニバスターΩオメガ』のコスチュームに身を包んだ乃のノの香かが、同人誌を手渡す。

「ありがとうございましたー」

　茹ゆであがった蟹かにのような色のコスチュームで、赤と黄色のグラデーションがかかっている。蟹の鋏はさみをモチーフにしたリボンが、胸を飾っていた。

　露出が過ぎるので、また肌色のタイツをはいている。

　今回の悠ゆう斗との同人誌はカニオメガバスターの二次創作イラスト集で、乃ノ香はそのコスチュームを作ってくれた。

　彼女が振り返って、声をあげる。

「ユウト先生、小冊子の追加！　お願いします！」

「あ、うん！」

　レジ係は机の前から動けない。頒布が滞とどこおると、列に並んでいる大勢の参加者たちに迷惑がかかるからだ。

　彼らは少しでも多くのサークルを回るため、１分１秒を惜しんでいる。

　そのため、ダンボール箱を開けて頒布物を出したり、残数を把は握あくしたり、ドリンクを補充したりするのは、後ろにいる者の役目だった。

　悠斗は小冊子の入ったダンボール箱を床に置き、カッターを使って開ける。

　ふと顔をあげると、カニオメガバスターのお尻が目の前だった。

　スカートがぱっくり開いているデザインは、アニメで観みてもスゴイと思ったが、こうしてリアルで見ると破壊力がオメガだ。

「あぅ……」

　そんな場合ではないのだが、固まってしまう。悠斗はおヘソが好きなのでキャラクターの前側を描くことが多い。しかし、お尻の曲線にも奥深い魅力があった。

　チラッ、と乃ノ香が視線を投げてくる。

「あの、先生？」

「ハッ！　うん、小冊子ね！」

　慌てて束ごと差し出した。

　基本的にはレジ係２人と後ろ１人で、ぎりぎり回るのだが、もう１人がいることで助かる場面が多い。

　潰したダンボールが邪魔になってきた。

　まとめて持ち上げる。

「僕、これ捨ててくるよ」

「わかりました！」

　いつもより箱のなくなるペースが早い気がした。レジの人数は同じだから、複数買っていく人が多いのか？

　11時なのに、もう箱が半数より減っていた。

　シャッター横からだと、館の外にあるゴミ捨て場が近い。５分もかからず戻れる。

　そのはずだった。

　外に出てみると自分のサークルに伸びる行列が、かなりなことになっている。

「え？　これ、ウチの……？」

　前夜に自作した最後尾札が、驚くほど遠くなっていて、もう文字が読めないほどだった。

　今から並んでも、先に品物がなくなるかもしれない。

　売り子と相談したほうがいいか。

　ダンボールを捨て、自分のスペースに戻ろうとしたら……

　出入口の前で、運営スタッフが両手を広げていた。

「ここからは入れません！　迂う回かいしてください！」

「……え？」

　悠ゆう斗とは指示されたほうを振り返る。

　遠い。

　自分のサークルは、この出入口から入ってすぐの場所なのに。

　しかし、殺人的な混雑で、本当に人死にが出ないよう、ボランティアのスタッフたちが全力で仕切ってくれているのだ。文句は言えない。

　悠斗は指示に従った。

　許可された出入口から入ったら、濁だく流りゆうのような密集に吞のまれ、どんどん押し流された。

　──人の体温が!?　暑い！　喉のどが乾かわく！　あと、汗臭い！　死ぬぅ、死ぬぅ！

　結局、広大な東館を半周ほど人混みに圧迫されてから、ようやく自分のスペースへと帰り着いた。

　不ふ穏おんな空気に包まれている。

　売り子たちが頭を下げ、何人かの男たちが険けわしい表情で囲んでいた。もう行列はなくなっている。

　悠ゆう斗とは急いで戻った。

「どうしたの!?」

「あ、先生！　よかった……」

　乃のノの香かにすがるような目で助けを求められ、パイソンが簡潔に説明してくれる。

「完売しちゃったのよ。本来は責められることじゃないけど、さすがに11時半より前は、ちょっと……」

「もう完売したの!?」

　悠斗が15分ほど濁だく流りゆうに揉もまれている間に、すっかり終わってしまっていた。

　苛いら立だった様子の男性が睨にらみつけてくる。

「ユウトさんですか!?」

　恐こわい。

「あ……はい……えっと……」

「始発で来て、並んだんですけど!?」

　この冬の寒空に、６時前から11時半まで待って目当ての物が手に入らなかったら、腹が立つのも当然か。

「そ、そうでしたか……すみません。新刊は書店にも委託しますんで……」

「小冊子は!?」

「あー……」

　今回のイベント限定で、来てくれた方にだけ無料で配布──という予定だったが。

　がばっ、と男性が頭を下げた。

「お願いします！　再販してください！　新刊は書店で買わせてもらいますけど、半分は先生の限定本のために来たんで！」

　声が震えていた。

　今になって、錦にしきの言葉を痛いほど理解する。




『ユウトの為ためじゃなくて、読者の為に言ってんの』




　悠斗も頭を下げた。

「……こちらこそ見込みが甘くて、すみませんでした。今すぐは決められないけど、みなさんに届けられるよう考えます。増刷して、別のイベントに持って行くとか……」

　おおおおおッ！　と囲んでいた人たちから歓声があがる。

　先頭の男性が改めて頭を下げた。

「ありがとうございますッ!!　あと、完売……おめでとうございます！」

「あ……ありがとうございます」

　拍手が起こる。

　サークルのメンバーだけでなく買えなかった人たちまで一緒に完売を祝うというのは、かなり珍しい。少なくとも悠ゆう斗とは初めて見た。

　乃のノの香かが安あん堵どの吐息をこぼす。それから、かわいらしい笑みを向けてくれた。

「ユウト先生、おめでとうございます」
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　昼過ぎに、錦にしきが来た。

　黒の革ジャンに、ビンテージデニムとロングブーツ。このままバイクでツーリングに行けそうな格好をしている。寒さ対策なのだろうけれど……

「よう、ユウト！　やらかしたって？」

「ごめん……せっかく教えてくれてたのに」

　まだイベントの時間は半分も過ぎていないというのに、もう私物しかなくなったスペースを眺め、錦が悠斗の背中を軽く叩たたいてくる。

「わはは！　こんな日もあるって」

「ん……」

　その言葉に、少し救われた気がするのだった。

　乃ノ香たちはコスプレ広場へ行っている。男性の売り子も買い物に出ており、不在だった。

　悠斗は訊たずねる。

「錦のほうは、どう？」

「ぼちぼちってとこ。２時頃には完売できるんじゃね？　最近はアニメもゲームも多すぎて、関心が分散してるのを感じるな」

「たしかにね」

「……おい……なんか、ギャルギャルしいのが来てんぞ？」

「え？」

　錦にうながされて視線を向けると──

　女性が１人、スペースを訪ねてきていた。

　金に近い茶髪に、星型のイヤリング。コミケに似つかわしくない格好をしているから、ちょっと目立っていた。腰丈の純白ファーコートを羽は織おり、ミニスカートから太ももが露あらわになっている。

　そして、ヒールブーツを履はいていた。コミケは登山なみに過か酷こくなイベントなので、コスプレでもないのにハイヒールを履いている人はほぼ見かけない。

　渋しぶ谷やか原はら宿じゆくのほうが似合いそうな格好だった。

　じっ、と睨にらまれる。

　──うっ？　ちょっと苦手なタイプかも。

　物もの怖おじしない錦にしきが声をかける。

「お嬢さん、なんか用かい？」

「あ…………貴方あなたが、ユウト先生ですか!?」

「いや、こっち」

「やっぱり！」

　先程のキツめの表情が噓うそのように、その女性が笑みを浮かべた。

「はじめまして、ユウト先生！　実は、私……ラノベでイラストを描くことになりましてー」

　アニメで知名度が上がり、イベントに出ると挨あい拶さつに来る人が増えている。

　以前、悠ゆう斗とがナスにイラストの感想を伝えに行ったのと同じようなものか。制作者に会ってみたい──という気持ちは理解できる。

「はじめまして、ユウトです」

「これ差し入れです！」

　ねんりん家のバームクーヘンだ。

　その紙袋を持つ彼女の指先に、悠斗は目がいった。長い爪つめに、カラフルなネイルが塗られている。こんな爪でも絵が描けるのか──と変なところで感心してしまった。

「えっと……ありがとうございます」

　悠斗はバームクーヘンを受け取り、頭を下げる。

　お礼を言うくらいしか、返せるものがないのが残念なところだった。

　ふと訊たずねる。

「あの……そういえば、お名前は……？」

「ＰＮペンネームは白しろ砂すなっていいます」

「ん？」

　その名前に、聞き覚えがあった。

　彼女は〝イラストを描くことになりまして〟と言っていたから、知っている作品のイラストレーターではないはず。

　寝不足の頭から、ころんと記憶が落ちてきた。

「あっ！　マリィの新作の!?」

「……あ……ご存ぞん知じだったんですね」

「まぁ、マ……小お倉ぐら先生とは仲良くしてもらってるんで」

「いいなぁ、私、まだ小倉先生と会わせてもらえなくて……。さすがは、先パイです！」

「せ、先パイ？」

　若い同業者でも、そう呼ぶ人はいない。〝先パイ〟という呼び方は、ちょっと新鮮だった。

　白しろ砂すながくすりと微笑ほほえむ。

「先パイだから、先パイです☆　ダメでした？」

「そんなことないよ……たしかに、ラノベのイラストレーターとしては、先達みたいだしね」

「ふふ……よかったー」

「白砂さん、今日はサークル参加を？」

「いえ、私は同人とか詳しくないんで。今日は、ユウト先パイに会えるかなー、と思って来ちゃいました」

「僕に何か用事が？」

「えー、用事っていうかー。気持ちを伝えたくて？　《レレガ》のイラスト、とっても素敵でした！　めっちゃ尊敬です☆」

　いきなり褒ほめられて照れてしまう。お世せ辞じかもしれないが……

「……どうも」

「《猫ソナ》の絵も、独特の味があって……小倉先生が気に入るのも、わかるっていうか」

　そういえば、白砂に何度もリテイクを返している──とマリィが言っていた。ＯＫを出したという話は聞いていない。

　まだ苦戦しているのだろうか？

　感想を言うために来たのではなく、実は相談があるとか？

　気にはなったが……初対面で、いきなり訊きくのも失礼のような気がする。

　錦にしきなら上う手まく訊けそうだが、会話に入ってこなかった。やや離れて会話が終わるのを待っている。

　──僕が気になってるんだから、僕が訊くしかないよな。

「えっと……白砂さんは……」

「はい！」

「マ……小倉さんとは、うまくいってる？」

　彼女の表情が陰ったのは、一瞬だけだった。

「あはっ☆　もちろんです！　ラノベのイラストは初めてなんでー、ちょい苦戦してますけど」

「苦戦って？」

「あ、ぜんぜん、たいしたことないっていうか！　小倉先生と私のイメージが、ちょいズレちゃってるカンジで？」

　悠ゆう斗とは首を捻ひねる。

　マリィの原稿には、いつも『イラストに合わせる』なんて書いてある。キャラクターのデザインは、イラストレーター側に丸投げだった。

「……イメージなんて、あるのかな？」

　白しろ砂すなが目を瞠みはった。

「なに？　それ、どういう……」

　悠斗は慌てて手を振る。

「あ、いや……僕は自分のやり方しか、わかってないから！　白砂さんが良いと思うようにやるのが良いんじゃないかと……」

　クリエイターに価値観を押しつけるのは、トラブルの元となる。衝しよう突とつしたり、悪影響を与えたり。

　彼女が〝小お倉ぐら先生と私のイメージがズレてる〟と言うのなら、そうなのだろう。感覚を尊重しなければ。

「……あー、ですよね！　やっぱ、自分らしく！」

「それが一番大切だと思う」

「はい！　じゃあ、私はこのへんで！　お忙しいところ、ありがとうございました、ユウト先パイ☆」

「…………うん」

　彼女が背を向けて、スペースから離れていく。

　悠斗は胸の奥に、もやもやを抱えていた。

　──これで、よかったのか？

　白砂は何か相談したかったのではなかろうか？　マリィは癖くせの強い作家だ。一緒に仕事をした経験のある自分なら、もう少し有用なことが言えたのでは？

　呼び止とめようか？

　わずかに右手を持ち上げるが、すぐには上う手まい言葉が思いつかない。

　白砂が立ち止まった。

　──え？

　しばらく固まっていた彼女だったが……

　いきなり、彼女は右手を振りあげた。自分自身の右みぎ頰ほおへと振り下ろす。

　パチン！

　騒がしい館内でも、ちょっと目立つくらいの音がした。

　周りの参加者たちと、両隣のサークルから怪け訝げんな視線を向けられる。

　白砂が振り返った。

　頰ほおが赤い。

　瞳ひとみが潤うるんでいた。先程までの、余裕のある笑みではない。

　彼女は悠ゆう斗との前まで戻ってきた。

「すみません！　やっぱり、私……相談したいことがあって！」

「……」

「キャラデザ、１ヵ月半もあったのに……まだ、主人公のもＯＫが貰もらえてなくて……」

「……そうか」

「だから、今日は、ユウト先パイに、助言が貰えれば、って……」

　面識もない同業者に、助けを求めてしまうくらい、追い詰められているのか。

　何とかしたい。

　しかし、若手の指導なんて経験も自信もなかった。

　悠斗は横へ視線を送る。こういうのは、錦にしきのほうが得意だろう。

　彼は肩をすくめた。

「ユウトは、どうしたいんだ？」

「うーん……マリィが迷惑かけてるみたいだから、何とかできれば、と……」

「小お倉ぐらさんの保護者かよって」

「そうじゃないけど、知らない仲でもないし」

「相変わらず、お人ひと好よしだなぁ……なんにしても、コミケで話すような内容じゃなくね？」

「あ……うん」

　錦が白しろ砂すなに提案する。

「せっかく来てくれたんだし、もうちょい落ち着けるとこで話せばいいんじゃね？　急ぐなら、この後でもいいと思うぜ？」

「この後……ですか？」

「コミケが終わったら、いつも打ち上げしてんだ。そんときにでも」

「え……」

　オシャレで若くて女性だ。いきなり誘われても戸惑うだろう。

　悠斗は片手を振る。

「無理しなくていいからね？　何か訊ききたいことがあるならメールや電話でもいいし」

　ぐっ、と白砂が距離を詰めてきた。

「私、平気です！　連れて行ってください！」




















　会場を拍手が埋め尽くす。

　冬コミも無事に終了となった。家に帰るまでがイベント──とは言うが、まずは一段落だ。

　悠ゆう斗とと錦にしきのサークルのメンバーが、一ヵ所に集まった。

　輪の端はしっこで、白しろ砂すながコチコチとスマホを操作している。

　ちらり、と編集の永なが井いが視線を向けるが、白砂については何も言わなかった。

「ユウト先生、売り子さんたちは二に色しき先生と私が打ち上げに連れて行きますので」

「すみません……お願いしちゃって」

　錦が手を振った。

「まぁ、任せとけって」

「……錦は、こっち来るかと思ってたよ」

「ユウトが頼られて、ユウトが何とかしてやりたいんだろ？　俺がしゃしゃり出てもな」

「……そうだけど」

　若手の指導については、彼のほうが上う手まいだろうに。

　永なが井いが会え釈しやくする。

「それでは、ユウト先生……よいお年を！」

「はい。今年もいろいろと、お世話になりました。よいお年を」

　他の売り子たちも口々に挨あい拶さつをした。彼らは打ち上げのため、予約してある店へと向かう。

　悠ゆう斗とは白しろ砂すなを連れて別行動だ。

　浮かない表情をした乃のノの香かの首に、パイソンが腕を絡からめる。

「のののちゃん！」

「ひゃっ!?」

「ふっふっふっ……お姉さんたちの、お酒の肴さかなになりなさい」

「お、お魚ですか!?」

「ユウト先生のとこで、お手伝いさんしてるって？　詳しく聞かせてもらうわよー。うふふふ」

「それは……!!」

　戸惑った様子の乃ノ香が、悠斗に視線を送ってきた。

　苦笑いを返す。

「まぁ、人に言えないようなことはしてない……気がする、はず……だから……大丈夫だよ」

「んぅ……そうですね。ご一緒できないのは残念ですが……」

「ごめん。ちょっと込み入った話があるみたいだから」

「大丈夫です」

　そう言いつつ、乃ノ香は初めて見る相手を気にしている様子だった。

　白砂がスマホから顔をあげる。

「あ、えっと……もしかして、私、邪魔してる系？」

「いえいえ」

　乃ノ香が首を横に振った。

　改めて、悠斗のほうから売り子たちに挨拶をする。

「今日はありがとうございました。よいお年を」

　それで解散となった。

　乃ノ香がパイソンに引っ張られていく。

　少し不安だが、趣味の友達と仲良くするのは良いことだろう。

　売り子たちは錦にしきと永井に任せ、悠斗は白砂を連れて店を探すことにした。
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　白しろ砂すなはＬＩＮＥでメッセージを送る。

　実は、今日の夕方には、絵師クラスタの忘年会へ参加する約束をしていた。

　ドタキャンになってしまったので、幹事に連絡をしておく。

　欠席理由は体調不良としたのだが……それが早々に伝わったらしい。心配した何人かがメッセージを送ってきた。

　一番早かったのは、ルオンノタルだ。こちらが幹事の次に連絡しようと思っていたら、それより早かった。

　白砂としても、久々に会いたい仲間たちだったから、本当に残念に思う。

　それでも、今はユウトと話をしたかった。

　コミケ会場を出る。

「先パイ、どちらへ？」

「んー……どうしようかな？　夏はともかく、冬はやってる店が少ないんだよね」

　大おお晦日みそかで16時だ。全国的に大半の店が休業中だった。

　ユウトに連れられて大きな建物に入っていく。オフィスビルのようだが、飲食店があるのか？

　ちらり、と看板が見えた。

　──え？　なんか、ホテルって書いてあったような？

　ユウトの横顔を見る。こんな人じん畜ちく無む害がいそうな顔してるのに、まさかね？

　でも、さっき売り子の未成年っぽい女の子と、妙に仲が良かったような……？

　ちょっと、そわそわしてしまう。

　エレベーターで上った先に、高級感のある店の入口があった。

《ＭＡＤＡＭマダム ＸＥＮＬＯＮシエンロン》

　どうやら、中華料理店らしい。

「ああ、入れそうだね。中華は大丈夫？」

「もちろん！」

「よかった。同人誌でカニバスターを描いてたから、打ち上げでは蟹かにを食べたいって、ずっと思ってたんだよね」

「かにばすた？　ああ、あの子供向けアニメ……。好きなんですか？　ああいうの」

「はは……描いてて楽しければ、なんでも」

「そうなんですね……ユウト先パイが好きなら、観みてみようかなー」

　店に入ると、窓からは周辺が一望できた。話題の豊とよ洲す市場なども。さすが20階。

　内装も、なかなかに雰囲気がある。都内のホテルのレストランなのだから、当然か。

　ちょっと怯ひるんだ。

「私、お茶だけにしとこかな……」

「どうかした？」

「あはは……けっこーお高めなカンジかなーって」

「そう高い店じゃないけど……白しろ砂すなさん、学生だっけ？」

「短大１年でーす」

「じゃあ、今日は僕が出すよ」

「え？　でも、私がお願いしたんだし……」

「気にしないでいいよ。理由はどうあれ、ここへ誘ったのは、僕だからね」

　白砂は髪をかきあげる。

「んー、ユウト先パイがいいなら。じゃあ、ごちそーさまです☆」

　食事には中途半端な時間のせいか、あまり客は多くなかった。

　席について、メニューを開く。

「白砂さん、コースでいい？」

「あ、お任せで」

「じゃあ、このコースを２人ぶん、お願いします」

　畏かしこまりました──と男性の店員がお辞じ儀ぎした。

　ちら、と彼が言ったメニューのページを見てみる。

　──高ッ!?

「もしかして、ユウト先パイって……お金持ちだったりー？」

「えっ!?　いやいや……食べる以外に使うことないから。しかも、家から出れない日が多いから、こういうときに贅ぜい沢たくしとかないとね」

「なるほどー」

　季節の前菜からはじまって、さっそくカニ入りのフカヒレスープが登場。ニラエビ餃子ギヨーザはジューシーで、牛肉のオイスターソース炒いため、八はつ宝ぽう菜さいとエビのチリソース……

　どれも一口食べただけで、いつも白砂が食べている中華とは別モノだとわかる。

「お、美お味いしい……!?」

「うん、美味しいね。来てよかった」

「打ち上げって、いつも、こういうの食べてるんですか？」

「んー……がんばった自分に、ご褒ほう美びをあげないと、次にがんばれない……ような気がするからね」

「わかるー」

　食後のデザートも素晴らしく、すっかり満たされてしまった。

　──幸せ。

　白しろ砂すなは吐息をついた。

　ユウトが思い出したように言う。

「そうそう、会場で話してたことだけど……」

「は、はい！」

　慌てて白砂は身を乗り出した。

「先に言っておくけど……僕は僕のやり方しか教えられない。マリィとは上う手まくいってるつもりだけど、白砂さんが同じようにできるかは、わからない」

「それでも、聞きたいんで」

　──ユウト先パイって、小お倉ぐら先生のこと〝マリィ〟って呼ぶんだ。

　気に入られている、とは聞いていたが……

　もしかして、イラストレーターと作家という以上の関係だったりするのだろうか？

　余計なことを考えてしまったが、白砂は意識の外へと追い出した。

　今は、それどころではない。

「……キャラデザがリテイクになってる、って話だよね？」

「はい」

「持ってきてる？」

「スマホなら」

　バッグからスマホを取り出し、自分のデザインを表示した。

　テーブルの中央に置くと、ユウトが頭を出してくる。前髪と前髪が触れた。

　ちょっと恥ずかしい。

　ふと彼の表情を見ると、ぞくっとするほど別人だった。食事していたときの、頼りなくて優しい感じとは全く違う。

　真剣だった。

「キャラクターは高校生の男子と女子か……この２人が主役級だね？」

「はい。これが、テイク１」

「ふむ……山手線で見かけそうな普通の子たちだね」

「小倉先生から〝つまんない〟って感想がきたんで──テイク２では、バンドやってそうな派手な格好にしてみて」

「なるほど」

「また〝つまんない〟って言われたから、小倉先生の趣味じゃなかったかなー、と思って……次は文学青年とヤンキー女みたいな？」

「うん」

　次々と見せていった。

　ユウトがうなずく。

「10パターンほどか……共通しているのは、少年のほうが理知的で大人しく、少女のほうが快かい活かつという点かな？」

「はい。それは指定にもあったんで」

「そのモチーフは、マリィの作品によく見られる特徴で《猫ソナ》も同じだね。主人公とヒロインというより、２人が主軸の物語であることが多い」

「はい」

　彼がスマホを操作して、もう一度キャラデザを眺めた。

「上う手まいと思う。白しろ砂すなさんが真面目まじめで、がんばってるのも、わかるし」

「ホント……ですか？」

「僕、絵については、お世せ辞じとか言わないよ。これは良いい絵だ」

「……ッ」

　一瞬にして、ここしばらくの努力や悔しい記憶が噴ふき出してくる。暗くら闇やみのなかで独りでもがき苦しんできた心に、彼の言葉が刺さった。

　自分でも驚くくらい感情的になってしまう。目頭が熱くなり、慌てて目元をぬぐった。

　ユウトが焦る。

「し、白砂さん!?　どうしたの!?」

「や……ごめ……ちが……」

　泣くつもりなんか、本当になかったのに、感情が溢あふれてしまった。

「……小お倉ぐら先生も……編集さんも……良い、って……言ってくれなかったから」

「良い絵だよ」

「こまる……メイク、崩れるし」

「う、うん……僕も周りの目が痛いかな」

　若くて顔のいい男が、ちょっと遊んでる感じの子をホテルのレストランで泣かせていたら、さぞ好奇心を誘うことだろう。

　それくらいは察せられるので、白砂はバッグからポーチを取り出し、席を立った。

　化粧室の鏡の前──

　気持ちを落ち着け、目元のメイクを直す。

　鏡に写った自分を見つめた。

「ばかじゃん、私？　まだ何も解決してないっつーの！　あんなんで泣いてたら、チョロいとか思われるし……あ、でも、ソレはソレでアリかも？　ユウト先パイ、意外と頼りになるっぽいし？」

　期待感があるほうが、男性は親切にしてくれるものだ。

　白砂はいつもの笑顔を練習してから、席に戻った。
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　戻るなり、ユウトは話を再開する。

「キャラデザだけど、デッサンは正確だし、配色も的確だと思う。白しろ砂すなさんの画力は充分に高いよ」

「あ、ホントですか？　嬉うれしー」

　もちろん絵についての話は、白砂とて望むところなのだが……違和感はあった。

　普通の人だと、女性が泣きそうになって席を立ったら、戻ってきたときには、心配して声を掛けるものではなかろうか？

　──私に個人的な興味はないってことかな。それにしてもクール過ぎー、ってカンジだけど。

「この枚数のキャラデザをリテイクのたびに描き直してるね。微妙にポーズや角度が変わってる」

「そりゃ、リテイクされたわけだし」

「普通は必要なとこだけ修正するものだからね。白砂さんは真面目まじめで努力家だと思う」

「あはは……」

　なんとなくボツにされた絵は残したくなくて描き直しただけなので、そう評されると、むず痒がゆかった。

「絵の出来については、問題ないと思う」

「じゃあ、どうしてＯＫが貰もらえないんですか？　いつも〝つまらない〟しか返ってこなくて……小お倉ぐら先生のイメージをノーヒントで当てろって、そんなの無理だし」

「僕はマリィじゃないから、絶対とは言えないけど……」

「あっ、そういえば、会場で言ってましたよね!?　どういう意味なんですか!?」

〝イメージなんて、あるのかな？〟

　ユウトが額に手を置いた。

「うーん……先に確認しておこう。《猫ソナ》と、新作の《曲を流して、月を消して》が同じとはかぎらない。キャラの描写って多かった？」

「私、他のラノベ読んでないんで」

「え？　それは……」

　何か言いたそうだったが、どうやら話が脱線すると思ったようだ。別の質問をしてくる。

「……キャラの外見描写はイラストに合わせる、みたいなこと書いてなかった？」

「ありました。そういうのアリなんだー、って」

「ふむふむ……じゃあ、《猫ソナ》と同じみたいだから、同じことが《曲きよく月つき》でも求められてる、と思っていいかな」

「ッ！」

　小お倉ぐらまりぃが何を求めているのか!?

　ぐっ、と白しろ砂すなは身を乗り出した。

　ユウトが断言する。

「マリィには外見のイメージなんてないんだよ。小説に書いてないことは考えてない、というか……そもそも、考えて書いてない。そういうタイプなんだ」

　白砂は首をかしげた。

「なん？　考えてなかったら、小説なんて書けなくないです？」

「イラストレーターだって、何も考えずにペンを動かすこと、あるでしょ」

「落書きなら」

「マリィはその感覚で書いてるから」

「は!?　でも仕事だし……あんな売れてるし……」

「関係ないんだよ」

　もちろん、取材と考察を重ねて丁寧に作って、高く評価される者もいるが、むしろ思いつきや悪ふざけで書いた作品が売れてしまうこともあるのが、この業界だった。

　残念ながら、真面目まじめに真剣に熟考しても、評価が上がるとは限らない。

　白砂は両手を握にぎりしめる。

「ちょっと待って……なんにも考えてないなら……なんで私のキャラデザ、ボツにされてんの!?」

「それは……」

　また感情的になってしまう。声が震えた。

「正解がないのに、なんでダメ出しされてんの!?」

「えっと……マリィが欲しいのは、正解とかじゃなくて、面白いデザインなんじゃないか、と」

「またそれ!?　面白いってなんなの!?　私の絵のどこが〝つまんない〟の!?」

　彼が腕組みしてうなる。

「ん……僕は感覚的にやってる部分だからな……」

「才能って意味……ですか？」

「そんな、どうでもいいものの話はしてない」

　顔に似合わぬ迫力のある声色に、白砂はたじろいだ。

　目の前にいる彼が、真剣に話してくれていることだけは、よくわかる。

　そっと深呼吸して頭を冷やした。

「すみません」

「ん？　いや……白しろ砂すなさんは何も悪くない。僕の説明が下手なんだ。こういうのは、錦にしきのほうが……あ、さっき一緒にいた革ジャンを着てた人のが得意なんだけど……」

「…………」

　たしかに、ユウトは説明が不得手らしい。

　しかし、初対面の白砂に、一生懸命にわからせようとしてくれている。

　黙って待った。

　ややあって、彼が深くうなずく。




「うん……マリィが欲しいのは、提案なんだよ」




　すぐには理解できなかった。

「提案？　言葉の意味はわかるんですけど…………」

「えっと……模も倣ほうでも創作でもないものが提案で……あ、白砂さん、オリジナルのキャラを描いたことは？」

「もちろん、オリジナルも描いてるし、二次創作も描いてるし」

「キャラデザって、そのどっちでもないんだ」

「え？　二次創作じゃないんだから、オリジナルですよね？」

「以前、編集さんから聞いたんだけど──ラノベのイラストは権利上は二次創作として扱われる」

　レーベルによって解釈に差はあるらしいけど、と彼は付け足した。

　白砂は目を丸くする。

「この仕事、二次創作なんですか!?」

「イラストはね。だけど、デザインは一次創作として扱われる」

「え？　え？」

「つまり、キャラデザで求められているのは、小説のキャラクターに、イラストレーターのオリジナルを加えること。それが提案なんだ」

　零ゼロから作る一次創作とも、元を模倣する二次創作とも違う。

「提案……」

　白砂は考えこむ。

「……わかるけど……私、けっこうオリジナリティのある特徴を入れてると思う。趣味が合わなかったってこと？」

「いや……白砂さんのキャラデザ、とても良かったけど、足りないものがある──って僕は感じた」

　思わずスマホを摑つかみ、キャラデザを睨にらみつける。

「足りないもの……って？」

「作品への理解だよ」

「でもでも！　私、何度も原稿を読んだし！　設定だって全すべて覚えて！」

　ユウトが小さく首を横に振った。

「違うよ。そういうんじゃなく……」

　白しろ砂すなは思わず腰を浮かせる。彼はまっすぐに見み据すえて続けた。




「愛が足りない」




「は!?」

「作品への愛情だよ。登場人物や世界観への愛着……さっき見せてもらったキャラデザだと、白砂さんがキャラのどのへんを好きなのか、伝わってこないんだ」

「す、好きって……」

　うんうん、とユウトは自分の言ったことを吟味して、また質問してくる。

「オリジナリティのある特徴を入れたって話だけど……キャラのどんなとこが好きで、それをどうアピールするためのデザインなんだろう？」

「…………」

「まぁ、こんなこと言ってる僕も、けっこう説明できないデザインをしてるんだけど……少なくとも、これだけは言えるよ──僕は《猫ソナ》が好きだ」

　白砂は身体からだが重くなったように感じた。

　口の中に苦いものが広がる。

「私……ラノベ……そんな好きじゃなくて」

「読まないって言ってたからね」

「……イラストレーターって、みんなラノベが好きなんですか？」

「どうかな？　読まない人もいると思う。アニメやマンガに比べると時間がかかるしね。ただ、好きでもないのに提案はできないんじゃない？」

　心が苦しい。

　でも、それは理解できた。

　白砂は独白するように、自分の考えをこぼす。

「ん……例えばさ……クレープ好きの子たちと、どんなオーダーしたらサイコーかって話をしてるときに、クレープを好きでもないヤツが口出ししてきたら、ぶっちゃけ微妙！」

「まぁ、そんなような……？」

　白砂の中で、思考がぐるぐると回った。

　自分はアニメもマンガも、そう知らない。同世代の一般の子たちと同程度だ。ＳＮＳで話題になった動画や画像を見てきた。物語に触れていない。

　登場人物の好きなところなんて、誰かと語り合ったことがなかった。

　アニメやゲームの二次創作イラストを描いていても、作品の愛好家とは限らない。

　情けない。

　悔しい。

　白しろ砂すなはため息と共に、言う。

「……キャラデザをするんなら、まずはそのキャラを好きにならなきゃ、ダメだったんじゃんね」

「ひとつの、やり方だよ」

　ユウトが最初に断ことわっていたことを繰り返した。

「私、小お倉ぐら先生に謝んないと」

「え？」

「だって、さっきの例え話で言えば、クレープが好きでもないのに、これは？　あれは？　ってゴチャゴチャ言ってたカンジじゃん!?　チョーウザくない!?」

「そういう考え方もあるか」

　白砂は椅い子すから立ち上がった。

「私、もう一度《曲きよく月つき》を読んでみます。今度は、キャラの好きなとこを探しながら」

「うん……きっと見つかるよ」

「小倉先生の小説、面白いって評判ですもんね」

「……それもあるけど……白砂さんは、楽しめるんじゃないかな」

「ふぅん？　どーして、そう思うんです？」

　ユウトは頭を搔かく。

「勘だけど」

　ぷっ、と白砂は笑ってしまった。

「ふふ……先パイ、優しいー」

「いやいや……本当に」

「ありがとうございます、ユウト先パイ！　あたし、がんばるね！」













　大おお晦日みそかの夕方──

　ロブスタは絵師クラスタの忘年会に参加していた。

　おそらく、このままカウントダウンして、新年会に突入するパターンだろう。去年もそうだった。

　隣の知り合いとの雑談が途切れたとき、周りを見渡してみる。

　──今日も、来てない。

　白しろ砂すなの姿はなかった。

　11月の集まり以降、ネットのほうでも見かけることが減っている。Twitterのフォロワーがぜんぜん増えていないのだが、気にしていないのだろうか？

　幹事グループの席から、誰か女性の声があがる。

「来ない!?」

　ルオンノタルだった。

　そう大きな声ではなかったが、いつもと雰囲気が違うので、妙に気になった。

　彼女が不機嫌そうにスマホを睨にらんでいる。

　しばらくして、白砂さんがドタキャンという話がロブスタのところにも回ってきた。

　正直、がっかり。

　今はラノベの仕事が楽しいのだろうか。

　周りでは、会えないことを残念がる人たちが、愚痴っぽい言葉をこぼした。

　誰も来ない空席の隣で、ルオンノタルが唇を嚙かんでいる。

　ロブスタも気落ちしているが、喜ばしくもあった。

　あの白砂がそれほど熱中しているのなら、きっと素晴らしいイラストを描くことだろう。発売が楽しみだった。













　立たち川かわ駅から、バスで20分ほど揺られる。

　悠ゆう斗とは実家へ到着した。

　バス停から離れた一軒家で、間違いなく東京都なのだが、隣の敷地には畑が広がっている。

　鉄の門を開くと広めの庭があり、無数の植木鉢が並んでいた。今は冬なので、ほとんど土ばかりだが。

　わん！わん！とコーギー犬が吠ほえる。

　名前はクレヨンという。

　また忘れられている──と思ったら、ハッ！と思い出したように、ばたばたと尻尾しつぽを振りだした。

「おっ、思い出したのかな？」

「悠ゆうちゃあああん！」

「うわっ!?」

　いきなり現れた相手に、襲われ──いや、抱きしめられた。

　やわらかな感触が押しつけられる。

「悠ちゃん！　悠ちゃん！　悠ちゃん！　本物の悠ちゃん！」

「ね、姉さん……!?」

「……約束」

「ああ……お、お姉ちゃん」

　先日の一件により、悠斗は姉の京きよう橋ばし彩あや華かを〝お姉ちゃん〟と呼ぶことになっていた。

　いい歳としをして恥ずかしいのだが。

　さらに抱きしめる力が強くなった。

「なあに！　悠ちゃん！」

「えっと……いいかげん、放してくれない？」

「だめ！　今日は、ずっと一緒だから！　ずっと、このままでいよ!?」

「いやいやいや……これじゃ、何もできないでしょ」

「大丈夫よー。私がゴハンを食べさせて、トイレさせて、おフロ入れて、一緒に寝てあげるからね!?　昔みたいに」

「それ、幼児の頃の話だよね」

　わちゃわちゃとやっていたら、庭に面した大きな窓が開かれた。

　不機嫌そうな顔をした年配の女性──母親が睨にらみつける。

「彩あや華か！　またアンタはバカなこと、バカみたいな大声で！　ご近所から笑われるわ、この弟バカ娘！」

「だってぇ……」

「バカやってると、アンタの部屋の写真、処分するよ!?」

「それは絶対にダメ！」

　──なんの写真なんだ？

　悠ゆう斗とは実家を出て独り暮らしをしてから３年間、姉の部屋に入ったことがない。その写真がとても気になったが……

　ホラーとかは苦手なので、できるだけ考えないようにした。

　渋々、彩華が抱きしめていた手を緩ゆるめる。

　悠斗はため息をつきながら、母親に会え釈しやくした。

「ただいま」

「んとに……姉はバカだわ、弟は帰ってこないわ、親不孝者たちだわ」

「はは……仕事が忙しくて」

「元気でやってんの？　外食やコンビニ弁当ばっかりじゃないでしょうね？」












「うん、そのへんは、乃のノの…………」

「なに？」

「あ、いや、なんとかしてるよ」

　ぼそり、と姉が言う。

「まだ、あの中学生、出入りしてるの？　私の悠ゆうちゃんの部屋に……いやらしい」

「ちょっ……!?　乃のノの香かちゃんは、そういうんじゃないよ!?」

　思わず言ってしまってから、母親のほうを見る。

　険けわしい顔で中を指差した。

「座んな、悠ゆう斗と。お茶くらい出してやる。お節せちが食べられるかは、話を聞いてからだわ」

「……はい」

　急に重くなった足で、庭を進む。

　鞄かばんを持っていないほうの腕を彩あや華かが抱きしめてきた。

「悠ちゃんが犯罪者になっても、お姉ちゃんだけは味方だからね？」

　宣言した彩華に、容赦なく母親が罵ば声せいを浴びせる。

「バカ言ってんじゃないよ、バカ！」

　業界ではトップクラスのイラストレーターとして、下にも置かない丁重な待遇を受ける京きよう橋ばし彩華だが、実家では雑な扱いだった。

　──まぁ、家にいる姉さんは、絶対にスゴイ人には見えないもんなぁ。

　大勢のファンがいて、イラストを依頼したい作家も多くて、出版社のパーティーでは、わざわざ社長や重役が挨あい拶さつにくるほどの人物なのだが。

　母親や近所の人たちにしてみれば、言動が残念な娘さんでしかなかった。

　ぐいぐい、と彩華に腕を引っ張られる。

「お姉ちゃんね、お節を作るの手伝ったの。悠ちゃんに食べて欲しくってー」

「へえ……何を作ったの？」

「伊だ達て巻まきと、栗くりきんとん。悠ちゃんの好物でしょ？」

「う、うん」

　隠してはいないが、そう言ったわけでもないのに把は握あくされていることに、やや引くものがあった。

　庭を半周して、玄関へ。

　やや軋きしむ重い扉を開けると、懐かしい匂においがした。

　両親や姉の靴が並んでいる横に、置いていった悠斗のスニーカーが取ってある。父親が買ってきたものの写生スケツチにしか使わなかったサッカーボールと、壁に残ったクレヨンの落書き。

　玄関からあがり、リビングに向かった。

　ぴったりと姉がくっついて離れない。珍しく鼻歌なんて歌っている。

「ん～ふんふふ～♪」

「あのさ……歩きにくいんだけど？」

　ハフハフと荒い息をつきながら、ちょっと太めのコーギー犬クレヨンが、悠ゆう斗とたちを追いかけてリビングに入ってくるのだった。
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「う……ううぅ……」

　朝もやのなかで、《猫ソナ》の担当編集──永なが井い敬けい吾ごは目を覚ました。

　俺は死んだのか？と思うくらい身体からだが冷え切って、手足の感覚が乏しい。

　多くはないが、人が歩いている。

　屋根はあるけれど、壁のない場所だった。

　──うわっ、外で寝ちゃったのか!?

　真冬だ。

　死ななくてよかった。

　意識が定まってくると、昨夜のことが思い出される。

　コミケの打ち上げで二に色しき先生と盛り上がり……２次会、３次会と進み、結局は朝まで。

　どちらも独り身で、珍しく２人とも翌日の予定がなかったので、すっかり歯は止どめが利かなかった。

　朝５時に４軒目の居酒屋を出たところまでは覚えているのだが……

　見上げてみれば、『渋しぶ谷や駅』の看板があった。

　駅だったのか。

「ん？」

　そういえば、やわらかいものに座っている。視線を下げると、見知った顔があった。

「二色先生!?」

「ううぅ……？」

「よかった、生きてる！　に……」

　おっと、あまり名前を出さないほうがいいか。

　すでに周りは明るくなっており、元がん旦たんといえど渋谷駅には人出があった。とくに女性の視線が厳しい。

　二色が目を開いた。

「う……も、もう、塗り終わりますんで……」

「いやいやいや！　起きてください！　塗らなくていいんで、帰りましょう！」

「お、う？」

　彼の顔色は青ざめて、唇は紫色になっていた。

　まるで雪山で遭難した人みたい。

「大丈夫ですか!?　ここ、駅ですよ!?」

「あー……寝ちまったのか……」

「かなり吞のみましたからねぇ」

「んだな」

　よろよろ、と彼が身体からだを起こす。

　永なが井いは二度見した。

　上は黒の革ジャンを羽は織おっているが……

「下ァ!?」

「んんんー!?」

　二に色しきは、はいていなかった。ズボンを。

　周りを見回しても、ない。

「やばいですよ！」

「靴もねえ！　あのブーツ高かったのに!?」

　永井は自分の様子も確認する。どうにか、人間として真っ当な服装は保っていた。ポケットの中も無事だ。

「二色さん、サイフと携帯はありますか!?」

　彼が慌てて確認した。

「…………や、やべえ！　サイフが！　スマホも！」

「ええっ!?」

「いやいや、それどころじゃねえぞ、ナガチー!!」

　ばん！　と永井の背中を叩たたいて、二色が駆け出す。

　何事かと思ったら──公共の治安を維持するところの制服を着た方々の姿が、近付いてくるのが見えた。

　駅で寝ていただけなら、注意されて終わるだろうが、パンツ一丁はマズイ。モロ出しではないから犯罪ではないが……

　公務員の方との、和やかな新年の挨あい拶さつだけで済むとも思えなかった。

　二色がタクシーを捕まえる。

　珍妙な格好に、壮年の運転手は嫌そうな顔をしたが、幸いにも乗車拒否はされなかった。

　後部座席の奥へと二色が滑りこむ。

「秋あき葉は原ばら駅！」

「なるべく急いでください！」

　永なが井いは言いながら、自動のドアを手で閉めた。

　不機嫌に怪け訝げんを足した顔の運転手だったが、面倒はご免だと思ったのか、何も聞かずに走り出す。

　永井の心臓が、ばくばくと脈打っていた。手足は冷え切っているのに、冷や汗が止とまらない。

「かんべんしてください」

「いや、好きで脱いだわけじゃねえんだって」

「そりゃそうでしょうけど……女性からジロジロ見られていた理由がわかりましたよ」

「セクシー過ぎたか」

「まぁ……広い意味では」

　黒革ジャンで下はパンツだけの男が、背広姿の男と、折り重なって寝ていたから好奇の目を向けられたのだろう。

　知り合いに見られていないのが、唯一の救いだ。

　タクシーは２４６号線を東へと向かう。表おもて参さん道どうや青あお山やまを通るルートだった。

　ため息まじりに、永井は問う。

「……このあと、どうするんです？」

　パンツ一丁で秋あき葉は原ばら駅で降りるわけにはいかなかった。メイド服や女装がうろつく休日の秋葉原だろうとも、通報まっしぐらに違いない。

　二に色しきが頰ほおを搔かく。

「ナガチー、このまま俺ん家ちでいいか？」

「まぁ、かまいませんが……」

　ぶっふぉ！と運転手が噴ふき出したので、慌てて事情を説明する永井だった。




　──このあと、オカマバーの店長が、二色の家までサイフやズボンなどを届けに来るのは、また別の話になる。
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　昼過ぎ──

　佐さ伯えき愛あ澄すみは和服姿で改札にいた。

　小お田だ急きゆう線の参さん宮ぐう橋ばしという小さな駅だ。

　日本で最も初はつ詣もうで客を集めるという明治神宮があるため、とても大勢が改札を通る。

　道ゆく人々のうち、とくに男性が視線を送ってきた。若い人はチラ見だが、中年の場合は遠慮なくじろじろ見てくることが多い。

　ちょっと居心地が悪かった。

　スマホを確認すると、予定を５分ほど過ぎているが……

「まぁ……５分くらいは誤差ですよね……」

　それから、もう５分くらい経たって、やっと改札に愛あ澄すみの待ち人が現れた。

　ファー付きでヒョウ柄のコートを羽は織おっているが、胸元がゆるめのシャツを着ており、ホットパンツなので太ももが露あらわになっている。

　大きめのボストンバッグを持っていた。

　明るい髪をかきあげ、神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えが片手をあげる。

「ナスさん、おまたー!!」

「あ……。神絵さん、あけましておめでとうございます」

「あけおめー」

　言いながら、神絵が愛澄のことを上から下までじろじろと眺める。視線が中年男性っぽかった。

　愛澄は身じろぎする。

「あ、あの……どこかおかしいですか？」

「いやー、ナスさん、和服のモデルみたい！」

「あら……ありがとうございます」












「今日って、あたしに会うためだけに、そんな気合いの入った格好で来てくれたんだよね？」

「そういうことになるでしょうか……」

　この初はつ詣もうで以外に、誰かと会う予定はなかった。

　桜色を基調とした和服で、色とりどりの花が咲き、淡い色の草が飾られている。白色の帯を巻いていた。髪はアップにして、簪かんざしを挿している。

　神かみ絵えがスマホを構えた。

「撮っとこ」

「かまいませんが……」

「ユウトに送っていい？」

　一瞬、固まったものの、前のように動揺したりはしない。

「ご迷惑でないといいんですが……」

「お？　ナスさん、ユウトと何かあった？」

「どうしてですか？」

「ああ、何かあったんだー」

　話しながら、明治神宮のほうへと歩きだす。

　そんなに自分はわかりやすいだろうか？と愛あ澄すみは右手で自身の頰ほおに触れた。

「少しだけ感情に、整理がついたんです。それだけです」

「ふぅん？　ま、ナスさんがつらそうじゃないから、いいけどねー」

「ふふ……結果としては、神絵さんに感謝でしょうか」

「過程では？」

「さて？　どうだったでしょうか？」

「ナスさん、目がこわい」

　ユウトへの失言を思い出すと、顔から火が出そうだった。

　なんにしても、今は感情的に落ち着いてる。

　自分の気持ちがハッキリしたら、改めてユウトに伝えようと決めていた。

　彼の周りには魅力的な女性（女の子も？）が多いから、焦らなくもないけれど……今は恋愛に興味がなさそう、という感触もあった。

　横断歩道を渡る。

　着物姿の人も、そうでない人も、とにかく多い。

　神絵が早々と辟へき易えきしたため息をついた。

「コミケかー、ってくらい多いね」

「いえいえ……コミケは60万人くらいですから」

「え？　もっと多いの？」

　コミケの場合は、参加者の大半がイベント会場に長く留とどまる。参拝したら引き上げる初はつ詣もうでと単純に比較はできないけれども……

「明治神宮の参拝客は年末年始だけで３００万人だそうですよ？」

「ファッ!?」

　交差点を渡った先から、もう人垣が見えた。歩道いっぱいに行列ができている。

　本殿どころか、鳥居すら見えなかった。まだ敷地にも入っていない。

「ふぅ……今年も、たくさん並んでますね」

「……ナスさん？　毎年、これ？」

「そうですね」

「ちな……どんくらい待つかんじ？」

「去年は、２時間ほどでした」

「はわ、はわわ……」

　神かみ絵えが露ろ骨こつにたじろぐ。

　愛あ澄すみは失敗したな、と思った。

「ごめんなさい……連絡をもらったとき、ちゃんと説明すればよかったですね」

　今朝のことだ。

　神絵から〝初詣に行かない？〟と誘われた。

　愛澄は──私は毎年、明治神宮にお参りしていて、今日も昼過ぎに出る予定です、と返した。

　彼女が〝あたしも行くー〟と軽く返してきたときに、気付くべきだった。

「明治神宮の初詣は、ものすごく待つうえ、最後のほうは満員電車みたいになるんですよ」

「げげげ……」

「一応、神絵さんのぶんのカイロや飲み物は持ってきてありますが……無理をなさらなくても……」

　ほとんど動かない行列を眺め、神絵が首をかしげる。

「どうして、ナスさんは、ここ来てるの？」

「最初は興味本位だったんですが……私たちの仕事って、最後は運じゃないですか？」

「まぁ、そういうとこあるよねー」

　上う手まくいった仕事は、運が良かったと思うような出来事が重なるし、逆もある。

「昨年も良いことがいっぱいありました。だから、人混みが大変だからと初詣に行かないのが、なんだかこわくて」

「うーん……あたしも、今年はアニメあるしなー」

　アニメは原作のイラストレーターであっても、左右できる範囲はほぼ無い。大勢の力で作られるものだ。

　ある程度まで進んだら、あとは神様にお祈りするくらいしか、できることはなかった。

　ふんっ、と神かみ絵えが胸を張る。

「よし！　あたしも、並ぶよ！」

「いいんですか!?」

「ここまで来て帰ったら、なんか気持ち悪いし！　それに、１人で待つより、２人で待つほうが、いいと思わない？」

「もちろんです」

　愛あ澄すみは安あん堵どの吐息をこぼす。

　これで帰られていたら、最初から１人で来るより、ずっと寂さみしかっただろう。

　一緒に行列へ並び、神絵の横顔を見つめた。

　ぽつり、と言う。

「やっぱり、御利益がありました」

「ん？　サイフでも拾った？」

「違います！　んもう……こうして、神絵さんと２人で初はつ詣もうでができるのが……えっと、なんだか嬉うれしくて」

　自然と笑みがこぼれた。

　神絵だけでなく、周りの知らない男性までが、ぽーっと見つめてくる。

　いきなり、神絵が愛澄の手を握にぎってきた。

「結婚しよ？」

「やっ!?　なに言ってるんですか!?」

「あ……ごめん、つい」

「唐突な冗談はやめてください。ちょっと、ついていけません」

「あはは……」

「もう、びっくりしました」

「それは冗談なんだけど、ひとつ頼みがあってさー」

「なんですか？」

　神絵がボストンバッグを叩たたく。

「やー、新年早々、親とぶつかっちゃってさ？」

「あら？　どうしたんですか？」

　彼女の両親は、Ｒ18の同人誌すら許してくれるほど、創作に理解があるはずなのに。

　ぽりぽり、と頭を搔かく。

「お見合いしろって言われてさー」

「えっ……!?」

「なんか、お父さんの友人の息子で、28歳の弁護士らしいのよ。まあまあ、イケメンなんだけど」

「それは……一般的に言って、良い縁談ですよね？」

「いやいや、そんな若造に興味ないし？　あと10年前に産まれとけって感じ」

「本当に、そうなんですねぇ」

　前に彼女は40歳くらいの年上が好みだと言っていた。

　神かみ絵えが肩をすくめる。

「でまぁ……正直に、そのへんを話したら、お父さんが怒っちゃってー。やってらんないわよねー」

「……そうですね」

「わかってくれる!?　さすが、ナスさん！」

「どんなことであれ、気持ちが理解されないのは、つらいですよ」

　うんうん、と彼女がうなずいた。

「そんなわけで！　しばらく、お願い！」

「ん？　ん？」

　今の話と、ボストンバッグに関係する、私への頼み事って？と愛あ澄すみは首をかしげた。

　神絵がキラキラした瞳ひとみを向けてくる。

「やー、持つべきものは理解のある親友よね！　２ＬＤＫ付きの！」

「家出するんですか!?」

「ちがうよー。もう、してきたの」

　あはは、と彼女が笑う。

　──嗚あ呼あ、神様？　これも御利益なんでしょうか、神様？と愛澄は見えてきた鳥居に問いかけるのだった。
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　ベッドの裏からメロディが聞こえてくる。

　夢の中からのお誘い？　そうではなくて夢の中から引きずり出されてしまった。

　意地でも鳴り続けるメロディ。

　マリィは諦あきらめてベッドの下へ手をうんと伸ばすとスマホを拾い上げる。

　知らない番号からだった。

「…………」

『ハロー、私たちのかわいいマリィ！　ハッピーニューイヤー♪』

「ママ？」

『違うわ違うわ、愛いとしのママよ！』

「ん……なに？」

『あらら？　なぜ、この番号を知っているのか、不思議じゃないの？　ワンダフル！』

「……請求書を見たんでしょ。封筒に一度開封して、また閉じた跡があったもの」

『さすがマリィ！　よく気付いたわねー』

「気付いてないよ。適当に言ってみただけ」

『うんうん、それもマリィね！』

「……ところで……ハッピーニューイヤー？」

『ええ、ハッピハッピ♪』

（一曲歌う）

『ラッ、ラッ、ラァァァァ!!　パチパチパチ！』

「…………もういい？　私、寝るの……あと、日本は13時間前に新年になってるから」

『そうだったわねー。でも、お祝いは何度してもいいのよ』

「すーすー……」

『あら、寝ちゃったわ。パパに替わるわね』

　重々しい男性の声が流れてくる。

『マリィ、新刊を拝読したよ。構成は妥当だったが、後半は文章が荒れていたな。急いで書いたのか。私はその文体のほうが好きだがね。ところで《猫ソナ》12巻の１０２頁ページ８行目の〝押し倒す〟は〝しなだれかかる〟のほうが的確だったのではないか？　検討はしたかね？』

「んにゅ……ダメよ。勢いがなくなる」

『ここは蠱こ惑わく的てきな雰囲気を優先するべきシーンだと思うが、最近の若い読者は……』

（しばらく続く）

『ところで、小包は届いたかい？　キーツの詩集が初版で手に入ったんだ。きっとマリィも気に入るだろう』

「ん……表紙が素敵だったら、読んでみる」

『相変わらず、マリィは妙な選び方をするな』

　しばらく話してから両親は交互に〝愛している〟と言って通話が終わった。

　マリィはスマホを見つめる。

　番号と通話時間だけが表示されていた。

「ねむいのに」

　そうつぶやいた口元がゆるく笑みを浮かべる。

　マリィはスマホを手にしたまま枕まくらに顔をうずめるのだった。
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　２日の夕方──

　池いけ袋ぶくろジュンク堂の隣にあるスターバックス。

　シンプルな丸テーブルと木製の椅い子すが並べられた気取らない店内に、やわらかな茜あかね色いろの光が差しこんでいる。

　白しろ砂すなはマンゴーパッションティーフラペチーノに刺したストローを唇でつまんだ。

　電源があるカウンター席には、ノートＰＣを開いているサラリーマンや、スマホを充電しているＯＬの姿があった。

　──まだ三さん箇が日にちだってのに、もう働いてんのねー。

　などと思う白砂も、年越し動画もカウントダウンチャットも蹴け飛とばして《曲きよく月つき》を読み返していた。自分のなかで膨ふくらませた〝愛着〟をデザインに落としこむうち、元がん旦たんも過ぎてしまって今日に至る。

　向かい側に座ったルオンノタルが、ダークモカチップクリームフラペチーノにストローをそっと刺した。

「白砂さん、もうお身体からだは大丈夫ですか？」

「えっと……そのことなんだけど、かなーり急いでたから、ちゃんと説明できなくて、ごめん」

「あ……もしかして、別の理由で？」

「わりとねー」

　ハッ！　とルオンが身を乗り出してきた。

「まさか、白砂さん！　カレシができたとか!?」

「ぷっはッ!?　ありえないし！」

「よかったー」

「……よかったかなぁ……まぁ、そーゆーんじゃないから」

「じゃあ、家庭の事情ってやつですか？」

「いや……んーと……ルオンには、もうひとつ謝らなきゃいけないことがあって……」

「えー？　なんですか？」

　どこまで話すか少しだけ悩んだが、肩かた肘ひじを張っていたのが、今となっては子供っぽく思えた。

「ナイショにしてて、ごめん！　実は──私、めっちゃボツられてたんだ」

「えーっ!?　信じられないです！　白砂さんなのに！」

　ルオンが椅子を蹴るような勢いで立ち上がった。

　けっこうな大声だったので、何人かがこちらに視線を向ける。

　すみません、と２人して周りに頭を下げ、彼女は椅子に座り直した。

　声を落として訊たずねてくる。

「ボツって、どういうことですか？」

「いや……どういうも何も、私が下手……ってゆーか、よくわかってなかったカンジで」

「ラノベの挿絵って、そんな大変なんですか？」

「どうかなー？　小お倉ぐら先生が特別っぽいことは、聞いたけど」

「やっぱ、売れっ子になるとワガママ通るんですねー」

　ネガティブな印象を持たれてしまった。

　とはいえ、最初のうちは自分も理不尽に感じていたのを、白しろ砂すなは思い出す。

　首を左右に振った。

「私がダメダメだった、そんだけ。なんていうか……愛が足んなかったってヤツ？」

「愛？」

　ルオンが首をかしげる。

　白砂はドリンクで喉のどを濡ぬらした。

「私、小倉先生にリテイクを出されまくって、編集さんも頼れなくって……もう、なにやったらいいのか、わかんなくなってたのよねー」

「そうだったんですね……ぜんぜん知らなかったです……」

「言わなかったし」

「相談してくれれば……って、私なんかが白砂さんの役に立てるわけないんですけど」

「そんなことないよ！　ルオンには何度も気持ち的には助けられてたの！　ただ、私がカッコワルくて言えなかっただけでさ？」

　あはは……と白砂は前髪をいじる。

　ルオンは不安げだ。

「今は、どうなってるんですか？」

　白砂は右手でＶの字を作った。

「さっき、編集さんからメールきて──キャラデザ、ＯＫだって！」

「わあ、さすが白砂さん！」

「ありがとー」

　ＯＫを出したのは小倉まりぃなのだが、そのあたりの説明は省略する。とにかく、ルオンに感謝と謝意と、いろいろと伝えたかった。

　そうそう、と話を戻す。

「なんとかなったのは、大おお晦日みそかにあったことのおかげなんだよねー」

「あ、それ……何があったんですか？」

「実は、コミケに行ってみたんだ。ユウト先パイに会いに」

「ユウト……先パイ？」

　改めて人から言われると、ちょっと恥ずかしかった。

　照れ隠しもあって、そっけなく返す。

「たいした意味はないんだけどー。なんか流れで、そんなふうに呼ぶカンジになっちゃって？」

「そうですか。コミケって会えたりするんですねー」

「私も初めて行ったから、いろいろ大変だったけど……なんとかねー」

　人が多すぎたり、場所がわからなかったりで苦労したネタを挟みつつ、ユウトに相談したことを話した。

「で、まぁ、イベント会場じゃ話しにくいからってことで、食事に誘われてさー」

「ナンパされた系ですか!?」

「んにゃんにゃ、ぜんぜん、そーいうんじゃないから」

「本当ですか？」

「私も、あっちも、ぜーんぜん！」

　連れて行かれた場所がホテルだったので、ちょっと疑ったことは伏せておく。

「もしかしてー、かっこよくなかったです？」

「え？　いや……うーん……けっこう、イケてるほうだとは思ったけど……ぶっちゃけ、それどころじゃなかった的な」

「あ、そうですよね」

　白しろ砂すなは両手を合わせる。

「そんなわけで、忘年会はキャンセルしちゃったの。ごめんね」

　ルオンがテーブルに視線を落とした。

「……そっかー」

「でも、おかげでね？　ユウト先パイから、ラノベのイラストを描くコツみたいなのを教えてもらって……なんか目が覚めたっていうか、生まれ変わった気分！」

「……うん」

「家に帰って、ずっと集中して……こんな集中したの、初めてってくらい」

　自分でもわかるくらい白砂は興奮気味に話した。

　ルオンがうなずいて聞いている。

「よかったじゃないですか、安心しました」

「ありがと！」

　この友人が一緒に喜んでくれたことに、白砂は内心で胸をなで下ろした。怒らせてしまうかと少し心配していたのだ。

　ルオンがストローでカップの中をぐるぐると搔かき回まわす。クリームが溶けてなくなった。

「なんか、白砂さんが……遠い人になっちゃったカンジで、寂さみしい気もしますけど」

「えー？　そんなことないよー!?」

「ですよね！　あはっ☆」

　２人して笑みを交わした。




















　１月６日──

　土曜の18時に、担当編集の雑ぞう本もと逸いつ巳みから電話が来た。

「お世話になっております、白しろ砂すなです」

『オッケーでーす』

　いきなりか。

　だいぶ、このノリに慣れてきたが……

「えっと……追加で送った、サブキャラクターたちのデザインですよね？」

『うん！』

「あと……カバーの案を６つほど出したと思うんですが……？」

『どれでも良いよー』

　白砂は左手でスマホを耳に当てたまま、右手で自分の額を押さえた。

　聞こえないように、ため息をつく。

「小お倉ぐら先生は？」

『〝どれも素敵〟だってさ』

「やった！」

　思わず素で言葉をもらして、白砂は咳せき払ばらいした。

「コホン……わかりました。では、主人公とヒロインが背中合わせで座ってる構図のにします」

『じゃ、それでー。カバーの〆しめ切きり、週明け午ご後ご１いちなんでヨロシクー』

「週明け？　って……あと３日しかないんじゃ……？」

『アハハ、そこは時間で言おうよ』

「えっと……今が土曜の18時で、月曜の13時までだから……43時間!?　丸２日もないんですけど!?」

『分で言うべきだったかー』

「秒でも同じだし！」

　表紙に使うクオリティのカラーイラストなら、できれば丸３日は欲しい。どういう計算をしているのか、この編集者は!?

『やー……やっぱ、新人さんだと難しい？　何日くらい必要？』

　カチン、と白砂の中で火花が散った。

「やりますけど！」

『そお？　無理なら、調整するよ？』

「絶対に間に合わせますッ！」

『じゃあ、それでー。よろしくー』

　通話が終わった。

　上う手まく乗せられた気もするが……

　１ヵ月半を無駄にしたのは自分だ。もとより、ダラダラと進める気はなかった。

　スマホを机の端はしに置くと、クリスタを起動する。

　ファイルを新規作成。

　提出した構図案は、ラフですらないので、見ながらの作業はしない。

　しっかり画像サイズを確認して、まず青色のペンでアタリをつけていった。

　またスマホからメロディが流れてくる。

　今度はＬＩＮＥだった。

　──あ、ルオンじゃん。

　左手でアイコンをタップして、アプリを開く。メッセージが表示された。

　なにやら話があるらしい。

　絵に集中したいのだが……

　白しろ砂すなは右手にペンを持ったまま、左手で通話の操作をした。

　スピーカーから、ルオンの声が流れてくる。

『白砂さん、こんにちは』

「ちはー。どしたの？」

『……ちょっとー、気になる話が出てまして』

「なに？」

『こういうの良くないと思うんですよね！　私、絶対に放ほうっておけなくて！』

「ん？」

　ルオンが画像を送ってくる。

　また誰かのイラストかと思ったら、そうではなかった。ＬＩＮＥによる会話のスクリーンショットだ。





　　　『白砂さん、俺らのことどうでもよくなってんじゃね？』






　ぎょっ、とした。

　ネット上ではもちろん、飲み会などでも話したことのある相手だ。

　他にも親しくしている人たちの名前があった。





　　　『もう大作家先生と組んでるプロだから』

　　　『あの人も、そういう方向へ走っちゃったかー』






　白しろ砂すなは鉛でも吞のんだように胃が重くなる。

「……なに、これ？」

『最近、酷ひどいんですよー』

「え？　だって……11月に会ったばかりじゃん？」

『12月頭のオフとか、大おお晦日みそかの忘年会とか……あと、ＬＩＮＥのグループにも年末から何も書いてないんで』

「そ、そんな人、いくらでもいるでしょ」

　絵師クラスタには社会人もいる。年末年始は顔を出せない人も多かった。

　ルオンが困ったような声で応じる。

『はい、そう思うんですよー。今は忙しいときなんだし、仕方ないって思うんです。だから、許せなくてー』

「……うん」

　許せないという感情とは違うが、咄とつ嗟さに言葉が出てこない。

　反感よりも驚きのほうが強かった。

『なんか、みんなはー、いくら大きな仕事が入ったからって無視しすぎ──みたいなこと言ってるんですよね』

「無視してないよ……？」

『ほら、Twitterでも反応してないから』

「それは……たしかに、最近は見てなかったけど……」

　精神的に余裕がなかったからだ。

　仲間たちが楽しそうに食事している写真や、好きなように描いたイラストや、それを褒ほめ合っているのを見るのが、つらかった。

　声が震える。

「……あたしが悪いの？」

『絶対に、そんなことありませんよ！』

「だ、だよね？」

『はい！　だから、これから、みんなでオフやりましょーよ！』

「えっ……!?」

『今、池いけ袋ぶくろのカラオケに来てるんでー。白砂さんも、来てくれますよね!?』

　口の中に、苦い味が広がる。

　喉のどだけ、からからに乾かわいていった。

「……それ……今？」

『はい！　みんな、待ってますから！　今日、土曜ですよ？　冬休みラストの週末的な!?　これはもうオールしかないですよねー。たまには息抜きも必要ですし』

　スピーカーの向こうから、かすかに音楽が聞こえてくる。

「もう店に入ってるんだ？」

『はい！　いつものパーティールームです！』

　ルオンの声は楽しげだった。

　当然、白しろ砂すなが来るものだと思っているだろう。

　足下が傾いたように感じられる。

　右手からペンが落ちかけ、それを全力で摑つかんだ。握力が入らない。




「ごめ……私……今から月曜の昼までに、カバーイラスト……描かないと……」




　ぼそり、と男の声が。

『マジかよ……』

　それから、複数人の声があがった。何を言っているのかは、わからない。おそらく、ポジティブな反応ではなかろうと想像できた。

　震える声でルオンが言う。

『ウソですよね？　来てくれますよね、白砂さん……？』

　やっぱり行く──という言葉が、喉まで出かけた。

　しかし、目の前の原稿を放ほうり出してなんて、行けるわけがない。今から全力で描いても、間に合うかどうか……

　ルオンの声が耳に絡からみつく。

『白砂さん……私、待ってますから。信じてます、絶対に来てくれるって』

「……ルオン」

『来てくれたら、全すべて元通りです。だって、私たち仲間じゃないですか』

「だから……私は……」

『待ってます』

　そして、ＬＩＮＥの通話が終了した。

　やがて画面が暗くなる。

　白砂は震える手でスマホを握にぎりしめたまま、気がつけばペンを落としていた。
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　にゅにゅっ、と猫のワコムが乃のノの香かの前で伏せつつお尻を上げて、尻尾しつぽを左右に振る。

　糸のついたネズミのオモチャで遊んでほしいときの仕草だった。

　乃ノ香が困ったような顔をする。

　アナウンスっぽい口調で。

「本日のネズミーランドは閉園いたしました。明日は日曜なのでお昼前からの営業となります。またのご利用を心よりお待ち申し上げます」

　もう時刻は20時を回っていた。

　悠ゆう斗とは椅い子すから立ち上がり、ネズミのオモチャを手に取る。

「はは……あとは、相手しとくから」

「すみません、ユウト先生」

　しかし、ネズミーランドにも技術というものがあるらしい。乃ノ香が遊んでくれないと察して、ワコムはキャットタワーに戻ってしまった。

　糸ネズミを揺らしてみても無反応だ。

「……僕には、ネズミを振ることすら期待されていないのか」

「き、きっと眠かったんですよ！」

　猫に相手にされず、中学生に慰められるというのは、なかなか情けないものがあった。

　悠斗は肩をすくめる。

「まぁ……なんにしても、気をつけて帰って、乃ノ香ちゃん。雪が降ってきちゃってるから」

「はい」

　彼女はコートを羽は織おると、耳当てのついた帽ぼう子しをかぶる。さらに、縁の太いメガネをかけた。

「乃ノ香ちゃん、メガネかけてたっけ？」

「いえいえ……ちょっとした変装といいますか……あはは」

　たしかに、ぱっと見だと誰かわからない。

「何かあった？」

「大したことじゃないんですけど、ユウト先生にご迷惑を掛けないように、です」

「そうか。でも僕のことより、自分を優先してね？」

「ふふ……わたしが好きでやってることですので」

　玄関に向かう。

　ぺこり、とお辞じ儀ぎした。

「おやすみなさいませ、ユウト先生」

「うん、おやすみ、乃ノ香ちゃん」

　いつものように笑みを残して、彼女は帰っていく。

　悠ゆう斗とは仕事に戻った。

　昔よりも１人の時間が静かに感じる。

　唐突にスマホが音を鳴らした。ＬＩＮＥでメッセージが来たらしい。





　　　『すみません』






　発信者名は、白しろ砂すな。

「誰だっけ？」

　一瞬、スパムの類たぐいかと思ったが……

　すでにＬＩＮＥに登録している相手だったので、思い出すことができた。

「あ、コミケのときの子か」

　ほんの１週間前に食事した相手を忘れるなんて、ちょっと酷ひどい。

　話したあとで〝また何か困ったことがあれば相談して〟とＬＩＮＥを登録し合ったのだった。

　──まぁ、すぐ思い出したしね？

　心の中で言い訳しつつ、メッセージを返す。

『あけましておめでとう　何かあった？』

　１分くらいしてから、また来た。





　　　『私、もうダメかも』






　ただ事ではなかった。

　普通は音声でも大丈夫かを確認してから掛けるものだが、いきなり通話ボタンを押す。

　しばらくして、繫つながった。

「白砂さん!?」

『……ふぅ……ふぅ』

　少し荒い呼吸だけが聞こえてくる。

　それが、泣いているのだと、しばらく聞いて気付いた。

　返事を待たずに質問する。

「今、どこ!?」

『…………池いけ袋ぶくろ駅』

　涙声だった。

　どうして、池袋駅に？　と疑問に思ったが、問答をしている場合ではない。

　理由はどうあれ、泣きながら連絡してきた女の子と長話をするほど悠ゆう斗とは非情でも悠長でもなかった。

　壁に掛けたコートを羽は織おると、ポケットにサイフを突っこむ。

　スマホを通話状態にしたまま玄関から外へ出た。

　──寒ッ!?

　暖房の効いた部屋から、いきなり真冬で雪で夜の横風を受けて、心臓が止とまるかと思った。

「10分！　いや、５分、待って！　今、向かってる！」

　エレベーターを使うと通信が途切れる。階段で１階まで駆け下りた。

『…………』

「ハァ……ハァ……ごめん、やっぱ、10分……かかりそう……」

　走りだして20秒で息があがる。

　ジム通いなどをしていないイラストレーターの体力なんて、こんなものだった。

　雪の積もりはじめた歩道をスニーカーで駆ける。

「今、ユニクロの前……そっちは、何なに口ぐち？」

『……東口』

「なら、もうすぐだ。マツキヨ見える？」

『うん』

「母子像の近く？」

『……うん』

「あ……いた」

　ハァ、ハァ、ハァ……と悠斗は荒い呼吸を繰り返す。耳が痛いほど寒いというのに、額からは汗がこぼれた。

　白しろ砂すなが柱を背にしてしゃがみこんでいた。手にはスマホを握にぎりしめている。

　ハーフコートを羽織って、セーターも着ているものの、胸元や太ももが露出して、寒そうな格好だ。

　しかも、今にも倒れそうなほど顔色が悪かった。

「……先パイ」

「ハァ、ハァ、ハァ……立てる？」

　白砂がゆっくり立ちあがる。

　ふらつくものだから、悠斗は支えるために手を伸ばした。

　肩を支えると、そのまま抱きついてくる。

「先パイッ!!」

　とうとう、本格的に泣きだした。

　悠ゆう斗とは何もできず、ただ立ち尽くす。

　ネオンに照らされて、赤や青の雪が降り注いだ。





　　　　　†






　白しろ砂すなが少し落ち着いたところで、帰りはタクシーを使った。

　あんな場所で話していたら、凍死する。かといって、泣いてる彼女を喫茶店などに連れこむ気にはならなかった。

　周りの視線が痛い。

　古来、女性を泣かせる男は最低の誹そしりを免まぬかれないものだ。泣きじゃくる白砂に声も掛けられない悠斗は間違いなく最低男だった。

　マンションのエレベーター前に着く。

「ふぅ……なんだかんだで、家に連れてきちゃったけど……」

　白砂が頭を下げた。

「すみません。私、迷惑で」

「……いや……かまわないんだ。でも、暖かい場所で話さない？」

「す、すみません」

　６階まで上がり、玄関を開けて室内へ。

　エアコンを切らずに出かけたから、まるで春のように暖かかった。悠斗は雪を被かぶったコートを脱ぐ。

「はぁ～、あったか～」

「くしゅっ！」

　白砂がくしゃみした。

　そういえば、かなり濡ぬれている。

「雪だから、そんな濡れてないかと思ったけど……白砂さん、どれくらい外にいたの？」

「たぶん……２時間くらい……」

「ええっ!?　風邪ひくよ！」

「……いいの……そんなこと」

「よくないと思うけどなぁ。何があったか聞く前に、まずお風ふ呂ろに入ったほうがいいね」

　白砂の肩が小さく震えていた。身体からだが冷えているせいか、感情的なものが原因かはわからないが。

「……聞いて、くれるんですか？　事情」

「むしろ、ここで何も教えてもらえなかったら、気になって夜も眠れないよ」

「私、面倒臭いです……たぶん」

「それが嫌なら、迎えに行ってないんだよなぁ」

　彼女が目元をぬぐう。

「どうして？　そんな……優しく……」

「え？」

　たしかに、会うのは今回で２度目。

　ＬＩＮＥメッセージをもらったときには名前さえ忘れていた。

　悠ゆう斗とは頭を搔かく。

「……困ってる人を放ほうっておくの、嫌じゃない？」

　動機なんて、その程度のものだった。

　白しろ砂すなが頭を下げる。

「ありがとう……ございます」

「いいって。お風ふ呂ろを用意するから、ちょっと待ってて」

「それより！　聞いて、ほしい、です」

「え？　いや……でも風邪ひくよ」

「先に！　話を……」

　ちょっと服が濡ぬれている程度なら、悠斗も相手の意思を尊重しただろう。

　しかし、今の白砂は、会話している途中に倒れそうな様子だった。

「……わかった。じゃあ、お風呂に入りながら聞こう」

「は？」

　どんな誤解をしたのかわからないが、一瞬だけ彼女の視線までが冷えた気がする。

「えっと……僕は脱衣所にいるからね？　それなら、浴室にいても会話できるでしょ？」

「ああ……そういう……」

「うんうん」

「……じゃあ、それで、お願いします」

　そういうことになった。

　５分後──

　悠斗は浴室に背を向けて、あぐらをかく。

　背後で水音がした。

　シャワーの音。

　蛇口をひねる音。

　浴よく槽そうに溜ためた湯につかる音。

　──意外と、音だけでも何をしているか、わかるものだなぁ。

　浴室の扉ごしに、白砂の声がする。

『先パイ、聞こえます？』

「うん」

『ありがとうございます。指先、すっかり冷えてたみたいで、じわじわ痛いくらいです』

「それは、よかった」

『私が先に入っちゃって』

「僕は10分くらいしか外にいなかったから、そこまで冷えてない。あとで入るよ」

　正直、指先が赤くなるくらいには冷えていたが。

　白しろ砂すなが吐息をつく。

『……私……本当は……ここにいちゃ、いけないんです』

「まぁ、そうだよね」

『《曲きよく月つき》のカバーイラスト……月曜の昼までで』

「ん？　いつから描いてるの？」

『さっき、描きはじめたところでした』

　数字に弱い悠ゆう斗とだが、これくらいの計算はできる。

　──かなりタイトなスケジュールだな、それは。僕なら終わるまで家から出ないよ。

「どうして、池いけ袋ぶくろ駅に？」

『友達に………………カラオケに誘われて』

　引っかかりを覚えた。

「それは、本当に？　白砂さんは、そんな不ふ真面目まじめな性格とは思えないんだけど？」

『性格って……会うの２回目なのに』

「絵を見ればわかるよ。会わなくたって、わかる」

　ぱちゃ、と水音がする。

　表情がわからないから電話みたいで、少し話しにくかった。

　絞しぼり出すような声で白砂が言う。

『い、今まで応援してくれてた友達が……急に、今すぐ来てって……言い出して……』

「ん？　それは〝無理〟って断ことわるだけじゃないの？」

『でも、ラノベの挿絵を引き受けてから、冷たくなった……みたいに……無視してる、なんて言われて……』

「それで？」

『私……描かなきゃいけないのに……でも、家にいたら気持ち悪くなって……ちょっと顔を出すだけでも……って』

「……」

『でも、行ったら、きっと……帰れない……』

「そう思う」

　飲み会などの集まりは、途中で抜けると場の空気を悪くする。参加を断るよりも、途中で帰るほうが精神的に困難だろう。

『駅で……どうしていいか、わからなくなっちゃって……』

　それで２時間も駅で立ち往生した挙あげ句く、悠ゆう斗とのところへ連絡してきたのか。

　経けい緯いはわかった。

　悠斗はため息まじりに言う。

「まぁ、友達と疎そ遠えんになるのは、仕方ないよね」

　白しろ砂すなが絶句。

　しばらくして、やっと返してくる。

『仕方……ない？』

「うん。時間の許すかぎり、手間をかけて、今の自分が描ける最高のイラストを仕上げたい──そう思ったら、これまでの生活なんて捨てるしかないんだし」

『捨てる……の……？』

「僕の場合、あまり友達とかいなかったから、たんに大学に行かなくなっただけなんだけど……」

　すすり泣きが聞こえてくる。

『や……やだ……』

「え？　白砂さん？」

『やだよぉ……私、ルオンたちにきらわれたくないよぉ！　一緒に笑って！　一緒に遊んで！　いっ、一緒に……うああぁぁぁッ!!』

　しばらく泣き声を聞いていた。

　悠斗はうなずく。

「うん……それも１つの選択だと思うよ」

『せん、たく？』

「プロのイラストレーターって、他の職業の人たちとは生活時間も会話も合わなくなってくし、道を違たがえれば仕方ない。だから、こっちへ進まないのも選択のうちだよ」

『……ラノベの挿絵を描かない……ってこと？』

「そうだね。ゲーム原画やマンガなんかも似たようなもんらしいけど……」

　創作を仕事にしたら、どれも同じか。

『イラストレーターは誰とも？』

「いや、けっこう、イラストレーター同士では遊んでるかな。人によるけど」

『…………』

「美お味いしいと評判の店に、平日の昼間に何人かで行くとか？　作業しながらSkypeで話してたり？」

　同業者なら誰とでも気が合うとは言わないけれど。

『そう……なんだ……』

　冷たいようだが、はっきりと伝えておく。

「正直、〆しめ切きり直前に強引に誘ってくるような人とは、友達を続けるのが難しいと思う。そういう仕事だからね──イラストレーターってのは」

　上う手まく描けないとき。ボツになったとき。原作の原稿が遅れたとき……スケジュールなんて、簡単に乱れてしまう。この仕事に理解と寛容のある相手でなければ、お互いに不幸だ。

『でも……ルオンは……親友で……』

　悠ゆう斗とはため息をついた。

　何を選ぶのかは、白しろ砂すなの自由だ。

　しかし、これは言っておいたほうがいいだろう。




「どれほど自分にとって大切な人だろうと、手が止とまる原因になるなら、それを遠ざけなければ、創作はできないよ」




　悠斗の背後で、ガラッと浴室のドアがスライドする音がした。

　湯気が流れてきて、脱衣所の中が白くなる。

「選べ、って言うの？」

　遮しや蔽へい物ぶつのない白砂の声が、すぐ後ろからした。

　悠斗は後ろを見ないように、腰をあげる。

「ちょ、ちょっと待って……!?」

　浴室から出るなら、出ると先に言ってほしかった。思わず振り返っていたら、どうするつもりだったのか。

　慌てて脱衣所から出ようとしたら──

　あろうことか白砂にシャツの裾すそを引っ張られた。

「ユウト先パイ、教えてください！　それ、選ばなきゃダメなんですか!?」

「ダ、ダメっていうか……スケジュールを守れないと、やってけないんじゃないかな？　どんな仕事でも」

「うっ……」

　白砂がうめいた。

　まだ服は放してもらえない。

「なにを趣味として、なにを仕事として、どう生きていくのか？　誰でも選択をしなきゃいけないときがあるよ。白砂さんにとっては、今なのかもしれないね」

「…………」

　彼女の息づかいだけが聞こえていた。

　少しは、意味のあることが言えただろうか。

　先に用意しておいたバスタオルが、洗濯機の上に置いてある。悠ゆう斗とはそれを右手で摑つかみ、背後へと差し出す。

「……これ使って」

　振り返らないように気をつけたが……慣れないことは、するものではなかった。

　もにゅ、と右手の甲にやわらかい感触が当たる。沈みこむボリュームと、押し返してくる弾力。濡ぬれていて、吸いつくような肌触り。

　──えっ!?

「ひゃん!?」

　白しろ砂すなが悲鳴をあげた。

「ごごごごめん！」

「なにすんの!?」

「わ、わざとじゃないんだ！」

　悠斗はバスタオルを残し、逃げるように脱衣所を飛び出した。
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　15分くらいして、やっと白しろ砂すなが出てくる。

　顔色は大丈夫そうだ。

　やや頰ほおが赤いのは、きっと湯船で暖まったからだろう。たぶん、おそらく。

　彼女の服はすっかり濡ぬれていたので、悠ゆう斗とのシャツとスウェットを貸していた。女性用の下着なんてないので、そのあたりは我慢してもらったが……

　悠斗は緑茶をいれておいた。

「ど、どうぞ」

「…………うん」

　胸元を隠すように右手を持ち上げている彼女の瞳ひとみには、警戒の色がある。

「さっきのは、わざとじゃ……」

「忘れて。そしたら、許す」

「はい」

　コタツを挟んで対面に座り、悠斗と白砂は緑茶を飲んだ。

　ほふぅ、と彼女が吐息をもらした。

　妙なことで中断してしまった会話を再開する。

「たしかに、先パイが言うとおり……私は選ばなきゃいけないのよね……」

「なにが幸せかは、人それぞれだから」

「プロになるだけが正解じゃない、ってこと？」

「うん。同人やネットだけで描いてる人もいるよ。そのほうが幸せってことはあるんじゃない？」

　むしろ、商業仕事のほうが、いろんな人と関かかわるぶん苦しい状況に陥る可能性が高いのではなかろうか。

　それを白砂は身を以もつて知っている。

「でも、ユウト先パイは──プロのイラストレーターのほうが、ネットで絵を描いてる人よりも上、って思ってるでしょ？」

　悠斗は首を横に振る。

「そんなことないよ。犬と猫を比べるようなものだと思う。個人の価値観による──としか言いようがない」

「本当に？」

「プロになれば編集や作家からリテイクがある。読者から理不尽な批判をされる。権利関係の制限も多い。スケジュールもタイトだ……ネットとかで好きなものを好きに描いて、気の合う人とだけ交流するほうが、幸せだと思わない？」

「そうかもしれないけど……」

「いったい誰の価値観だろう──プロが上で、他が下なんてのは？」

　根拠は彼女にもわからない様子だった。

　首をかしげつつ、問うてくる。

「収入とか……上？」

「ごめん。それなら、同人だけやってる人のが上かも」

「そうなの!?」

　初めてラノベの挿絵に挑戦している白しろ砂すなには、ちょっと言いにくいのだが……

「商業仕事でのイラストレーターの収入って、高低の差がとんでもなく大きいんだよ。報酬がなくても描きたいって人が多いから、安いのは無償に近い。逆にトップクラスになるとカラー１枚が、ラノベ１冊を超えることもあるし」

　白砂が目を丸くした。

「１枚30万以上!?」

「僕じゃないけど、そういう話は知ってる」

　悠ゆう斗との姉の京きよう橋ばし彩あや華かには、その金額帯での依頼が何度かあった。

　そんな世界もある。

　会社に所属しているイラストレーターと、フリーランスとでも違いがある。

　自分がどのように評価されるのかは、この世界に飛びこんで、人生を賭として努力してみなければ、わからないのだった。

　悠斗は問う。




「君は、どうなりたい？」




　白砂がうつむいた。

　空になった湯飲みを握にぎりしめる。

「私は……」

　そのとき、脱衣所のほうから、女性ボーカルの軽快なメロディが流れてきた。

　悠斗の知らない曲だから、白砂のスマホの着信音だろう。

　もう22時だ。

「家族の人かな？」

「私、独り暮らしだから………………ルオンだよ」

「友達か」

　白砂は腰をあげ、脱衣所に向かう。

　脱いだハーフコートのポケットから、スマホを取り出した。

　見つめる。

　指先を画面に近づけた。

　着信のボタンまで、あと１センチもない。

　睨にらみつけたまま、身じろぎもせず、音だけが流れ続けていた。とても長く感じられる。

　スマホが息切れしたように、ふっと静かになった。

　不在着信の記録だけが残される。

　白しろ砂すながため息をついた。

「あーあ……切れちゃった」

「出なかっただけだと思うけど」

　そのまま、彼女はスマホのサイドボタンを押して、電源を落とす。

「まー、出先で充電が切れるくらい、よくあることだし？」

「いいの？」

「よくない……よね。絶対に怒らせたし……でも、仕方ないじゃん……」

　彼女は泣きそうな顔で、笑みを浮かべた。悠ゆう斗とのほうを見て、はっきり口にする。




「私、仕事には責任を持てる人になりたいから」




　悠斗はうなずいた。

「そうか」

　彼女の瞳ひとみが潤うるむ。

　ぐいっ、と目元をぬぐった。

「……先パイ……私、間違ってないよね？」

　こんなとき、女性慣れした男なら、優しい言葉のひとつも掛けるのだろうか。

　白砂が肩をふるわせる。

　悠斗は立ち上がると、奥の部屋への仕切りを開けた。

「その格好じゃ、帰りにくいでしょ？　服が乾かわくまで家うちにいていいから」

「う、うん」

　白砂が後に続いて、壁際にあるベッドを見つけ、立ちすくむ。

　こくり、と喉のどを鳴らした。

「……あの……私、ちょっと……心の準備が」

「気持ちはわかるけど、早いほうがいいんじゃない？」

「早すぎ！　まだ会ったの、２度目だし」

「そういうの、僕は気にしないから」

「私は！　えっと……遊んでるよーに見えるかもしれないんだけど……違うっていうか」

「わかってるさ」

「本当に!?」

「白しろ砂すなさんは真面目まじめで努力家だから、やればできるよ」

「やったらできちゃうんじゃ……」

　彼女が後ずさりする。

　悠ゆう斗とはＰＣを起動して、椅い子すを引き、再び手招きした。

「ほら、座って。ツールはクリスタでいい？　ＳＡＩやフォトショもあるよ。自宅の環境じゃないと、どうしても描きにくい──ってことなら、無理にとは言わないけど」

「………………は？」

「〆しめ切きりは月曜の昼なんでしょ？　もうすぐ日曜になるからね、無駄にしてる時間はない」

「……」

　おずおず、と白砂がＯＡチェアに腰掛ける。

　もう新規ファイルは開いてあった。

　その頰ほおが真っ赤になっている。

「あれ、白砂さん、大丈夫かい？　暑い？　まさか、風邪をひいたんじゃ……」

「ぜんっぜん、平気だし！」

　急に大声を出されて、ちょっと驚いた。

　白砂が早口でまくしたてる。

「てか、ユウト先パイは大丈夫なんですか!?　私がＰＣ借りちゃって!?　服、外に干せないから乾かわくの明日いっぱいかかると思うんですけど!?」

　悠斗はため息をつく。

「まぁ……大丈夫じゃないけど……焦っても仕方ない……」

「え？　それって？」

「マリィから《猫ソナ》の原稿が、まだ来てないからね。イラストが描けないんだよ、僕のほうは」

　うっ、と白砂が言葉に詰まる。

　悠斗の悪い予感が的中した。《猫ソナ》の原稿は昨年末が〆切だったのに、１月６日の今も完成していない。

　新作《曲きよく月つき》を書いていた影響が、全く無いとは言えないだろう。

　白砂が気まずそうな顔をした。

「あの……なんていうか……すみません」

「君が悪いんじゃないから」

　彼女がうなずく。

「ありがとうございます……私、がんばります。先パイに、いっぱい迷惑かけて……仲間たちともギクシャクしちゃって……それでも、この仕事を選んだから」

「うん」

「今の私の描ける全力の絵を仕上げて……それから、ルオンと会います」

　白しろ砂すなが落ち着いた様子で、淀よどみなくペンを動かしはじめた。

　悠ゆう斗とは彼女の横顔を見つめる。

　もうその表情から、迷いは感じられなかった。




















　１月10日──

　愛あ澄すみは帰宅する途中で西せい武ぶデパ地下に寄って、ささみサラダとローストビーフサラダを買った。

　朝食用に食パンと牛乳も。

　左肩からトートバッグを提げ、右手に買い物袋を摑つかんで、マンションに帰る。

　タッチセンサー型の鍵かぎでエントランスドアを開けた。

　郵便受けを確かめると、たった１日でたくさんの広告が入っている。分譲マンションの案内や、美容関係や、近所の飲食店や……

　12階にある新居に戻る。

　解錠してドアを開けると、センサーが反応して玄関を明るく照らしてくれた。

　パンプスを脱ぐと、ちょっと楽になる。

　ゆるめのスリッパに履はき替え、廊ろう下かを進み、リビングのドアを開ける。

　２つのシーリングライトが照らす大きめの部屋に、大きなコタツが置いてあった。

　部屋の暖かさに、吐息をこぼす。

　コタツに１人の女性──神かみ絵えが収まっていた。

　明るい髪をゆらし、振り返る。

「ナスさん、おかえりー」

「はい、ただいま帰りました」

　愛澄はコタツテーブルに買ってきた物を袋ごと置いた。

　ペンを持ったまま、神絵が両手をあげる。

「やったー、晩ご飯だー!!」

　コートを脱いで、洋服掛けへ。

「またコタツで描いてるんですか？　机を使ってくれていいんですよ？」

「あはは……なんだかんだで慣れちゃってて。あと、この座ざ椅い子すが、めっちゃ良い」

「普通の座椅子ですが……」

「固めなのが、むしろ使いやすいっていうかー。サラダとサラダと……ナスさん、メインは？　カツ丼どんとかハンバーグとか」

「こんな遅い時間に、そんな重いものを食べたら、体重計が恐こわくなりますよ？」

　へうー、と神絵がぼやいた。

「まぁ、ヘルシーも大切だよねー。ナスさん、どっちにする？」

「神かみ絵えさんが選んでください」

「むむむ……ナスさんの好みを当てるゲームか」

「そういう意味じゃありません。では、ささみサラダをいただきます」

「はーい」

「マロンクリームスープを温めますね？」

「ありがとー」

　愛あ澄すみはカルディで買っておいたレトルトスープを用意する。

　遅めの時間の夕飯となった。

　愛澄はマグカップをテーブルに置き、スカートを押さえつつ座ざ椅い子すに腰掛ける。

「お待たせしました」

「いやー、感謝、感謝！　これが、愛妻弁当ってやつ？」

「違うと思います」

「いただきまーす！　はぐはぐはぐ！」

　神絵がサラダをかっこむ。

　すごい勢いだった。

「……お昼は、どうしたんですか？」

「もぐもぐ……食べてないよー」

「どうして!?」

「いやー、そんな時間なくて」

「ここ数日、ずっとそんなことを言ってますよね。今は、なんの仕事をしてるんですか？」

「えっと……一昨日おとといから、アニメ用のキャラデザかな。ラノベだと主要人物しか挿絵を描かないじゃん？　〝モブのビジュアル設定はありますか〟ってアニメスタジオに訊きかれてさ」

　愛澄は目を細める。

「設定してないのなら、そう返せばいいと思いますが……」

「だよねー。でも、描くって言っちゃってさ……はぐ」

「何キャラくらいあるんですか？　はむ」

「中ちゆう将じようとか女将おかみとかは終わったんで、あとは小隊長の部下たちかな。モブなんだけど40人ほど」

「40ッ!?」

「みんな、軍服を着てるから、差別化がつらくって」

　愛澄は咀そ嚼しやくしていたサラダをのみこんだ。

「……そもそも、それって個別のデザインが必要なんですか？」

「一応、《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》の作者さんは全員ぶん設定してるんだよね。身長とか出身地とか細かいとこまで決まってて」

「だとしても、アニメではモブなんですよね？」

「たぶんねー」

　神かみ絵えが空になった容器をテーブルに置いて、うなずいた。

「〝お任せします〟で充分なのでは？」

「だよねー……」

　どうして、引き受けてしまったのだろう。

　彼女がうつろな目をする。

「……20人ほど描きあがったところで、バリエーションが尽きちゃって……なんで兵隊って短髪ばっかなんだろ？　ドレッドヘアとかモヒカンがアリなら、あと20人は描けると思うんだよねー」

「そのモブ、存在感、ありすぎません？」

「うごご」

「今からでも、お任せしてはいかがでしょうか？」

「んー……」

　神絵がマロンクリームスープを飲み干した。そして、脇に置いたモバイルＰＣへ視線を落とす。

「……あたし、自分の作った作品が大好きなんだ。その大好きな作品が、アニメになるわけじゃん？　そしたら、やれるだけのことをしたいんだよねー」

「……」

「アニメが成功すれば最高だけど、そんな簡単じゃないのは知ってる」

「そうですね」

「あたし、雑誌連載の頃から応援してたマンガがあってさ、最初はぜんぜん売れてなかったんだけど、ネットで話題になって一気に伸びて……とうとう、去年の夏にアニメ化して、嬉うれしかったんだぁ」

「……」

　話が脱線したが、愛あ澄すみは黙って聞いていた。

「んで、今年の夏コミで抱き枕まくらを作ったわけ……錦にしきとかには反対されたけど」

「どうなったんですか？」

「そのアニメは全く話題にならなくて、抱き枕の在庫は、あたしの部屋に……」

「そんなことが……」

「だから、アニメって難しいって思ったの。それでも──あたしは、やれること全部やったぞ！って思いたいわけよ」

　神かみ絵えがモバイルＰＣを引き寄せた。

　ペンで叩たたくと、スリープから復帰する。

　あはは、と彼女は笑った。

「ようするに！　あたしは自己満足のためにやってんの！」

　愛あ澄すみは箸はしを置き、まっすぐに神絵を見つめる。

　驚いた。

　感動したと言ってもいい。

「素晴らしいです」

「えー？」

「クリエイターから自己満足を取ったら、何も残らないと思います」

「そ、そお……？　原稿料とか残るよ……？」

「お金でモチベーションは維持できません」

「いや、それはナスさんがいっぱい貯金してるからじゃ……」

　ぐぐっ、と愛澄は身を乗り出した。

「作品が好きだから、絵を描く。それが自分の満足になる──すごく共感できます」

「えへへ……そお？」

「神絵さんのこと、ちょっと誤解していました。もっと、お金のことばかり考えているのかと」

「んん？　ナスさん？」

「あ、ごめんなさい……でも、とにかく、私、応援します！」

「うん……ありがと」

「なにか、できることはありますか？　お茶でもいれますか？」

　腰を浮かせる。

　神絵がペン尻で頭を搔かいた。

「ナスさん、陸軍の兵隊、描いてみて？」

「えっ？　あの……使えないと思いますよ？」

　愛澄は座り直すと、モバイルＰＣを受け取り、ペンを走らせた。

　10分くらいで、胸から上だけ描く。

　横から覗のぞきこんだ神絵が、ふむふむとうなずいた。

「ナスさんの描いた軍人さんってことでは貴重だけど、絵柄まで違うからデザインのバリエーションにはならないね」

「だから、言ったじゃありませんか」

　神絵が頭を抱える。

「うーがー、もう思いつかなーい！　無理ムリむりー!!」

　絨じゆう毯たんに倒れこみ、うーっと犬みたいにうなる。志こころざしはどうあれ、精神的に追いこまれている様子だった。

　ふと愛あ澄すみは思いつき、本棚へと向かう。

　まだ整理の終わっていない棚を探し、３冊ほど抜いた。

「これ、旧陸軍の写真集です。銃や戦車が多いですが、兵隊のも何枚か」

「ファッ!?　なんで、そんなの持ってるの!?」

「前に受けた仕事が第二次大戦モノでしたから……。キャラデザの参考になるかは、わからないんですが」

　寝転んだままの神かみ絵えに本を手渡す。

「わーお、すごいね。あたしもネットで探しまくったけど、こんなの見つからなかったのに」

「神じん保ぼう町ちようの古書店を巡りました」

「へー、こんな本も売ってるんだねー」

「ふふ……がんばってください、神絵さん。お茶、いれますね」

「あ、ナスさん……」

「はい？」

「今日はピンクなんだね」

「なに見てるんですかー!?」

　愛澄は慌ててスカートを押さえ、飛とび退のいた。





　　　　　†






　１月19日──

　白しろ砂すなは渋しぶ谷や駅前にある歩道橋にいた。

　辺りは暗く、周りを囲むビル群にネオンが輝いている。金曜の夜だけに人通りは多く、すぐ下をクルマが行き交っていた。

　大型車が通るたび、わずかに歩道橋が揺れる。

　向かい合って、ロングコートのポケットに手をつっこんだままのルオンノタルがいた。

「今さら、連絡してくるとは思いませんでしたよ……白砂さん」

　息が白くなって、すぐ風に散らされた。

　白砂は口元を緩ゆるめる。

「よーやく原稿が終わったからねー。私も正直……ルオンが来てくれるとは思わなかったな」

「そうでしょうね。そっちが先に無視しはじめたんだから、こっちも無視してもよかったんですけど」

「ごめん」

「は？　もしかして、今さら謝るんですか？」

「悪いとは思ってるって」

「謝るくらいなら……なんで、あのとき、来なかったんですか!?」

　彼女はポケットから手を出して、欄干をばん！と叩たたいた。

　通りかかったサラリーマンたちが、チラと見たが……それだけ。東京では、よっぽどのことがないかぎり、路上で他人に関かかわらない。路傍の石ころよりも人間のほうが多い街だから。

　白しろ砂すなは頭を下げた。

「ごめんなさい」

「そうじゃなくて！　ちゃんと答えてくださいよ。どうして!?」

「仕事があったから」

　ぐっ、とルオンが歯は嚙がみする。

「……つまり、白砂さんは、私たちよりもお仕事が大切なんですね」

「あたしは、絵を描くことを優先するよ。もう、プロのイラストレーターだもん」

　彼女の目をまっすぐに見て、そう伝えた。

　ルオンが肩を震わせる。

「そう、ですか……」

「もしかして、あんた、そんなこと確かめるために、あのとき誘ったわけ？」

「違います」

「あのときは頭がクルクルしてたから気付かなかったんだけど……ルオンには、あたしのスケジュールを教えてたじゃん？　外出できないって、わかってたよね」

「わかってなかったし……」

「本当に私のためっていうなら、悪口のスクショなんて送ってこなければよかったわけだし？」

　ルオンが視線を逸そらした。

「私、そんなに頭がよくないんですよ」

「噓うそつき。でも、わからないんだよねー……なんで、いきなり邪魔しよーと思ったわけ？　ずっと応援してくれてたじゃん」

　彼女が黙りこむ。

　うつむいた。

　その瞳ひとみに、じんわりネオンが映りこむ。

「……白砂さんが、いけないんですよ」

「ん？」

「私にも言ってないことを……なんで、ユウトなんかに話したんです？」

　大おお晦日みそかのことか。

　情けなかった自分を思い出し、白しろ砂すなは決まりが悪くて車道へと視線を落とした。

「いやー、それは前にも言ったじゃん……恥ずかしくってさ……」

「でも、ユウトには言ったんですよね？」

「ユウト先パイは、小お倉ぐら先生のお気に入りで、参考にするように編集さんからも指示されてたもん。その本人からアドバイスもらえれば、めっちゃ確実じゃん」

「……私たちじゃ、役に立たないってことですか？」

　白砂は肩をすくめる。

「いいじゃん？　役に立つから友達、ってわけじゃなくない？」

「……やっぱり、あの依頼を受けてから、白砂さんは変わったと思います。私たちから離れていってる」

　彼女が冗談めかして言った言葉を思い出す。




〝白砂さんが……遠い人になっちゃったカンジで、寂さみしい気もしますけど〟




　意外にも本気だったらしい。

　白砂は一歩、相手のほうへと近付いた。

「私は、ルオンのこと親友だと思ってるんだけどなー？　今でもね☆」

「噓うそ。それじゃ、なんでＬＩＮＥも電話も無視してたんですか？」

「だって、今のルオンは、仕事の邪魔するじゃん」

「結局、二の次ですか」

　彼女が吐はき捨てるように言った。

　白砂は自分の額を押さえる。

　ユウトが言っていたとおり──たしかに、これは友達を続けるのが難しいのかもしれない。

「……きつぅ」

　ルオンが欄干に背を預け、自分の指先の爪つめに視線を向けた。こちらに全く興味を失ったかのように。

「あーもういいです……そもそも、白砂さんを引き留めようと思ったのって、クラスタから抜けられるとレベルが下がっちゃうと思ったからだし」

「む？」

「程度の低いとこに所属してたら、私が恥ずかしいじゃないですか」

「あんたねー」

「でも、顔も見せないような人じゃ、テンション下がるっていうか……オフの人集めにもならないし」

「客寄せパンダじゃないんだから……」

「お互いに役に立たないってことですよね。じゃあ、もう絡からまなくていいじゃないですか。さよならですね」

　それっきり、彼女は黙りこむ。

　白しろ砂すなはため息をついた。

「ルオン……そこまでドライなこと言うなら、なんで？」

「ん？」

「どうして、あんたは、泣いてるの？」

　自分でも気付いてなかったのか、彼女は慌てて目元をぬぐった。

　もう頰ほおまで涙で濡ぬれている。

「なに、これ、違うし！」

「どこからが本当で、どこからが噓うそなんだか……」

「噓なんて言ってないっての！」

「そっか」

　白砂はため息をついた。

　──まぁ、自分の行動を全すべて説明できるほど、シンプルに生きてる人のほうが珍しいか。

「ルオン……ごめんね」

　言いながら、白砂は歩み寄る。

　そして、泣いている彼女のことを抱きしめた。

　お互いに厚手のコートを着ているから、体温は伝わってこない。それでも、相手の存在を近く感じられた。

　華きや奢しやで、やわらかい。

「……スン……なに、よ？」

　否定するような言葉を返されたが、腕を振りほどかれたりはしなかった。

「ダメ？　友達が泣いてたら、こうするじゃん？」

「私のことなんて……どうでもいいくせに……ッ……」

「ばか」

「なん……!?」

「ルオンのことが、本当にどうでもよかったら、何を言われようと仕事の邪魔にならないっつーの」

　ちょっと恥ずかしいけど、ずっと思っていたことを口にした。

　一瞬、ルオンが呼吸すら止とめる。

「……ッ」

「今の私があるのは、半分くらいルオンのおかげだと思ってるっていうか……あ、いや、１／３……１／４くらいかな？」

「なに、それ……多いのか少ないのか、わかんないんだけど……」

「感謝してるってこと」

　疑うような眼まな差ざしで、やっとこちらを向いた。

「…………でも、仕事のほうが大切なんでしょ？」

「ルオンのことも大切だと思ってるって！」

「わりと最低なこと言ってるよね」

「ごめんって」

　思いっきり睨にらまれた。

　白しろ砂すなは内心で嘆息する。

　──こんな自己中心的なことを言ってたら、怒らせて当然か。

　自分を曲げず、友達とも関係を続けたい。それは、なかなか困難なことだと思い知った。

　腕の中で、ルオンがため息をつく。

「人が見てる。恥ずかしいんですけど……？」

「そうだねー」

「やめてくれます？　知り合いに見られて、勘違いされたら、困るし」

「んー」

　離れろと言いながら、ルオンから抱きしめてきていた。

　彼女がつぶやく。

「……白砂さん……本当に、私のこと、大切だと思ってます？」

「うん」

「そう、ですか……それなら、今回だけは、許してあげます」

「ありがと、ルオン」

　ぎゅぎゅー、と腕に力をこめる。

「苦しいです」

「あはは☆」

「もう……無視とか……しないでくださいね？」

　少し考えた。

「それはルオンしだいかなー」

「…………はい」

　彼女が、小さくうなずく。

　うつむいて、表情が見えなくなった。

　それから、街の喧けん騒そうに消え入りそうな声で、ルオンが言う。

「ごめんなさい……白しろ砂すなさん、ひどいこと、いっぱい……して……ごめんなさい」

「ま、お互いにね」

　また泣きだしてしまった彼女の頭に、白砂は自分の額を押し当てた。

　今度は、相手の体温を感じる。

　歩道橋が揺れた。

　ネオンに照らされ、２人の息が白くなる。混ざり合った吐息が風に流され、街の空気へと溶けていった。




















　１月28日──

　日付が変わった直後、悠ゆう斗とのスマホが鳴動した。

　こんな時間に？

「はい」

『……ユウトくん？』

「やあ、マリィ……どうしたんだい？」

　意識して、声を平静に保った。

　寝不足の原因に、苦情のひとつも言ってやりたい気分だが、悪意がないのはわかっている。なにより、今巻も原稿が面白かった。それだけで、不満よりも賞賛の気持ちが上回ってしまう。

　残念ながら傑作だった──というやつだ。

『今……１人？』

「うん。どうかした？」

　いくら週末とはいえ、こんな時間に乃のノの香かはいない。それを知っていて、マリィは電話してきたのだろう。

『あのね……ザツモトがね……』

　まさか、このタイミングで面倒を持ちこむ気じゃあるまいな──と警戒したが、そうではなかった。

『パーティーに来い、って言うのよ』

「ん？　アルティメット文庫の？　新年会？」

『そう』

　大手の出版社は、年に１回、新年会や忘年会や謝恩会をやる。新人賞の受賞パーティーと銘打っている場合もある。

「いいんじゃない？」

　マリィはアルティメット文庫で新人賞の大賞を取っていた。呼ばれるのは当然だろう。

『だけど……パーティーって人がいるでしょ？』

「そりゃ、出版社のパーティーが無人だったら、ホラーだよ」

『行きたくない』

　マリィは極端な人見知りだ。可能なかぎり、人と会うのを避けたがる。

「まぁ……無理することないんじゃない？　来ない人も珍しくないし」

『でもね、白しろ砂すなちゃんが来るんだって』

　思わず悠ゆう斗とは息を吞のんだ。

　なぜ、彼女の名前が……!?と考えて、別に不思議ではないと気付く。

「マリィの新作の挿絵を描いてるんだから、当たり前か。そうか。そうだよね」

『どしたの、ユウトくん？　声がおかしいよ？』

　──こんなときだけ、鋭いな。

「なんでもないよ」

『私、白砂ちゃんに会いたいの』

　意外だった。

　マリィが自分から誰かと会いたいと言い出すなんて。初めてかもしれない。

「そんなに、気に入った？」

『うん。とっても良くなったのよ。素敵なイラストを描いてくれたの』

「……そうか」

　悠斗の口元が緩ゆるむ。

　小さく手を握にぎりしめた。

「それはマリィにとっても、よかったね」

『うん！　私、素敵なイラストの本が好きなの。そのほうが、読む前からわくわくするでしょ』

「なるほどね」

　はぁ～……と彼女がため息をつく。

『白砂ちゃんと会えればいいだけなのに……』

「それなら、パーティーじゃなくても、白砂さんと会うだけの機会を編集さんにセッティングしてもらえばいいんじゃない？」

『ダメって』

「え？　なんで？」

『セッティングしたのに、私が来ないかもしれないから──って、ザツモトが』

　悠斗は顔をしかめる。

「そんなことはしないだろ……？」

『しないよ、しないよ』

　わざわざセッティングしてもらったのに、行かないなんてこと、あるはずがないと思うのだが。

　ふと気になった。

「マリィ、雑ぞう本もとさんと会う約束をすっぽかしたことは？」

『………………あれは、違うのよ』

「そのせいだよ！」

『むー』

　不本意そうな声をもらしたが、マリィが文句を言うことの半分くらいは、彼女自身に原因があるような気がする。

「まぁ、仕方ないね。パーティーなら出入りは自由だし、白しろ砂すなさんにお礼だけ言って、すぐに帰ればいいんじゃない？」

『……とっても、とっても、とっても嫌だけど』

「そんなに嫌なのか」

『知らない人が話しかけてくるでしょ。無理』

「パーティーだからねえ」

『ユウトくんと会ったときも、吐はきそうだったのに』

「僕と会うのがつらかったように聞こえるから、注意して？　僕もそんなにメンタル強くないから」

『ユウトくんと会うのは幸せ』

「ど、どうも……」

　ネガティブでもポジティブでも、マリィの言葉は強かった。

『だからね、ユウトくんも、来て？』

「は？」

『ユウトくんが一緒なら、へいきだから』

「いや、僕は、アルティメット文庫で仕事してないから……」

『ザツモトが〝呼んでも良い〟って』

　うーん……と首をひねる。

　編集者としては、悠ゆう斗とと縁を結んでデメリットはないか。

　もちろん、悠斗だって編集者と知り合っておくことに、否いなやはないが……

「それ、いつ？」

『今日の夕方』

「…………マリィ、《猫ソナ》のイラストの〆しめ切きり、知ってる？」

『いつ？』

　はぁ～、と悠斗はため息をついた。

「１月31日だよ。今日は28日。そして、本来は１ヵ月あった作業日数が、君の……」

　話している途中で、言わないようにしていたことだと気付く。

　深呼吸した。

　言い直す。

「仕事があるから、今日は無理だ」

『……私のせい？』

「否定はしないけど……君だって、わざと遅らせたわけじゃないだろ？」

『でも』

「なら、仕方ないことだよ。〆しめ切きりの話は、おしまい。それで？　どうする？　１人でも行くのかい？」

　マリィがどうしても気乗りしないなら、無理に会う必要はないと思った。

　沈黙が続く。

『……………………お礼が言いたい』

「うん、それがいいと思うよ」
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　白しろ砂すなは軽く息を弾ませる。

　椿ちん山ざん荘そう──

　江え戸ど川がわ橋ばし駅から、けっこう急な坂をのぼった先に、大きなホテルがあった。門も建物もやたら大きい。

　都心といえば、高層ビルが立ち並び、喫茶店では隣の席と椅い子すが当たり、コンビニの通路すら狭い。それほど土地が貴重なはずなのに、ここには庭てい園えんまである。

「めっちゃくちゃ、贅ぜい沢たくよねー」

　独りごちた。

　場所が間違っていないか、招待状を確認する。

　──やっぱり、ここか。

　間違えたとすれば、自分の格好だな、と白砂は思った。

　雑ぞう本もとに〝仕事じゃないから気軽な服装でいいよ〟と言われたものだから、黒いジャギーニットに、赤いレザースカートなんかで来てしまった。アウターにはファーつきのダッフルコートだ。

　髪をまとめている細リボンは赤で、同色のバングル。

　ロックバンドがライブするのかって感じ。

　椿山荘の建物に入ると、まるで美術館かと思うくらい、全すべての調ちよう度どが芸術品だった。ロビーからして、別世界。

　ビシッと決めた女性スタッフがお手本みたいなお辞じ儀ぎをする。

「いらっしゃいませ」

「あ……あの、これ……」

　招待状を見せると、「アルティメット文庫新年会は、こちらでございます」とわざわざ案内してくれた。

　入口前の受付で、名札を受け取る。

　ちゃんと『白しろ砂すな』と大きく書いてあった。招待されたのは、手違いではなかったらしい。

　会場──

　上等そうな生地の背広を着た男たちが、グラスを片手に談笑している。艶あでやかなドレスで着飾った女性もいた。

　──謀はかったわね、雑ぞう本もと!?

　こんな集まりだと知っていたら、ドレスを用意した。いや、そんな金はないから、来なかった。

「くっ……」

　今からでも遅くない。帰ろう。

　そう思って振り返ったら、見知った顔があった。

　ノーネクタイだが、ジャケットを着ている女性が片手をあげる。

「白砂さん、いらっしゃーい」

「雑本！　さん」

「ここの料理、美お味いしいから、食べてってよー」

　声をひそめて抗議する。

「……ちょっと、なんなんですか!?　みんな、スーツやドレスじゃありませんか！」

　げははは、と雑本が笑った。

「似合ってないよねー」

「そーゆー問題じゃないし!?」

　なかには仮装っぽい人もいるが、ちゃんと着こなせている人もいる。そういう問題ではない。

「白砂さんは、似合ってるよー」

「そりゃ、いつも着てるの、こんなんだから……」

「今度から、打合せもソレで来たほうがいいんじゃない？」

「はぁ……」

　雑本と話していたら、チャラそうな若い男がやってきた。茶髪にロン毛で紫色の背広なんて着ている。

「ちわーっす！　雑本さん、こちら、どなたっすか？　紹介してくださいよー」

　──何!?

　いきなり話題にされて、白砂はたじろいだ。

　雑本が答える。

「こちら、新人イラストレーターの白しろ砂すなさん」

「ど、どうも……」

　紹介されたので、挨あい拶さつをした。

　ロン毛が、さっと名刺を差し出してくる。

　紫色の名刺で、肩書きのところに『作家』と書いてあった。

「俺、去年の新人賞で金賞だったんすよ」

「へえ……」

　いきなり言われても、白砂はラノベに詳しくないから、金賞にどれくらい価値があるのか、いまいちわからなかった。

「新人のレーターってことなら、俺と組むこともあるかもっすねー」

「あ、そうなんですか」

「まぁ、編集しだいなんすけど」

　──そういうこともあるのかな？

　雑ぞう本もとに視線を向けると、我関せずとばかりに横を向いていた。頼りにならない。

　ロン毛が距離を詰めてくる。

「君、どんな絵が得意なの？　剣とか鎧よろいとか描ける？」

「べつに得意とかは……剣も鎧も描けるし」

「いいじゃん！　白砂さん、よかったら、俺の新作にさー……」

　あ……と雑本が口を開いた。

　男の後ろから、小柄な少女が声をかける。




「格が違うわ」




　饒じよう舌ぜつにしゃべっていたロン毛が、険けわしい顔をして振り返った。

「はあ？」

「白砂ちゃんのイラストに、貴方あなたの小説じゃ、釣つり合わないでしょ？」

　彼が表情を歪ゆがめる。

「お、小お倉ぐらまりぃ……」

　──え!?

　白砂は目を見開いた。この、外国人の小学生みたいのが、小倉まりぃ!?　洋画から飛び出してきたようなドレス姿の子供が!?

　視線だけが鋭い。

「その子、私のだから」

「……あっ、特設サイトで発表してたヤツ!?」

　ロン毛を押しのけるように、小お倉ぐらまりぃが白しろ砂すなの前に来た。

　まじまじと見つめてくる。

「貴女あなたが白砂ちゃん」

　ちゃん？

「……あ、はい」

「私は小倉まりぃ──マリィって呼んで」

「どうも……はじめまして」

　押しやられたロン毛が「格って何だ」と声をあげた。

　キロンッとマリィが冷たい視線を投げる。

「まだいたの？」

「うっ!?」

　文句を言いたそうだったが、ロン毛が引き下がる。苛いら立だたしげな顔をしつつ離れて行った。

　白砂は他ひ人と事ごとながら、心配になる。

「あの……大丈夫なんですか？　なんか私のせいで、不ふ穏おんなカンジっていうか……」

「不穏？」

「いや、いきなり、格とか……」












　作家は言葉のプロなんだから、穏おん便びんな言い方なんて無数に知っているだろうに。

　マリィが首をかしげた。

「次元が違うって言えばよかった？」

「ちょっ……!?　マリィ先生、小説のキャラは、あんなに遠回しな言い方をするのに」

「私の小説には、あんなの出てこない」

「あわわ、もういいです！　わかりました！」

　これ以上、ロン毛について話していると、さらに事態が悪化しそうだ。

　小説と違って、リアルでは口が悪いのだと理解した。

　直前の会話などなかったかのように、キラキラした瞳ひとみでマリィが迫ってくる。

「白しろ砂すなちゃんのイラスト、とっても素敵だったわ！」

「あ、どうも……」

　胸が熱くなる。

　七しち転てん八ばつ倒とうの苦労があったぶん、喜びも大きかった。

　マリィが笑顔で言う。

「最初は、ぜんぜんダメダメだったけど、とっても良くなったもの！」

　白砂の笑顔が引きつった。

「は、はは……そうですねー。リテイクのとき、もーちょい具体的に意見がいただけると、もっと早くダメダメじゃなくなったと思うんですけどー」

「んー？」

「でも、おかげで、とっても成長できたと思います」

　なかなか、大人の対応ができたのではなかろうかと白砂は自賛する。

　マリィがうなずいた。

「よかったね」

　ピキッ、と張り直した笑顔に亀き裂れつが走った。

　そういえば、この小説家は、ろくに考えずに書いて馬鹿売れしている天才だったな──とユウトに聞いたのを思い出す。

　そのユウトのことをマリィは気に入っているらしい。

　白砂は少しだけ意地悪な気分になっていた。

「ふ、ふふ……まぁ、たくさんリテイクを出してもらったおかげで？　ユウト先パイとも、お近づきになれましたしー」

「──っ!?」

　マリィの表情が、劇的に変化した。

　目を見開いて固まる。

　軽い当あて擦こすりのつもりだったのに、言った白砂が驚くほどの効果だった。

「まぁ、大したことじゃないんですけどー。私、マリィ先生からリテイクの理由がもらえなかったんで、ユウト先パイに聞いたんですよねー。めっちゃ親切な人でー」

「お近づき……？」

　さんざん振り回された相手を、逆に振り回している感覚に、つい白しろ砂すなはブレーキをかけられなかった。




「先パイと２人きりで夜を明かしちゃったりしてー」




「ふ………………」

　マリィが目を見開いて固まる。

　白砂の背筋を冷や汗がつたった。

　──やりすぎた？

　自分が怒られるのは仕方ないにしても、ユウトに迷惑はかけられない。

　あはははー、と今さらだが、笑ってごまかす。

「なーんちゃっ……」

　いきなりマリィが飛びかかってきた。

　がばっ、と抱きつかれる。

「ひゃあっ!?」

　白砂は思わず悲鳴をあげた。

　周りの視線が集まる。

　どよめきが起きた。

　マリィの背が低いせいで、こちらの胸に顔をうずめるような形になっている。




「…………ずるい」




　白砂の頭の中がぐるんぐるんになった。

　わーわー!?

　どうしよう、これ!?
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　夕刻──

「ユウト先生、お夕飯ができましたのでー」

　呼ばれ、悠ゆう斗とはペンを置いた。ＯＡチェアから腰をあげる。

「乃のノの香かちゃん、ありがとう」

「いえいえ……お忙しそうなので、今日は早く食べられそうな親おや子こ丼どんにしてみました！」

「おおー、丼どんぶりモノか。なるほどね」

「でも、あまり急いで食べ過ぎないようにしてくださいね？」

「はは……気をつけるよ」

　テーブルでは、親子丼とお味み噌そ汁しるが湯気をあげていた。

　休日ということで私服にエプロンをつけた乃ノ香が、急きゆう須すから湯飲みに緑茶を注ついでくれる。

　悠ゆう斗とは箸はしを手に取って──

　ぞくっ、と背筋が震えた。

「うっ？」

「どうしましたか、ユウト先生？」

「あ……いや……ちょっと悪寒……かな？」

「ええっ!?　風邪とかじゃ!?」

「いや、そんな感じじゃないんだけど……なんだろうね？」

　バン！と音がして、乃ノ香が小さな悲鳴と同時に腰を浮かせる。

　ノックもなしに、玄関の扉が開けられていた。

　何事かと思ったら、マリィが立っている。

　ちょっと着崩れているが、まるでお伽とぎ噺ばなしから飛び出してきたような可愛かわいらしいドレスを纏まとって。

「やあ……マリィ、どうしたの？」

「ずるい！」

　彼女が、こちらに向かって全力で駆けてきた。

　飛びかかってくる。

「ちょっ……!?」

　いきなり抱きつかれた。




「私も、ユウトくん家ちに泊まる！　ここで書く！」
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『14歳とイラストレーター４』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者のむらさきゆきやです。




　重大発表！

　読者様の多大なる応援のおかげで、なんと本シリーズのコミカライズが決定いたしました！　ありがとうございます！　近年は異世界ファンタジーが大流行中ですから、現代モノがコミカライズというのは、スゴイことです。コミック版もよろしくお願いします！




　今回は商業中心に活動しているイラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ先生だけでなく、主にネットや同人で活動しているＳ先生からもアドバイスをいただきました。物語としての脚色は加えていますが、イラストという文化への様々な関かかわり方を書けたのではないかと思います。作中でも語っているように、スタンスに上も下も正解も不正解もありません。本シリーズはストーリーを通して業界への知見を広げてもらうことをコンセプトの一つとしています。それを楽しんでもらえたなら、幸いです。

　さて、今回は少し重めの話だったので、次回は明るく楽しく、なにより乃のノの香かちゃんの出番が多い展開を予定しています。何事にもメリハリが必要ですからね。

　春頃には刊行できるかと思います。




　宣伝です──ゲームそっくりの異世界に召喚された最強ゲーマー（しかしコミュ障）の快進撃物語『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』講談社ラノベ文庫より刊行中。コミックも好評連載中です。

　長編戦記『覇剣の皇姫アルティーナ』、大人気戦略ゲームのノベライズ『千年戦争アイギス　白の帝国編』ファミ通文庫より刊行中です。よろしくお願いします。




　謝辞──

　イラスト・企画の溝口ケージ先生、今回も多大なる尽力をありがとうございます。

　デザイナーの木き緒おなち様、素晴らしいデザインをありがとうございます。

　担当編集の神かみ長なが様、また遅くなってしまって本当に本当に申し訳ありませんでした。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　そして、ここまで読んでくださった皆様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　
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　コミカライズ！（挨あい拶さつ）　４巻になります、溝みぞ口ぐちケージですこんにちはこんばんは。

　いやあ早いもので始まってから１年が経たってしまいました。１年！　凄すごい！




　ってことで今回は後輩ちゃん回になります。

　先日若いイラストレーターの方と話をする機会がありまして、今どきのイラストレーターの話を現実を踏まえてちゃんと書きたいなーとむらさきさんと話し、今回こういった流れになりました。




　いやもうなんかね、目指している先どころか、そもそも目的意識自体が違って別次元のイキモノって感じ！　もー凄いの！（語彙力低下）

　とはいえ、「プロになりたい、同人で売れたい？　それよりもフォロワー、リツイート数だ！」という若い子の流れは今の時代からすれば至極まっとうな結論で、実際にそれで得られる画力、表現力の進化速度は僕の時代とは比べ物にならないほど加速しています。

　今回はどうしてもプロ側からのマウンティング、という内容になってしまうところがありましたが、別の側面を見てみれば、プロの技術が若い子に追いつかなくなっている、という現実もまた、紛れもなくそこにあるのです。

　漫画家の副業時代、エロゲー原画全盛期、個人ブログ世代、pixiv世代、そして今。イラストレーターの時代の風は常に先へと吹き続けていき、後ろを振り向くことはありません。僕たちは先へと進むしかないのです。それはつまり──

　……あの、格好よく締めようと思ったんですが自分でも意味が分かりません。何が言いたかったんですかこの人……？




　さて！　挨拶でも触れましたが、なんとコミカライズが決まりました。おめでたいたい！　原作の方も引き続きがんばりますので、14歳とイラストレーターをどちらもどうぞよろしくお願いします。




　ということで、むらさきさん、木き緒おさん、担当の神かみ長ながさん、取材させてもらった若い絵描きさん、本当にお世話になりました。もっと甘やかしてください。僕は駄目になりたい。

　そしてここまで読んでくださった皆さん。ありがとうございました。

　次の巻でもまたよろしくお願いします。次は明るい話の予定！　では！


溝口ケージ　　　

















特別付録　書き下ろし短編「神宮寺神絵のクリスマス」







「お・わ・ら・な・いー!!」

　上かみ葉は良ら南海みなみは叫び声をあげた。

　座椅子から逃げるように床へ倒れこむと、ごろごろと転がる。キモかわいいヌイグルミや洋服やアクセサリーが落ちているが、気にしない。

　部屋の一角を占領するダンボール箱に当たって止まった。

「もーう描けなーい!!」

　南海は反対側へ転がる。

　落ちていたバングルの金属部分が、めりっ、と脇腹に刺さった。

「痛ァァァ!!」

　ひとしきり独りで大騒ぎしたあとで……

　そういえば家族は不在だったな──と南海は思い出す。

　むくり、と起き上がり、配信用のソフトを起動した。

「メリークリスマス！」

　特別な日で、予告もなしに始めたので、誰も来ないかと思いきや……意外と見ている人は多い様子だった。

　するすると視聴の累計人数が増えていく。

　南海は気をよくして声のテンションを上げた。

「聞いてよー。うちの両親、クリスマスにシー行ってんだよ!?　あたしは、もちろん仕事なんだけど！」

　コメントが流れてくる。

『本当にカレシいなかったのか』『マジメ』『えらい！』

「そんなもんいないし。マジメなのよ、えらいでしょー？　そんなわけで！　これ新しく買ったゲームなんだけどー」

『マジメとは……』『やったーゲーム配信だー』『作業配信じゃないのか』

「休憩！　休憩！　さっきまで描いてたし！」

　南海はゲームを起動した。

　バイクで障害物を乗り越えて、時間内にゴールを目指すらしい。

「なんか、知り合いが遊んでて面白そうだったんでー。やってみるね」

　いきなり、下が見えないほど高い崖から落ちた。

「きゃああぁぁぁぁ～！　落ちたし！　あ、また落ちるー!?　あー!!　あー!!　あー!!　なにこれ、難しすぎない？　どうすんのー!?」

　何度トライしても、同じように失敗する。

『ジャンプして』『姿勢を後ろへ』『また４んだｗ』

「わわっ！　飛び越えられたー!!　あはははっ！　たーのしー!!」

　あっという間に２時間が過ぎていた。

　配信上に、やや雰囲気の異なるコメントが流れてくる。




『神宮寺先生、お原稿いつ頃になりそうでしょうか？　クリスマスですが編集部でお待ちしております』




「ひっ!?」

　コントローラーを持つ手が震える南海だった。
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